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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　人狩りの騒動が終わり、ゾリオル迷めい宮きゆう区く──迷めい宮きゆう都と市しに秋を感じさせる風が吹く。

　目前に迫った冬の支し度たくをするために、人々が街中を駆け回っている。

　そんな少し慌あわただしい迷宮都市を東西に貫いている、成功への大通り。

　そこに、若い人間種の少年と獣じゆう人じんの少女、二人よりやや年上な頑がん俠きよう族ぞくの少女がいた。

　三人とも武器を持ち、背しよ負い子こと鎧よろいを身につけていることから、迷宮に挑む探たん訪ぼう者しやだと分かる。

　しかし、周りの冬支度に必死な者たちとは違い、やや沈んだ様子に見える。

　原因は、腰回りに小こ鞄かばんや剣や短剣をつけている少年──テグスにあった。

「はぁ～。なんで罰ばつを受けに、探訪者ギルドの本部に行かなきゃいけないんだよ……」

　溜ため息いきを吐つき、気乗りのしていない歩みで、迷宮都市の中心へ向かっている。

　そんなテグスの姿を見て、左右の手に大きな盾たてを持った褐かつ色しよく肌はだの少女──ティッカリが、安心させるように微笑ほほえむ。

「優しそうなレアデールさんの罰なら、きっとテグスのためになるものだと思うの～」

「お母さん──レアデールさんが用意した罰だから、どんなものか心配になるんだよ」

　一行は、テグスの養は母はであるレアデールの指示で、罰を受けに探訪者ギルドの本部へ向かっている最中だった。

　テグスは脳内でその内容を想像して、さらに足が重たくなる。

　その姿に、黒い棍こんを持つ獣人の少女──ハウリナが、元気のいい声をかけた。

「だいじょーぶです！　バツ、いっしょにやるです、がんばるです！」

「そうだよ～。手伝えることだったら、手助けしちゃうの～」

　ティッカリも加わったありがたい言葉に、テグスの気分も持ち直せた。

「よしッ！　せっかく迷宮都市の中央区域──〝中ちゆう心しん街がい〟に入るんだ。くよくよしないで、元気に行かないとね」

　調子が戻ったその姿に、ハウリナとティッカリは安心した様子を見せる。

　そして雑談をしながら、〝雑ざつ踏とう区く〟の関所を抜けていく。

〝外がい殻かく部ぶ〟に入ると、ゴミとあばら屋から一変し、綺き麗れいで整った街並みが広がる。

　すると、相変わらずの激しい呼び込みの声が、耳に入ってきた。

「人狩りから逃げてきた〝雑踏区〟上がりどものお蔭かげで、肉が安いよ、安いよ！」

「どこよりも安値で武器を売っているぞ！　探訪者のかたがた、買った買った！」

　漂ってきた美お味いしそうな串くし焼やきの匂においに、テグスたちはつい買い食いしてしまう。

「もぐもぐ。肉を薄く切るなんて、ケチだと思ったけど。これはありだね」

「はぐはぐ。薄切り肉の重ね焼き、うまいです」

「ぱくぱく。肉汁が沢山で、香こう辛しん料りようがピリッとして、キツイお酒が欲しくなるの～」

　食べつつ、目的地の〝中心街〟へと進んでいく。

　大通りの先には、近づいているという感覚が狂うほどの、巨大な壁が見えている。

　それを見ながら、ティッカリがポツリと言葉をこぼした。

「いつも不思議だったけど。なんで〝中心街〟には、あんな高い壁があるのかな～？」

「【大だい迷めい宮きゆう】の魔物が万が一にも氾はん濫らんしたとき、〝中心街〟の中に閉じ込めるために、あのすごく高い壁と内堀を魔法で作ったんだってさ」

　テグスの説明を聞いて、ハウリナが驚いた顔を見せる。

「魔物がでてくるの、本当にあったです？」

　どうかなと、テグスは仮かり証しよう時代に〝中心街〟で聞いた話を思い返してみた。

「うーん。噂うわさでも聞いたことがないんだよね。だからかな、昔の人たちはよほど心配性だったって、笑い話にしている人もいるんだよね」

　会話を続けながら進み、やがて壁の至近に到達した。

　ハウリナとティッカリは仰のけ反ぞりながら上を見て、その巨大さに改めて驚いている。

「ほら、壁を見てないで、ここを通って先に行かないと」

　指摘された二人が、革かわ紐ひもで一くくりにされた鉄てつ証しようと青せい銅どう証しようを取り出し終えるまで、テグスは仮証時代に見知った年配の衛えい士しと挨あい拶さつを交わす。

「意外と早かったな。しかも、あんな別べつ嬪ぴんを連れての帰還なんてな」

「感心してくれてるなら、そこは『何だもう来たのか』って言ってくれないと」

「おっと。じゃ改めて、もう来たのか。それで、すぐ【大迷宮】に挑むのか？」

「僕の目的は【大迷宮】の最後の層まで行くことですから、そうしたいんですけどね。レアデールさんに罰を受けろって言われてて、そうもいかなくて」

「あー。そういえば、そんな話を本部で聞いたな。あれは小僧のことだったのか」

　罰の話が衛士にまで伝わっていることに、そら寒い感じがしながらも、テグスはハウリナたちと一緒に四つの印がある青銅証を見せる。

「二十層を四つ突破か。まあ、三十層の《迷めい宮きゆう主ぬし》はどれも大変だから当然だな。それで、お嬢さんらは、この小僧の仲間かな？」

「はじめましてです。ハウリナです！」

「はじめまして、ティッカリなの～」

「おーおー。礼儀正しい子ばかりで、やりやすいこと、この上ないな」

　衛士は三人の青銅証を確認し終わると、関所を開けてくれた。

「頑張れよ。まあ、罰自体は大したものじゃねえから、安心しときな」

　別れ際に少し意味深なことを言われて、テグスはまた気が滅め入いってしまった。







〝中心街〟は重じゆう厚こうな赤あか煉れん瓦がを組んでできた、三階建ての建物が多く並ぶ地区だ。

　機械的ですらあるこの景観は、見るものに剛ごう堅けんな威圧感を抱かせる。

　そんな中にあるからか、灰色の石材が使われた外観の探訪者ギルドの本部は、どこかこぢんまりとした印象を受けた。

「小さく感じるです。でも、大きいです？」

「大きさ的には支部と同じか少し大きいはずなんだけど、周りが大きい建物ばかりだから、目の錯さつ覚かくで小さく感じちゃうんだよね」

　実際に探訪者ギルド本部は、周囲にある大きな屋や敷しきより、屋根が一段低くなっていた。

「──って、本部の大きさよりも、早く中に入って罰がなんなのか教えてもらおうよ」

「そうだったです。バツを終えて、早く【大迷宮】にいくです！」

「でも、初めて入るギルドの本部に、ドキドキしちゃうの～」

　三人は、開け放された重厚な木でできた扉から、中へ入っていく。

　そこでハウリナとティッカリは、初めて目にする内装に固まってしまった。

「わふぅ～、スゴイです……」

「落ち着いた色が多いのに、とっても豪ごう華かそうなの～」

　内装は全て艶つやめいた木で統一され、精密な彫り物がされ、落ち着いた色合いで塗と装そうされている。

　加えて、机や椅い子すに始まり額がく縁ぶちに至る調度品の一つ一つが、触れることをためらってしまうような、気品溢あふれる風格を漂わせていた。

　そんな整然と並ぶ調度品の周りで、礼服に似た制服を着た職員たちが作業している。

　その光景を前にして、ハウリナとティッカリが段々と気後れし始めたようだ。

「わうぅ……帰りたくなったです」

「なんだか、ここにいるのが場違いな気がしてきたの～」

　気が引けている様子にかまわず、テグスは二人の手を握ると、受付の職員の前へ進む。

「お久しぶりですね、テグスさん。そちらのお二方はお初にお目にかかります。当ギルド本部にて、職員を務つとめております、ガーフィエッタと申します」

　そう名乗った女性職員は、後頭部に束ねた輝く銀髪と、同性の羨せん望ぼうを集める造形の顔立ちを持ち、三角の眼鏡めがねをつけている。

　そんな綺麗な人の丁寧な自己紹介に、初対面のハウリナとティッカリは面食らう。

「わ、わぅ。ハウリナ、です。はじめましてです」

「は、初めまして～。あたしの名前は、ティッカリなの～」

「はい。ハウリナさんと、ティッカリさんですね。お二人とも、テグスさんと同じように末長い関係になりますことを、切せつに願って止やみません」

　微笑むガーフィエッタに、二人は言葉に困ったように口を開け閉めする。












　テグスは思わず可か哀わい想そうになり、横から口を挟んだ。

「ガーフィエッタさんは、わざと大仰な口調で相手に話しかけて、困惑する様子を見るのが好きな人だから。あまり気にしないで、普通に喋しやべっていいんだよ」

　この説明が不服だったのか、ガーフィエッタが朗ろう々ろうと喋り始めた。

「そういうテグスさんは、二年ほど前の初対面時、見事なまでに大仰な返答をなされましたね。あのとき、気に食わない子供だと感想を抱いたのが懐かしいです。そして、いまも相変わらず、小生意気なお子様だと感心しております」

　長々とした台詞せりふに、テグスは呆あきれ顔で言い返す。

「その無む駄だに会話を楽しもうとする変な趣味に、気前良く付き合ってくれる人が見つかるか疑問でした。けど、いるはずがないものを心配するなんて、無駄でしたね」

「話したがりは性格であって、趣味ではありません。それにテグスさんが、こうして話に付き合ってくれているのですから、いないこともないでしょう？」

「ガーフィエッタさんのお蔭で、こちらも口が達たつ者しやになったから、そのお礼のつもりで話し相手になっているだけです。僕みたいな親切な人はそうそういないですよ」

　止めどない言葉の応おう酬しゆうに、見ているハウリナとティッカリは、心配そうにしている。

　そんな二人の姿を横目で見たテグスは、安心させるように笑いかけた。

「あ、二人とも。これはいつもの挨拶代わりだから、心配しなくても大丈夫だよ？」

「そう、軽い言葉遊びのようなものです。もっとも、見知らぬ誰かが相手ならば、物理的に地面に這はわせて、背中をお踏みして差し上げますが」

　そう笑顔で話す二人に、ハウリナとティッカリが気疲れした顔になった。

　テグスはごめんごめんと謝り、ガーフィエッタは名残なごり惜おしそうな表情をする。

「テグスさんとのお喋りは心躍るのですが、そのことにかまけてもいられませんね──では、お三方の青銅証を拝見させていただきます」

　受付の職員らしい厳格な物言いに、テグスは率先して手渡し、ハウリナとティッカリもそれに続く。

「……確認しました。四つ全ての【中ちゆう迷めい宮きゆう】二十層突破によって、【大迷宮】への挑戦が許可されます。『白はく銀ぎん証しよう』を作りますので、少々お待ちください」

　ガーフィエッタは奥へと引っ込み、白銀に輝く小さな金属板を手に戻ってきた。

　裏面にそれぞれの生年月日を刻み、青銅証から預金額を消し、白銀色の板へ印字する。

　そして、鉄証と青銅証と一緒にくくると、テグスたちへ手渡してきた。

　テグスは受け取ると、白銀の板──白銀証を手に取り、詳くわしく観察することにした。

　形は鉄証と青銅証と同じ長方形。

　だが、白銀証は他の二つの簡素さとは打って変わり、縁には緻ち密みつな格こう子しと植物が、中央には翼がある生き物が丸いものに前脚を乗せる姿で、彫られていた。

　ハウリナはこの図柄を見てから、首を傾かしげる。

「門の中に、羽根のあるトカゲがいるです？」

　その感想に、ティッカリが訂正を入れる。

「これは『竜りゆう』っていう、神さまの遣いなの～。とっても大きくて、強いんだよ～」

　竜という単語は知っていたのか、ハウリナは納得したように首を縦に振る。

　するとガーフィエッタが、白銀証の図柄について補足説明を始めた。

「格子と植物で知恵の神と慈じ悲ひの女神を、転がる大岩を踏みつけることで悪戯いたずらの女神と蛮ばん勇ゆうの神を表してます。中央に竜を描くのは、【大迷宮】の《迷宮主》だからですね」

「へぇ……って、竜が最下層にいるの!?」

　聞いたことのなかった事実にテグスは驚くと、さらなる補足説明がされた。

「その通りです。その事実を知ったからこそ、竜が外に出ても対応できるよう、昔の人は頂上がかすむぐらいに高い壁を作り、【大迷宮】を囲ったのですから。とは言っても、竜に限らず、魔物が神像で転移してくるわけはないのですし。最下層から地上まで五十層あるので、あの高い壁は杞き憂ゆうという気もしないではないですけど」

　テグスは納得しつつも安心した。

　話が一段落ついたところで、テグスは次の話題を切り出す。

「それであの……レアデールさんが用意した罰ってなんですか？」

「こちらが要よう請せいされたのは、テグスさんに本部のとある作業を手伝わせることです。難しくはないですが、少しだけ困難な仕事ですね」

　どんな罰かと恐れていたテグスは、作業の手伝いと聞いてほっとする。

　ハウリナとティッカリも安心したみたいだったが、作業内容が気にもなったようだ。

「それ、どんなことです？」

「内容をはぐらかすような言葉を使われて、なんだかドキドキしちゃうの～」

「ふふっ。さて、いいでしょうか。罰でやってもらいたい、その仕事とは──」

　テグスたち三人は、前傾姿勢で身構えるような格好で発言を待つ。

　ガーフィエッタはもったいぶった仕草の後で、口を開いた。

「──ずばり『おつかい』です」

　引っ張ったにしては間抜けな響きの言葉に、テグスたちは肩透かしを食らったようにつんのめったのだった。
















　テグスたち三人は本部を出て、再び〝外がい殻かく部ぶ〟に入るため関所に戻ってきた。

「ほらな。直すぐに戻ってきたろ」

　笑い顔を向ける衛えい士しに、ハウリナが不ふ貞て腐くされるような顔を浮かべる。

「おつかいは、小さい子がやることです！」

　テグスたちが受ける罰ばつとは、ガーフィエッタから渡された小包一つを、指定の場所まで運ぶことだった。

「この時期は、どこも冬ふゆ籠ごもりの支し度たくで忙しくて、荷物運びの人員が足りないって教えてもらったけどさ……」

「けど、考えようによっては、可か愛わいらしい罰でよかったの～」

　拍子抜けしたという口調で話す二人の様子を見て、衛士が呆れ顔になる。

「なんだ、誰も荷物運びをやりたがらない理由は聞いてないのか？」

　テグスたちが首を傾げると、衛士は口を寄せてきた。

「小包を一つ運ぶだろ。そうしたら受け取り先で、ちょうどいいからどこそこの店に物を持って行ってくれってなる。次の店でも同じことになって、それが延々続くぞ」

　まだあるとばかりに言葉が続く。

「運ぶ物は大抵が希き少しよう品ひんだ。それを運搬していると、他人に知られたりしてみろ」

「奪おうと襲ってくる人が出てくる、ってわけですね」

　予想以上の面倒臭さに、テグスはレアデールが考えた罰らしいと感じてしまう。

　しかし、もう小包は受け取ってしまっているので、やるしかないと気合を入れる。

「おつかいのこと、教えてくれてありがとうございました」

「おう。気張ってやれよー」

　衛士と別れたテグスたちは、ガーフィエッタに指定された届け先──〝中ちゆう一いち区く〟の片隅にある店へ、大急ぎで向かった。

　その店は常に閑かん散さんとしている地区にしては珍しく、やたらと繁はん盛じようしている。

　客層は、外がい套とうの頭ず巾きんを深く被っている人や、骨や牙きばの装飾品をつけている人など、迷宮都市でも一風変わった格好の人が多い。

　彼ら彼女らが声を上げて頼んでいる物品も、ちょっと変わっているようだ。

「《浮ふ燐りん蝶ちよう》の鱗りん粉ぷんと、沈静作用がある内外の香こう草そうを粉末にしたのをくれ！」

「【大だい迷めい宮きゆう】の様々な鉱石の粉と、コキトの骨の粉。あと魔石の粉末をお願い！」

「小麦粉に発芽大麦の粉。あれば発はつ酵こうを進める粉もだ！」

　何に使うのか怪しいものから、料理で使うのかと思うものまで注文されているが、なぜだか全てが粉末物だ。

　訳が分からないというように、ティッカリとハウリナが首を傾げる。

「この店で取り扱っているのは、粉だけなのかな？」

「粉の店です？」

　再び観察すると、詰めかけた人たちの間をすり抜けて動く、小こ柄がらな店員が見えた。

　その顔の横には、頭の天辺付近まで細長い耳が伸びている。

「あれは草そう隠いん族ぞくかな～。噂うわさで聞いた通りに、子供みたいに小さくて可愛らしいの～」

「毛のない耳なのに、長いです」

　その長い耳で話し声が聞こえたのか、テグスたちに歩み寄ってきた。

「『耳みみ長ながの粉屋』へようこそ。欲しいものは何かな？」

　自分の外見が子供っぽいと分かっているようで、幼おさなげな仕草で媚こびを売ってきた。

　テグスとハウリナは白い目を向けるが、ティッカリは可愛いもの好きだからか顔がにやけている。

　店員はそんなティッカリを狙ねらって、子供のような笑顔で売り込んでくる。

「頑がん俠きよう族ぞくのお姉ちゃん、なにか買いたいものはない？　あの錬れん金きん術じゆつ師しさんたちが、冬籠りの用意で買い占めちゃうから、買うなら早いほうがいいよ？」

「お姉ちゃんだなんて、困っちゃうの～」

　ティッカリに任せると話が進みそうもないので、テグスは口を挟むことにした。

「あの。探たん訪ぼう者しやギルドに頼まれて、小包を持ってきたんですけど」

　そう聞いた店員は、がっかりしたような表情を見せると、ぞんざいな態度に変わった。

「配達人だったのか。うん、頼んでいたものだね。あ、そうだ、ちょっと待っててよ」

　小包の中身を確認すると、店員は客を掻かき分けて店へ入っていく。

　そして、今度は路地から、大きい荷物を背にして現れた。

「探訪者ギルドの配達人ならさ。これを配達してよ」

　テグスたちの前に置かれた荷物は、小分けされた袋が集まったものだった。

「二十個ぐらいあるんですけど、これをそれぞれ別の場所に運ぶんですか？」

「そうだよ。ああそうそう、文字は読める？　読めるね。なら、小袋ごとに行き先が書いてあるから、それに従ってよ。あと、これが配達する報ほう酬しゆうね」

　テグスの手に小さな革袋を置く。中身はやはり、何かの粉だった。

「単なる鉱物の粉だけど、売れば依頼の規定料金にはなるよ」

「あのー。こんな風に報酬を前払いして、いいんですか？」

「君らが、探訪者ギルドが信用して荷物を預けた人だからね。他の人にはやらないよ」

　よろしくと言い残して、テグスが呼び止める間もなく、店員は接客に戻っていく。

「……なんだか、チョロチョロした人だったです」

「小動物が動き回っているようで、愛らしかったの～」

「体ていよく大荷物の配達を頼まれちゃったけどね」

　だが報酬はもらってしまったので、テグスはこの仕事をやり遂げようと腹をくくる。

　書かれた配達先を全て把は握あくすると、まずは粉屋から近い届け先へと向かうのだった。







　何軒か店や住宅を回り、テグスたちは順調に届け物をしていった。

　しかし、三人の背しよ負い子こに入れた配達物の数自体は、そんなに減っていない。

「冬の用意で忙しいから、配達人が来て助かったわ。そうだ、これお願いしていいかしら？」

「おお、待っていたよ。あー、悪いけど、これは別の場所にやる約束をしたんだよ」

　こんな風に頼まれて、減った分がすぐに増えてしまうからだ。

　レアデールが指示した罰という意識があるテグスは、お人ひと好よしな性格も相まって、その配達物を全て受け取ってしまう。

　一方、ハウリナとティッカリは配達につき合わされて閉へい口こうしている、と思いきや。

「はぐはぐ。お弁当もらって、よかったです」

「家庭の味っぽくて、お店で食べるのとは違った美味しさがあるの～」

　報酬としてもらった、肉や野菜を挟んだパンを手に、ご満まん悦えつな様子だ。

　テグスも同じ物を食べながら、〝外殻部〟の中を歩いていく。

　順調に回って十軒近く配り終えた頃、ハウリナが何かに気がついたように獣耳を立て、真剣な様子で周囲を見回す。

「……なんだか、人がたくさん隠れてるです」

「それって、あたしたちを襲ってくるつもりなのかな～？」

「そうだろうね。ここは、巡じゆん邏らの巡回路から少し外れた場所だし」

　テグスの発言がきっかけになったのか、進路上に八人の男たちが現れた。

　彼らの姿を見て、テグスは少し違和感を覚える。

　いままでは切せつ羽ぱ詰つまった表情をしていたり、侮あなどった態度で襲ってくる人ばかりだった。

　対して目の前の男たちは、なにかの心構えをしていることが表情から見て取れる。

　少し勝手が違うようだと、テグスは油断なく斑はん紋もん鉈なた剣けんを抜いた。

「僕らに、なにか用があるんですか？」

「ああ、ある。その背にある配達物を置いていけ。そうすれば見逃してやれる」

　これで彼らが強盗なのは確定したが、テグスはその発言と態度に違和感が強まった。

　金きん銭せん目的ではなく、頼まれて仕方なくやっているように感じたのだ。

「……この中に、届け先に持っていかれると、困るものでもあるんですか？」

「三度は言わんぞ。配達物を置いて去れ」

　最後通告と知らしめるためか、男たちが全員武器を構えた。

　得え物ものは片手剣が多い。次に棍こん棒ぼう。飛び道具はない。

　テグスは彼らの立ち振る舞いを見て、交渉していた男以外は強くないと判断した。

　素早く戦い方を組み立てながら、使える手が少ないことを思い出し、歯は嚙がみする。

　女騎士ベックリアとの戦いを終えてからずっと、レアデールに孤こ児じ院いんから出してもらえず、消しよう耗もう品ひんを補充することができなかった。

　なので小鞄の中には迷宮の罠わなからとった糸しかないし、箱はこ鞘さやには短剣が二本だけだ。

　でも、テグスは自信ありげに、ハウリナとティッカリに指示を出す。

「二人は、周りの人たちをお願い。僕はあの男を相手するから」

「わかったです！」

「任せて欲しいの～」

　二人が駆けだすと同時に、テグスは交渉していた男へ斬きりかかる。

「たああああああああああ！」

「チッ、殺されても恨むなよ！」

　お互いの剣が打ち合わされ、競り合いになった。

　素材の差か、テグスの斑紋鉈剣が、男の片手剣に浅く切れ込みを入れる。

　そして二人が武器を押し付けあうたびに、その切れ目は深くなっていく。

「若くてもギルドが認めた探訪者か。いい武器を使っている！」

　武器が壊れる前に体格の差で押し切るつもりか、男が力強く前に出てくる。

　テグスはその力を利用し後ろへ跳び、斑紋鉈剣から放した右手で短剣を抜く。

　目の前の相手が警戒して足を止めたのを見て、ハウリナを横合いから襲おうとしている別の男へ、短剣を力強く投げつけた。

「ぐぁッ!?」

　間近で悲鳴が上がったことに、ハウリナは驚いた顔を見せた。

「──!?　あおおおおおおおおん！」

　慌てながら黒こく棍こんで悲鳴を上げた男の首を折り、もともと戦っていた相手に対たい峙じし直す。

　これでハウリナは大丈夫と判断し、テグスは次にティッカリに横目を向けた。

　半円状に囲んで攻撃されてはいるが、突とつ撃げき盾たてでちゃんと防御できているようだ。

「くそ、なんて硬さの盾だ！　剣や鈍どん器きじゃ、傷一つつかねぇ!?」

「う～～～……いまなの、と～～～～や～～～～～」

　攻撃の間断をついて、ティッカリが突撃盾で殴りかかる。

「うわああ、ぐぼッ──」

　一人が腹を潰つぶされ吐と血けつして倒れると、周囲の顔が恐怖に歪ゆがむ。

「くそっ。早く援護にきてくれよ！」

「わかってるよ。だけど、この獣人すばしっこいんだよ！」

「スキありです！　あおおおおおおおおおん！」

「ぐえおえええええええええええええ！」

　また別の一人は、ハウリナが突き出した黒棍で喉のどを潰されて、苦しげに倒れた。

　時間と共に一方的に不利になっていく状況に、交渉役だった男が歯は嚙がみする。

「くっ。探訪者ギルドの配達人とは、ここまで強いのか……」

　テグスはその答え代わりに、鋭えい刃じんの魔術を唱えながら、斑紋鉈剣を振り下ろす。

「［刃よ鋭くなれキリンゴ・アクラオ］！」

　防御に掲げた片手剣が切断され、金属が奏でる澄すんだ音色が響いた。

　テグスと敵対していた男は、斬り裂かれた自分の体をぼんやりと見つめると、自分の血だまりに倒れた。

　男の死を見て、強盗たち全員の目に、仇かたき討うちの戦意が燃え始める。

　だが、人数を頼りに攻撃してくる相手に、テグスたちが負ける要素はなかった。

　最後の一人の両手を切り落として無力化してから、テグスは尋じん問もんを始める。

「さてと。誰にどんな荷物を奪えって雇われたの？　お店？　それとも個人？」

「……知ってどうする」

「もちろん、襲ってくれたお礼をしにいかないとね」

「……ならば、話すことはなにもない」

　喋ってくれそうにないので、テグスはあっさりと尋問を止め、心臓を刺し殺した。

　そのあとで、依頼主の情報を持ってないか死体を調べてみる。

　しかし、この強盗たちが青せい銅どう証しようを持つ探訪者らしい、ということしか分からなかった。

　より詳しく調べようとする前に、巡邏が近づいてくる足音が聞こえてくる。

　詰きつ問もんされる面倒を嫌って、この強盗たちを雇った相手を探ることを諦あきらめ、テグスたちは急いで立ち去ることにしたのだった。







　一組目の強盗たちを倒したのをきっかけに、荷物を狙う人たちは次々と現れだした。

　テグスは襲ってくる者たちを殺して身包みを剝はぎつつ、短剣があれば箱鞘に補充する。

　そうして通算で五回目の襲撃を退しりぞけたとき、レアデールがこの仕事をどうしてやらせようと思ったのかが、分かった気がした。

「きっと、襲ってくる人たちの戦い方を見て、連れん携けいを学べってことだろうね」

「強盗を見て、なにをベンキョーするです？」

「なにか、参考にするところあったかな～？」

　ハウリナとティッカリが理解していないようなので、より詳しい説明をする。

「配達物を狙ってくる人たちと戦ってみて、二人は何か感じなかった？」

「わふっ。なんだか、いっせいに来て、戦いにくかったです！」

「えっと～。ちゃんとした武器を使っていたの～。だから、強盗しなくても食べていけそうだから、不思議だなって思ったかな～」

　何かしらの違和感は抱いていたようだと、テグスは安心して言葉を続ける。

「そう。襲ってきた人たちは、油ゆ断だんせずに連携して、ちゃんとした武器で攻撃してくるんだよ。これって、探訪者たちが人数を組んで、魔物と戦うときと似てない？」

　言いたいことが伝わったのか、ハウリナたちが首を縦に振る。

「なるほどです。いっしょに戦うコツが、見れるです」

「あたしたちが魔物の視点で戦うと、連携の注意点が見えるってこともあるかな～？」

「なるほど。そっちは気がつかなかったよ、ティッカリ」

　テグスは作業の手を止め、自分たちに足りないものを考える。

「そうなると、僕らは全員が近きん接せつ戦せん闘とう主体だから──援護用の武器か人が必要かな？」

　独り言のような呟つぶやきに、ハウリナが反応する。

「いらないです。がんばれば、強盗倒せるです」

　確かに、いまは対応できているので、テグスは問題を棚上げすることにした。

　そして、死体から物を剝ぎ終えると、配達の続きに戻っていった。







　配達を順調にこなしていき、やがて終わりが見えてきた。

　残りの届け先は、〝中四区〟の〝雑ざつ踏とう区く〟寄りに三つ。

　しかしそこは、いまいる〝中二区〟からだと、迷宮都市の真反対側だ。

「もうそろそろ夕方だし、届け終わるのは夜中になっちゃいそうなの～」

「日を越えて届けても大丈夫か、聞いておけばよかったね」

　テグスたちは成功への大通りに出ると、道を辿たどって〝中ちゆう心しん街がい〟に向かって歩いていく。

　すると、ハウリナが不思議そうな顔をする。

「どこいくです？」

「せっかく白はく銀ぎん証しようがあるから、この道で反対側まで突っ切ったほうが早いからね」

「!?　この道、迷宮都市を横切ってるです！」

　事情が分かったからか、ハウリナはより元気に歩き始める。

　関所から〝中心街〟へ入り、そのまま道なりに進み、反対側の関所から再び出た。

　そのまま大通りを進んで、届け先近くまで行こうとする。

　そうして歩いていたとき、テグスは横を通った人がふと気になり、振り返った。

「どうかしたの～？」

「いや、あの人が気になったんだけど。なんでなのか分からないんだよね……」

　ティッカリの質問に答えながら、テグスはその男を詳しく観察する。

　よくある型の革かわ鎧よろいをつけた、〝外殻部〟によくいる探訪者風の中年男性だ。

　だが、その顔に見覚えはない。テグスは気になる理由が分からず首を捻ひねる。

　すると、ハウリナが何かに気がついたように、鼻を動かし始めた。

「ふんふん。知った、匂いです……けど、思い出せないです」

「ハウリナの鼻でそう感じるなら、どこかで会ったことがあるんだろうけど……」

「え、どの人なの～？」

　視線をさまよわせているティッカリをよそに、テグスとハウリナはどうにか男の正体を思い出そうと再び姿を注視する。

　そして、男の腰にある短剣を見て、テグスが先に彼が誰かを思い出した。

「あの儀ぎ礼れい的てきな特徴のある短剣、黒尽くめの人狩りが持っていたものと同じだ」

　小声で放った言葉に、ハウリナとティッカリが慌てて確認しようとする。

　しかしその前に、男の姿は人の陰で見えなくなってしまっていた。

　人の波間に消えた、〝外殻部〟にはいないはずの人狩りの男を、テグスは目で探す。

　そのとき、ハウリナが袖そでを引っ張ってきた。

「匂い、覚えたです。いつでも、追えるです。だから、届け物を先にするです」

「人狩りが〝外殻部ここ〟に入り込んでいるのは気になるけど、お届け物を終わらせるほうが大事なの～」

　ティッカリにも制止されて、テグスは考えを巡らせてから、ハウリナに尋ねる。

「時間が経たっても、ここに戻ってくれば、あの人狩りらしき男を匂いで追えるよね？」

「わふっ！　日がすぎても追えるです！」

　自信満々な様子を見て、テグスは取るべき行動を選択した。

「配達物がなくなれば、襲撃者もやってこなくなるだろうし。先に届け物を終わらせて、じっくりあの男を追おうか」

「なら、急いで、配り終えるです！」

「用事を終わらせるのは賛成だけど、探すのは夕食とってからにしたいの～」

　元気良く駆け出したハウリナに、ティッカリは追いかけながらそんな言葉をかける。

　テグスは二人の後について走りながら、あの黒尽くめの人狩りだった男が、〝外殻部〟で何をするつもりかを気にかけるのだった。







　テグスたちは全ての届け物を配達し終え、依頼料として受け取った様々なものと、襲撃者から奪ったものを、探訪者ギルドの支部で換かん金きんした。

　そのお金で屋や台たいで買い食いしつつ、人狩りの男と出くわした地点に戻ってきた。

「ハウリナ。どう、追える？」

「ふんふん。ばっちりです！」

「じゃあ、どうして人狩りがいるか調べに、出発なの～」

　そうして三人は、夜になって薄暗くなった〝外殻部〟の街中を進んでいく。

　大きな道は、月と星明りに照らされて明るく、人通りもあった。

　しかし、路地に入ると途と端たんに暗くなり、辺りは寝静まっている。

　それでも幾いくつかの家からは、中の照明が薄っすらと外に漏れていた。

　その光源を頼りに、テグスたちは人狩りらしき男の匂いを辿っていく。

　少し進んだ裏路地の分ぶん岐き点てんで、唐突にハウリナが足を止めた。

「どうかしたの？」

「うぅ～。匂いが、変になったです。腐った肉の臭いがするです」

　テグスが鼻で呼吸をすると、薄っすらと腐ふ敗はい臭しゆうが感じられた。

　ティッカリも同じ動きをして、なにかに気がつく。

「これ、どこの村や町でも売っている、野犬や狼おおかみ除よけに使う薬なの～」

「へぇ～、迷めい宮きゆう都と市しの外では、そんなものを売っているんだ。ちょっと興味あるね」

　だが、いまはそれどころではないと、テグスは心を戒いましめる。

「そんな薬を使ったってことは、追つい跡せきされてないか気にしているってことなんだろうけど……ハウリナ、匂いが変になったって言ってたけど、追える？」

「ふんっ。白はく狼ろう族ぞく、黄こう牙がの民に、こんなの意味ないです」

　ハウリナは目を瞑つぶると、大きく深く鼻で呼吸してから、路地の一つを指す。

「匂いを見つけたです。あっちです」

　どうだと胸を張るハウリナを、テグスは褒ほめながら頭をなでる。

「凄すごいよ、ハウリナ！　けど、匂いは見つけるじゃなくて、嗅かぎつけるだよ」

「わふっ。匂いを、かぎつけた、です」

「よーし～。このまま、人狩りたちの居場所まで行っちゃうの～」

　テグスたちは、再び匂いを追っていく。

「こんどは分かれ道ぜんぶに、匂いがあるです。けど、これぐらい分かるです」

　偽装工作の跡があったらしいが、ハウリナの鼻は誤魔化せはしなかったようだ。

　そうして、匂いの終着点──〝中四区〟の一画にある、一軒家にたどり着く。

　人狩りたちがいると思われるその家は、かなりの大きさがあった。

　住居部分は三家族は住めそうなほどで、横には馬車が五台は置ける開けた場所と、十頭前後は入れる馬小屋が設けられている。

　そんな外観を、テグスたちは路地に隠れながら観察していた。

「たぶんだけど、迷宮都市の外からくる行商人用の宿しゆく舎しやじゃないかな。人狩りが隠れ住むにしては、大げさな建物だし」

「中にいるの、ぜんぶ人狩りです？」

　ハウリナの問いに、ティッカリとテグスは首を横に振る。

「馬車が三台止まってて、馬が四頭入っているから、十数人はあの家に入っているの～。その人たち全部が人狩りなのは、ちょっと考えられないかな～」

「商業連盟は商売には治安が大事だって、〝外殻部〟に巡邏を作ったんだ。だから、安全を脅おびやかしかねない人狩りや奴ど隷れい商しようの活動は認めていないって話があるんだ」

「特に人狩りは住民を連れて行くから、目の敵かたきにされているって噂もあるんだよ～」

「なるほどです」

　ハウリナは理解したとうなずいてから、別の疑問があるのか頭を横に倒した。

「なら、この中にいる人狩り、どうやって見つけるです？」

「特徴のある、あの短剣を目印にすればいいんだろうけど……」

　それだけでは建物内の誰が人狩りかを、判別するのは難しいだろう。

　テグスがどうしようかと悩んでいると、ティッカリが微笑みを浮かべる。

「こういうときは、無理に取調べしても怒られない人を、連れてくればいいの～」

　テグスはその人物が思い浮かばず、目を瞬しばたたかせていたが、少しして思いついた。

「それって、もしかして巡邏のこと？」

「その通りなの～。人狩りみたいな治安を悪くする人を通つう報ほうすると、喜んでくれるんだよ～」

　ティッカリが自信ありげに提案するので、巡邏に事情を話してみることにした。

　探し始めてすぐに、特徴的な紋もん章しようが胸元にある鎧をきた、巡邏の一団を見つけた。

　向こうもテグスたちが目に入ったようで、鉄箱のような投光機を向けてくる。

「見知らぬ女子もいるし、鎧も変わっているので誰かと思えば、いつかの子供たちか」

　巡邏の一人がそう言い放つのを聞いて、テグスは前に出会った人たちだと気がついた。

　そして、この巡邏の人たちならば、信用が置けると判断した。

「あの、ちょっと頼みたいことがあるんですが」

　事情を伝えると、巡邏たちは短く話し合いをすると──

「ふむ。短剣と匂いだけでは確証とはならんが、調査するには十分な材料と結論が出た。少年、その建物に案内してくれ」

　──そう言いながら投光機の火を消し、全身に闘とう志しをみなぎらせていったのだった。







　人狩りが潜せん伏ぷくしているらしき建物に到着すると、巡邏は荒っぽくも迅じん速そくに行動した。

「〝外殻部〟の治安維持を任されている者だ。臨りん検けんである、大人しくしてもらおう！」

　扉を蹴け破やぶって中に入ると、目に入った人を片っ端から捕まえていく。

　突然の状況に、体を縄で縛られた商人風の男が大声を上げた。

「な、何をするんです。こんな無法、許されると思っているんですか！」

「ふん。迷宮都市は無法地帯だぞ。許されるに決まっているだろう」

「ぐっ。だ、だからと言って、なんの説明もなしに──」

「人狩りの一味がいると知らせを受けた。それで調べている。分かったな？」

　手て馴なれた調子であしらいつつ、巡邏は次から次へと縄をかけていく。

　探訪者とは違うその動きに、テグスたちは呆あつ気けにとられた。

「なんか、巡邏の人たちの動きって、これぞ総合力って感じがするね」

「強盗と、ぜんぜん動きが違うです」

「けど、戦うよりも、捕まえて大人しくさせるほうが得意そうに見えるかな～」

　そんな風に感想を言い合っていると、巡邏の一人が近づいてきた。

「隠れている者を探しているのだが、君らには首くび実じつ検けんをしてもらいたい」

　聞き慣れない不穏な言葉に、テグスたちは少し眉まゆを寄せた。

　その様子を見て、巡邏は慌てて付け加える。

「首実検というのは。今回の場合では、人狩りかどうか見て確かめる、という意味だ」

「なるほど。そういうことなら、手伝います」

　テグスが代表して同意すると、広い一室に案内された。

　中には、縄をかけられた人たちが中央に集められ、その周囲には剣を抜いた巡邏たちがいる。

「この中で人狩りがいれば、自分から名乗り出ることだ。いまなら〝外殻部〟からの追放で許してやるぞ」

「ち、違います。私たちはちゃんとした行商人です。商業連盟の紹介状だって持っています」

　どうやら尋問中のようだが、テグスたちは構わず、あの特徴的な短剣を持つ人を探す。

「あっちの人と、その人。そこに二人。あとは──」

「その人、知らない匂いです。前に会った、人狩りじゃないです」

　テグスとハウリナが指摘した人を、巡邏が集中して問い質ただしていく。

　その中の一人が、激しい追及に悔しげに顔をゆがめた。

「くそっ。ツイてなかったな。ピュィ─────!!」

　その男が唐突に甲かん高だかい口笛を吹くと、にわかに馬車置き場が騒がしくなった。

「お前、仲間に逃げるよう合図を出したな！」

「ぐごぇ──」

　巡邏が男の腹を蹴って口笛を止めさせると、外から馬車が走る音が聞こえてきた。

　テグスは急いで木窓を押し開け、外を見る。

　いままさに、一台の幌ほろ馬ば車しやが敷地から出ようとしているところだった。

「当たってくれ、よッ！」

　テグスは短剣を摑つかむと、窓から力の限りに馬車へ投げつける。

　短剣は運良く車しや軸じくに飛び込み、幌馬車を大きく揺らして減速させた。

「よくやったぞ、少年！」

　見張り役を残し、巡邏たちが玄関口から外へと飛び出す。

　すかさず、数人が手て槍やりを投とう擲てきして、動きが鈍った車輪を破壊した。

　幌馬車は傾いて横倒しになり、男女五人が這い出すと、それぞれ別方向へ逃げ始める。

　巡邏たちは二人一組に分かれると、その一人一人を追っていく。

　テグスがその光景を窓から見ていると、見張りに残った巡邏に肩を叩たたかれた。

「さあ、ここからはこっちの仕事になる。あとは任せて帰るといい」

　人を追うのは探訪者の仕事じゃないと納得しながらも、人狩りたちの目的が分からなかったことに、テグスは肩を落とす。

「でも、僕らが残っていても、邪魔になるだけだしね。ハウリナ、ティッカリ、後はお任せして行こう」

「じゃあねです。捕まえる動き、スゴかったです」

「もうそろそろ夜中だけど、頑張ってくださいね～」

「そちらも、治安維持の協力に感謝する」

　現場を後にしたテグスたちは、夜も遅いからと近場の宿屋に宿泊する。

　あくる朝、探訪者ギルド本部へ配達の報告をしにいった。

「おや、お早いお越しですね。昨日の分は配り終えてあるようですので、今日の分をお渡ししますね」

　出会い頭がしらにガーフィエッタに小包を渡されて、テグスは顔を引きつらせた。

「罰の荷物運びは、昨日だけじゃなかったの？」

「配達の人員が足りていないのですから、一日で逃がすはずがないではありませんか」

　意外な事実を知って、テグスは肩を落とした。

「……たしか、煙けむり玉だまはここでも売ってましたよね。十個ほど欲しいんですけど」

　そして仕方なく、この日もハウリナたちと一緒に配達に精を出すことにしたのだった。







〝外殻部〟の各所に預かった物を配達し始めて、五日が経った。

　その間に、テグスたちが手て強ごわいという情報が強盗間で伝わりでもしたのか、襲ってくる人たちが二極化していった。

「ひいぃぃぃ。か、金で頼まれただけなんだ。だから命だけは──」

　片方は、金銭で雇われて襲ってくる、覚悟と力が足りない人たち。

　こちらの対処は簡単で、テグスたちにとって嫌がらせほどの意味しかない。

　しかし、もう一方の本気で配達物を奪いにくる者たちは、とても厄介だった。

　多人数なうえに、高度に連携して襲いかかってくるのだ。

「死なないうちに、その背にある荷物を渡せ！」

「死にそうになったら、その提案を考えてあげますよ」

　テグスは分断されないよう努つとめながら、ハウリナたちと協力しながら攻防していく。

　実力では、ハウリナの速度とティッカリの膂りよ力りよくの分だけ、テグスたちが勝まさっていた。

　なのに苦戦しているのは、強盗側が人数で勝る上に、弓使いが二人いるからだ。

「遠くから一方的に攻撃されるのって、こんなに厄介だったっけかなッ！」

　飛来した矢を斬り払いながら、テグスはお返しに短剣を投げつける。

　しかし、遠くの射手に届く間に、短剣は失速し、簡単に防がれてしまった。

　このままではジリ貧になる状況に、テグスはハウリナとティッカリに耳打ちする。

「──って感じで、要かなめはティッカリだからね。頼んだよ」

「了解なの～。大役、任せて欲しいの～」

「ハウリナも、がんばるです！」

　三人は気合を入れなおすと、両盾を前面に構えたティッカリを先頭にして、強盗たちに突っ込んでいった。

「破れかぶれか！」

　強盗たちが剣や槍を繰り出すが、ティッカリの突撃盾と鎧の硬さに弾かれる。

　そして武器を振るい終えて無防備になったところに、ティッカリの突進が決まった。

「て～～～～や～～～～～」

「どわああああああー！」

　巨大な転石が木立に突っ込んだかのように、ティッカリが強盗たちをなぎ倒していく。

　同時に、テグスは煙玉を出して地面に炸さく裂れつさせた。

　噴き上がった黒い煙で強盗たちが混乱する中、ハウリナと共に離れたところにいる、二人の弓使いへと走る。

　下がりながら慌てて放ってくる矢を、二人は武器で弾き飛ばしながら進んでいく。

　そして、武器が届く距離まで接近した。

「たあああああああああ！」

「あおおおおおおおおん！」

　走る勢いのままに武器を振るって、同時に弓使いたちを殺す。

　急制動を行い、反転し、ティッカリに群がっている強盗たちに襲いかかった。

　弓矢の攻撃がなくなった分、テグスたちに戦況が傾き、ほどなくして勝利する。

　苦戦したことで浮かんだ額ひたいの汗を、テグスは腕で拭ぬぐった。

「ふぅ。やっぱり、遠距離からの攻撃には、僕らだけだと対応が難しくなっちゃうね」

「けど、弓を扱う人を仲間に入れるにしても、あたしたちにあては全くないの～」

　ティッカリが困り口調で嘆なげくが、ハウリナは明るく言う。

「前に似たこと言ったら、ティッカリ仲間になったです。きっと、次もそうなるです」

　全くの他た力りき本ほん願がんな内容に、テグスは思わず笑ってしまった。

「あはは。そうだね。意外とすぐに、新しい仲間と出会うことになるかもね」

　そうしてハウリナの頭をなでていると、また別の強盗たちに囲まれてしまった。

「へへっ、様子を見ていてよかったぜ。お前らが遠距離戦に弱いってわかったしな」

　弓を引く音を聞いたテグスが近くの屋根を仰ぎ見ると、男が弓矢で狙っている。

　射手が先にやられないように、対策を立ててきたようだ。

　テグスは斑紋鉈剣を握り直し、ハウリナとティッカリも武器を構えた。

　両者の間に、一触即発の雰囲気が漂う。

　そのとき不意に、どこからか一本の矢が飛来し、屋根にいる男に突き刺さった。

「ぐああああああああああー!!」

　悲鳴をあげて身を投げるその姿を、テグスは視界に入れながらも、強盗たちが注意をそらした瞬間を見逃さなかった。

「たああああああああああ！」

　斑紋鉈剣を振り下ろしてから斬り上げて、強盗二人に致ち命めい傷しようを負わせた。

　ゆっくりと血煙を上げて倒れる仲間を目にして、強盗の一人が声をあげる。

「くそっ、弓矢を持つ仲間を隠していたのか。応戦し──」

「わおおおおおおおおおん！」

「て～～～～～や～～～～～」

　その強盗の指示が出終わる前に、ハウリナとティッカリが追撃する。

　混戦模様になった戦いを制したのは、個の力量が勝っていたテグスたちのほうだった。







　思わぬ二連戦を終えて、テグスが少し息を弾ませていると、背後から声がかけられる。

「手助けはいらなかったようですね、その様子だと」

　不思議な言葉遣いに振り返ると、うねった茶髪で商人風の衣服を着けた、どこにでもいそうな見た目の少女が立っていた。

　だが、手の黒い短弓と腰の黒い矢や筒づつを見れば、真っ当な商人ではないとわかる。

　怪しげな風体だが、それでもテグスは助けられた礼を言うべきと判断した。

「いいえ。早く片付けられたので助かりました」

　敵意がないことを示すため、斑紋鉈剣を仕舞おうとした。

　だが、その腕をハウリナに摑まれてしまう。

「がるるる。あれ、知った匂いです。人狩りの一人です」

　指摘されて観察しなおすと、たしかに少女の手にある黒い短弓に見覚えがあった。

　黒尽くめの人狩りと戦った際、テグスが頭巾を破った人物が使っていたものだ。

「あのときの!?」

　テグスが驚きの声を上げると、商人風の出で立ちの人狩りは肩をすくめてみせた。

「ばれましたね、やはり」

　喋りながら手を動かし始めたのを見て、テグスたちは警戒する。

　しかし、その身構えた足元に、短弓と矢筒が緩ゆるい放物線を描いて投げ渡された。












　テグスたちが不思議そうに弓矢を見ていると、女性の人狩りが両手を肩まで上げる。

「交渉をしましょう、互いに得になるような」

　提案の真しん偽ぎが見極められず、テグスは困った顔をする。

「交渉って、さっき矢で援護したから、お金でもよこせと？」

「いえ。欲しいものは別のものです、本当は金も欲しいのですが」

　この人狩りが〝外殻部〟でなにをするつもりか、テグスは興味を抱いた。

　その感情に待ったをかけるように、ハウリナが袖を引っ張る。

「テグス。人狩りと話すの、意味ないです。さっさとやっつけるです」

「うーん。でもなぁ……」

　目的が気になることも理由だが、思おも惑わく含みでも助けてくれた恩人という事実もあって、テグスは殺そうという気にはなれなかった。

　仮に人狩りの女性が武器を持っていたら、話はまた別だったかもしれない。

　しかし、いまは弓矢を手放して無む防ぼう備びであるし、話し合いを求めている。

　人生で初めて遭遇する状況に、テグスはどんな選択をしたらいいか悩んでしまう。

　そして、その選択を決める前に、女性の人狩りが喋り始めた。

「私は探訪者の証あかしを手に入れたいのです、そこに転がる死体たちの」

　意外な提案に、テグスは首を傾げる。

「持っていってどうするんですか。他人の預金は引き出せませんよ？」

　探訪者じゃないから知らないのだろうと伝えると、首を横に振られた。

「これで作るのですよ、冒険者の証を。もう人狩りは廃はい業ぎようでしょうからね、巡邏から生き延びた者が少ないので」

　興味本位で尋ねたことに、予想もしなかった答えが返ってきたことで、テグスの好奇心がさらに刺激された。

「それって他人の青銅証を元にして、自分のものとして偽ぎ造ぞうするってこと？」

「詳しく教えてもいいですよ、その問いに答えることが交渉成立の条件ならば」

　はぐらかすその言葉に、テグスは強く興味をそそられた。

　それこそ目の前の相手が、人狩りかどうかなど考こう慮りよしなくなるほどに。

「じゃあ、死体の冒険者の証を全て渡すから、作るところ見てもいいかな？」

「それは……いえ、その条件を受け入れるべきですね、少し問題はありますが」

「よし、じゃあ交渉成立だね。けど、どうやって偽造するのかな。使われている金属が少し特殊っぽいから、地金作りからやるのかな？」

　取引が終わった途と端たん、テグスは偽造法について独自にあれこれ考え始める。

　すると、人狩りの女性は呆れたように眉を下げた。

「大まかにお教えしておきましょう、偽造屋にいく道々で」

「へぇ、偽造専門の店なんてあったんだ。あっ、助けてもらったお礼を言ってなかったね。さっきは、ありがとうございました」

「……変な人ですね、偽造に興味を持ったり打算行為に礼を言ったりと」

「よく言われるけど、そんなに変かな？　まあいいや。その偽造屋まで道案内してくださいね、人狩り──は廃業するんだっけ。えっと、なんて呼べばいいですか？」

「……アンヘイラです、偽ぎ名めいですが」

「そうですか。僕はテグスっていいます」

　テグスが偽名をあっさり受け入れると、アンヘイラと名乗った女性は調子を外されたような表情をする。

　そんな二人の姿を、ハウリナは不満げに、ティッカリは微笑ましげに見るのだった。







　アンヘイラに連れられて、テグスたちは〝中四区〟の街中を歩いていた。

　その間、テグスは興味本位に、あれこれと尋ね続ける。

「仮証のとき、長いことここにいたけど、偽造屋の話なんて聞いたことなかったよ」

「大っぴらに宣伝しませんからね、偽造屋などの裏うら稼か業ぎようは」

「などってことは、他の業種もあったりするんだ」

「別料金ですよ、それについてもお教えするのなら」

　会話の流れで、テグスは敬語を取り、アンヘイラも親切に返答するようになっていた。

　そんな仲良さそうな二人の様子に、ハウリナは不ふ機き嫌げんの度合いが増したみたいだった。

　そしてとうとう堪こらえ切れなくなったようで、吠えるように言葉を放つ。

「テグス！　人狩りと仲良くするなんて、変です！」

　言われたテグスは、目を少し瞬かせる。

「偽造屋について教えてもらっているだけで、仲良くはしてないと思うけど？」

　そういうことではないと表すように、ハウリナは地じ団だん駄だを踏む。

「人狩り、人を連れさる、悪い人です。悪い人は、倒すです！」

「アンヘイラさんは、僕らを助けてくれた人だし。人狩りは廃業らしいよ？」

　テグスがそう説得していると、唐突にアンヘイラがハウリナに尋ねる。

「人狩りは悪ですか、どのような理由で？」

「わふっ。人を連れさるの、いけないことです。だから、悪い人です」

　ハウリナが自信満々に言い返すと、その獣耳を見ながらアンヘイラは再び質問する。

「狩りを行ったことがあるはずですね、獣人なのですから。ならどんな違いがあるのでしょう、動物を狩って糧かてを得るのと、人をさらって金を得るのとでは」

「狩り、食べるのに必要です。人はさらわなくても、食べてけるです」

「それなら私は許されてしまいますよ、家業の人狩りに就つく以外に道はなかったので」

　言ったことを次々と覆くつがえされて、ハウリナは困ったように眉を寄せる。

「わうぅ～……人を不幸にするの、悪いことです」

「なら襲ってくる人を殺すのも悪ですね、死は最大の不幸ですから」

「それはいいです。敵なら、倒すです」

「なら連れ去ってもいいのですね、襲ってきた人ならば。しかしそうなると成立してしまいますよ、人狩りという職業が」

「わうぅ……えっと、えっと……」

　意見を潰され続けて、ハウリナは自分の信じる正しさを見失ってしまったようだ。

　テグスは苦笑しながら、二人の間に入る。

「この子は心根が素直なんだよ。あまり追い詰めないでやって」

　ハウリナの頭をなでながらかばうテグスに、アンヘイラの視線が向け直された。

「では狙いを変更してあなたに尋ねましょう、ここまでと同じ問いを」

　人狩り──人身売買についてどう思っているかは、テグスはもともと決まっている。

「単なる一業種ってだけで、良いとも悪いとも思ってないよ」

「それならば、どうしてこちらの邪魔をしたのですか、先の人狩りのときに」

「ハウリナが人狩りは許せないから倒すって決めて、僕はそれを手伝おうと思ったからだよ」

　言い切ると、アンヘイラは少し驚いた顔をする。

「たったそれだけですか、人狩りたちを殺そうとすることに至った経けい緯いが？」

「まあ、理由をこじつけるなら。僕の信条に、敵対するものは皆殺し、っていうものがあって。そこに抵てい触しよくしたからかな」

「ならば殺されていないのはなぜでしょう、敵だった私が」

「前に戦ったときの状況は、この信条には当てはまらないと思っているんだ。こっちが戦いを仕掛けて、そっちは積極的に敵対してきたわけじゃないしね」

「……論ろん理り破は綻たんしてませんか、敵と判断したりしなかったりと」

「信条だけど、決まりごとじゃないからね。状況と気分で、対処の仕方は変化するさ」

　アンヘイラは少し黙り込んでから、呟くような声をだす。

「ならどう対応するのでしょう、仮にそちらのお仲間が敵対した場合は」

「もちろん、殺すけど？」

　寸すん刻こくも置かずに返答すると、アンヘイラは驚いたのか目を剝むく。

　一方で、ハウリナとティッカリは、テグスに詰め寄った。

「ハウリナの主あるじ、テグスです。ぜったい、裏切らないです」

「あたしも、恩を仇あだで返すような恥知らずじゃないの～」

　心外だと怒られて、テグスはたじたじになる。

「いや、分かっているって。これは仮の話だってば」

　そんな三人の姿を見て、アンヘイラは肩の力を抜いた。

「テグスはよく分からない人ですね、人でなしかと思えばお人好しそうですし」

「そうかな。自分では、単純だと思っているけど？」

　話が一区切りついたところで、アンヘイラが歩みを止めて、一軒の建物を指す。

「着きましたよ、ここが偽造屋です」

　視線を向けると、それはどう見ても普通の民家にしか思えない外観だった。

「……ここが、本当にそうなの？」

　テグスは思わず疑ってしまったが、アンヘイラはそれに構わず扉を叩き始める。

　まずは軽く、段々と鳴る音を大きくしていき、最終的には革靴を履いた足で蹴った。

　すると、小さく細かい格子が入った覗のぞき窓が開き、目つきの悪い男の顔が現れる。

　アンヘイラは、襲撃者たちから奪った複数の青銅証と鉄てつ証しようを、掲げて見せた。

　男はテグスたちまで見回してから、覗き窓を閉じ、開かい錠じようしてから扉を開く。

「……さっさと入れ」

　招きに応じて、アンヘイラが先に、続いてテグスたちが中に入る。

　内装は質素な調度品ばかりで、偽造関係の物もなさそうに見えた。

　テグスが不ふ思し議ぎに思っていると、男が物置きのような小部屋の床板を引き開ける。

　すると床の下に現れた階段の奥に、多数の道具が雑ざつ然ぜんと並ぶ薄明かりの工房が見えた。







　工房の椅い子すに座った目つきが悪い中肉中背の男は、テグスたちだけを睨にらみつけながら、アンヘイラに言葉をかける。

「そっちの若いのはなんだ。裏稼業こつち側には見えねえが」

「健全な探訪者たちですよ、少し好奇心が旺おう盛せいな」

「なのに、こんな場所に連れてきたってのか？」

「そう要望されましたからね、これを渡してくれる条件として」

　アンヘイラが複数の青銅証と鉄証を置くと、偽造屋はテグスたちを見やる。

「理由は分かったが、この場所のことをギルドに言ったりすんじゃねーぞ」

「無理言って連れてきてもらっている自覚はあるので、その点はお約束します」

　テグスが確約すると、安心したように偽造の話に移っていく。

「青銅証を偽造する目的は、仕事の隠れ蓑みのに使うためか？」

「いえ。稼げる迷宮に入るためですよ、手っ取り早く」

「チッ。職員の目を誤魔化さなきゃならんから、生なま半なかな仕事じゃ済まねーな」

　偽造屋は頭をかいてから、掌てのひらを差し出してきた。

「作ってやるが、もっと青銅証と鉄証をよこせ。もしくは銀貨で五十枚だ」

「銀貨五十枚!?」

　あまりの金額に、テグスは思わず声を出してしまうと、偽造屋に睨まれた。

「こんなとこに来るような、後ろ暗い連中の足元を見て何が悪い。それに、探訪者の証に使われているのは、見た目と裏腹に特殊な合ごう金きんで入手が難しいんだ。元になる証を大量にもらうか、銀貨を多く要求しなけりゃ割が合わん」

「へ～、これってそんな特別製なんですか？」

　テグスは、革紐で一まとめになった鉄証、青銅証、白銀証を出し、観察し始める。

　ハウリナとティッカリも出して確かめ、違いが分からないらしく首を傾げていた。

　そんな中、テグスたちの白銀証を見た偽造屋は、急に物欲しそうな顔をする。

「白銀証を持ってんのか。それ滅多に見られねえから、絵え柄がらを写させてくれねえか？」

「……いいですけど。その分、オマケしてくれるんですよね？」

「銀貨五十枚分を差っぴいて欲しいですね、気前良く」

　テグスの言葉の尻しり馬うまに、アンヘイラが乗ってきた。

　偽造屋は少し言葉に詰まった後で、後ろ頭を大きく掻く。

「チッ。逆に足元を見られちまったか。まあ、白銀証が見られる機会はそうないしな」

　仕方がないといった口調で、アンヘイラの要求をのんだ。

　テグスが自分の三種類の証を預けると、偽造屋はアンヘイラに顔を向ける。

「銀貨五十枚も負けたついでだ。白銀証は素材がねえから無理だが、これを手本に、四つの印しるしを偽造する青銅証に刻んでやるよ」

　アンヘイラが意味が分かってなさそうなので、テグスが補足する。

「印が四つあると、探訪者ギルドの本部で白銀証がもらえるから、【大迷宮】に入れるよ」

「なるほど。そういうことならお願いしましょう、印を刻むのを」

「はいよ。細かい作業だから、ちょっと待っててくれ」

　偽造屋が作業に入る前に、テグスが声をかける。

「あの、偽造する工程を見てていいですか？」

「面白いもんじゃねえと思うが、まあ好きにしろや」

　了承を受けて、テグスは心の中で喜びながら、偽造屋の作業を眺め始めた。

「青銅証を作った支部の場所は、こっちが勝手に決める。名前と年だけ言え」

「アンヘイラ、十四才」

「おいおい、偽名はともかくとして、十四才だぁ？」

「ええ、なにか？」

　そんな受け答えしながらの偽造作業は、一見単純に見えた。

　元となる探訪者の証を小さな坩る堝つぼで溶かし、溶けた金属を冷ましながら形を整え、鑿のみで印を刻んでいくだけ。

　だが、段階ごとに専用の道具を使っているので、簡単な作業ではなさそうだ。

　そうして、ハウリナが飽きてあくびを始めるぐらい経った頃、偽造された青銅証と鉄証が出来上がった。

「鉄証は外来者用の、青銅証は〝中四区〟で作った模様にしてある」

　アンヘイラは受け取ると、すぐにテグスへ差し出す。

「どうぞ手にとって見てください、取引内容の一環ですので」

「ありがとう。仕事っぷりも見事だし、見た目だけなら本物と変わらないや」

　テグスは嬉き々きとして、偽造証に触りながら観察する。

　外観は本物と遜そん色しよくがない。しかし鋳ちゆう造ぞうし直したからか、本物とは少し手触りが違う。

　その違いを明確にしようとする前に、偽造屋が鑢やすりでこっそりとテグスの白銀証を削ろうとする姿が目に入る。

　テグスは箱鞘から短剣を抜き、素早く喉元に突きつけた。

「欠片かけらでも盗んだら、殺すからね？」

「ぐっ。わ、悪かった。ほんの出来心だったんだ」

　底冷えがする視線と短剣の刃やいばに、偽造屋は震えながら探訪者の証を返してくる。

　テグスは受け取って仕舞うと、短剣を箱鞘に収め、にっこりと笑いかけた。

「作業を見せてくれて、ありがとうございました。凄く興味深かったです」

　その態度の落差に、偽造屋は呆ぼう然ぜんとした後で、疲れきったような態度になる。

「やっぱり、見た目は若くとも白銀証持ちの探訪者だな。頭がイカれてやがる」

　妙な評価にテグスが小首を傾げると、偽造屋は怖がって追い出そうとし始めた。

　偽造証は手に入れて用は済んだので、全員が大人しく外へと出る。

「店の場所は移すからな、次にここにきても無駄だぞ！」

　怒声と共に扉が閉められ、さらには鍵かぎまでかけられてしまった。

　微妙な空気が流れる中、テグスは努めて明るい声で宣言する。

「じゃあ、次は偽造証が本当に使えるか、ギルドの本部へ行ってみようか」

　すると、アンヘイラが疑問顔になる。

「偽造の工程を見せるだけで終わりですよね、探訪者の証を渡す取引は」

「そうだけどね。単純に職員の人が見破れるか興味があるから、勝手について行くよ」

「……はぁ、ご勝手に」

　テグスの発言に、嘆たん息そくしながら返答したアンヘイラだけでなく、横で聞いていたハウリナとティッカリも呆れた表情を浮かべたのだった。







〝中心街〟へ向かう道すがら、アンヘイラを加えたテグスたちは、配達物狙いの強盗六人に襲われた。

「そういえば、配達の途中だったんだっけ」

「テグス、おっちょこちょいです！」

「好奇心を優先し過ぎかな～。もうちょっと控えたほうがいいと思うの～」

　テグス、ハウリナ、ティッカリは、いつもの通りに対応を始めた。

　アンヘイラは関係ないとばかりに離れていたが、強盗から弓矢で狙われてしまう。

　足元に刺さった矢のお返しに、アンヘイラは弓使いの額に矢を射うち込んだ。

　絶命したその男の代わりに、別の強盗が大声で言い放つ。

「お前が、新しく仲間に入ったっていう、弓使いか！」

「勘かん違ちがいですよ、仲間というのは」

　アンヘイラは心外だという口ぶりで返す。

　しかし聞き入れられず、強盗の数人が襲おうとしてくる。

「仕方ありませんね、違うと言ったのに」

　アンヘイラは片手に三本矢を持つと、一本を短弓に番つがえて放つ。

「ぐぁ──」

　喉に矢が突き立った男が転ぶ間に、素早く二矢目を番えて放った。

　太ふと腿ももを射い貫ぬかれてまた一人が転び、他が警戒して足を止める。

　止まった標的に向かい、アンヘイラは三矢目を──

「あおおおおおおおん！」

「ぐぇあ!?」

　──放つ前に、狙っていた強盗へと、ハウリナが素早い動きで打ちかかっていく。

　そのため、アンヘイラは狙いを少し変え、別の一人の頭を射貫いた。

　獣耳の付近を通り過ぎたその矢に驚いて、ハウリナは横に大きく跳ぶ。

　その様子を見てテグスは少し笑うと、跳んで近くにきたハウリナに声をかけた。

「やっぱり、遠距離武器を持った人がいると、手数の種類が広がるよね」

「ふんっ。信用できない人の矢は、危ないです」

　返ってきた不機嫌な声で、まだアンヘイラが気に入らないようだと分かる。

　むしろ、少し前に口論で負けたからか、敵対意識が芽生えているようだった。

　テグスはしょうがないと思いながら、指でハウリナの顔を残った強盗に向けさせる。

「さて、残りは二人と怪け我が人にん一人だ。さっさと終わらせよう」

「さっさと、叩き殺すです！」

「力任せに防御を突破するのは、任せて欲しいの～」

「なんでこんな事になったのでしょう、偽造証を手に入れたかっただけなのに」

　四者四様の気合の入れ方をして、強盗を殲せん滅めつしていった。

　続いて死体の身包みを剝いでいくが、そのときハウリナが肩を怒いからせて、アンヘイラに詰め寄っていく。

「いまの戦いで、矢が耳をかすったです！」

　言いがかりに近い言葉に対し、アンヘイラは冷めた視線を向ける。

「悪いのはあなたでしょう、激しく動き回って射線に入ったのですから」

「あれがいつも通りです！　そっち、弓矢が下手です！」

「はぁ……。誰がやってもあんなものですよ、仲間でない人と初めて合わせたのなら」

　深刻な言い合いになりそうな予感に、テグスが慌てて割って入る。

「はい、そこまで！　ハウリナの気持ちは分かるけど、アンヘイラさんは仲間じゃないんだから、あまり強く言わないの」

「わうぅ……。テグスが言うなら、止めるです」

　ハウリナが従う様子を見せると、アンヘイラが鼻で笑う音が聞こえた。

　再び二人の間に不穏な雰囲気が流れ始め、テグスが叫んで止める。

「止めてってば！　アンヘイラさん、煽あおらないで！」

「……分かりました」

　どうにか争いを収め、テグスは人心地つく。

　腕が良い単独の弓使いという絶好の人材ながら、ハウリナと反りが合わないなら仕方がないと、テグスはアンヘイラを勧誘することを諦めた。

「以前ハウリナに、気に入らない人は入れない、って約束しちゃったしね……」

　縁えんがなかったと判断し、ギルド本部まで行ったら別れることを決め、新たな強盗がこないうちに先を急ぐことにしたのだった。







　偽造の青銅証は、〝中心街〟の関所に通用してしまった。

　テグスは肩透かしを食らった気分のまま、ガーフィエッタに偽造が見破れるか試そうと、探訪者ギルドの本部内で彼女の姿を探す。

　そのとき、別の女性職員が近づいてきた。

「こんにちは。たしかあなた、ガーフィエッタが好んで担当している子よね？」

　そばかすが鼻と頰ほおにあり、男好きのする体型の職員を見ながら、テグスは首を傾げる。

「好んでかどうかは知りませんけど、仮証のときからの付き合いではありますよ」

　すると、女性職員はにじり寄るようにして近づき、体を預けようとしてくる。

　テグスが反射的に横に移動して回避すると、非難がましい目を向けられた。

「もう、なにも避けなくたっていいじゃないの」

「すり寄ってくる女性には気をつけろって、レアデールさんに教わりましたので」

「レアデール？　どこかで聞いたことがある名ね」

　しかし思い出す気はないようで、今度はテグスに色目を使い始めた。

「ねぇ。魔物の素材を高値で買い取るお得な方法があるんだけど、聞きたくない？」

　面倒ごとになりそうな予感に、きっぱりと断ろうとする。

　そのときガーフィエッタが、テグスたちを見つけて近寄ってきた。

　すると、女性職員は舌打ちしてから、あっさりと去っていった。

　理由が分からず混乱するテグスに、ガーフィエッタが喋りかける。

「外の国のヒモがついたあの肥こえ溜だめ女に、なにか言われましたか？」

「えっと、魔物の素材を高く買い取る方法とかなんとか」

「ふーん。点数稼ぎと、発育過剰なあの体を生かした交渉しか能のないウジ虫にしては、手ぬるい持ちかけかたをしたようですね」

　テグスは直感的に、ガーフィエッタと先ほどの職員は、物凄く仲が悪いのだと悟った。

「なんだか、珍しいですよね。ガーフィエッタさんがそこまで人を嫌うなんて」

「私は基本的にどんな相手であろうと、多少は敬意を払うよう心がけております。ですが、外の国から監査という形で本部に入り込んできた上に、品ひん性せい下げ劣れつな行いをする、あのごみ溜め女を敬う心は、欠片ほどの持ち合わせもありませんので」

　口早に語る姿で、本気で嫌っているのだと、実感させられる。

　そして本部職員の間には、人間関係の問題がありそうでもあった。

　一方で、言いたいことを言い切ったガーフィエッタは、軽い深呼吸の後で、普段通りの態度に戻る。

「それで、今日はもう配達は終えられたのですか？　それとも、その女性を紹介に？」

　アンヘイラを視線で指しながらの言葉に、テグスは少し考えてから返答する。

「えっと。配達途中で出合ったので、ここまで道案内したんですよ」

　理屈がましい説明をすると、ガーフィエッタはアンヘイラに向き直った。

「なにはともあれ、白銀証を発行するために、まずは青銅証をお見せください」

「では、これを」

　手渡された偽造証の裏表を、ガーフィエッタは真剣に検分し始めた。

　偽物だと見破れるのだろうかと、テグスは固かた唾ずを飲んで見守る。

　少しして、ガーフィエッタはテグスの肩を摑むと、アンヘイラに微笑みかけた。

「白銀証を発行しますので、少々お待ちください」

「えっ!?　なんで僕を、どこかに連れてこうとしているの!?」

　テグスが喚わめくが、構わずにガーフィエッタは本部の奥へ引きずっていった。

　そして、ハウリナたちに聞こえないような小声で、詰問される。

「テグスさん。これが偽造だと知ってましたね？」

「……もしかして、僕の態度で偽物だってばれちゃった？」

　暗に知っていたことを告白すると、ガーフィエッタは怒気混じりの言葉を吐く。

「よくできてますが、この程度の偽造品は見破れます。本部職員を舐なめないでください」

　眉を吊り上げながら、偽造証の裏──預金額が書き込まれている場所を指す。

　そこには『銅銀貨十五目もく』と、間違った古代文字が書かれていた。

「なんで預金や預け物を記すのに、古代語を使っているのかって不思議だったけど、偽造防止だったんだ」

　テグスが感心していると、ガーフィエッタが苦言混じりの説教を始めた。

「テグスさんの交友関係に、探訪者ギルドが関与するべきではないことは重々承知ですが、忠ちゆう告こくさせていただきます。安易に偽造に頼るような相手を、仲間に引き入れますと、ハウリナさんとティッカリさんにも迷惑がかかることになりますよ」

　立て続けの正論に、テグスは苦笑いを浮かべる。

「心配してくれてありがとうございます。たしかにアンヘイラさんを仲間にしたいとは思ってたけど、ハウリナと反りが合わなくて、ここに来る前に諦めましたよ」

「そうですか。ですが、それはそれで、こちらは困ってしまうのですけれど」

　テグスが発言の意味を問い質す前に、ガーフィエッタはなにかの作業を始めてしまう。

　それから少しして、アンヘイラ用の鉄証、青銅証、白銀証を差し出してきた。

　受け取ってから、テグスはその青銅証の手触りが、偽造のものではないと気がついた。

「あの、これって？」

「それらの証はただの目安ですし、ギルド側としては偽造でも気にしないんです。実力があれば利益を運んできますし、実力が足りなければ迷宮で命を落とすだけですし」

「でもそれって、なにか起きたときに、ギルドの信用問題になるんじゃ？」

「基本的に当ギルドは、探訪者のいざこざには首を突っ込みません。つまり、偽造した証を悪用する人がいようと、こちらには関係がないということです」

　迷宮都市には法がないにしても酷い話だと思いつつ、テグスは先ほど気になった点を思い出した。

「それならさっき、なにに困るって言ったんですか？」

　ガーフィエッタは、あからさまなほどの困り顔になる。

「間が悪いことに、昨今偽造証やその類たぐいが急増していまして。取り締まるべきではとの議論が、ギルド内で持ち上がっているのです。その結論が出るまでの措そ置ちとして、偽造証所持者が単独の場合は、事情を話した探訪者と組ませることにしているのです」

「……つまり、アンヘイラさんを僕たちの仲間に組み込みたい、ってことですよね？」

「関わったからには、面倒は見ていただきたいですね。それに、テグスさんたちには遠距離攻撃をされる方が不足していますから、願ったり叶かなったりではありませんか」

　テグスが言葉を詰まらせると、さらに畳たたみ掛けてきた。

「そうしていただけたら、お礼に配達は今日で終了にしてもいいですよ」

　ガーフィエッタからの魅力的な提案に心が揺れたが、テグスは問題点を見つける。

「理由は分かりましたけど、ハウリナが絶対に納得しないので、無理ですね。それにアンヘイラさんも同意するかどうか」

「なら、ハウリナさんとアンヘイラさんを説得できれば、仲間に加えてくださると？」

　間かん髪はつ入れず返された言葉に、テグスは説得できるはずがないという思い半分、できたら得だという考え半分で、首を縦に振った。

　話がまとまったので、二人はハウリナたちのところへ戻る。

　テグスがアンヘイラに白銀証までの証一式を手渡す間に、ガーフィエッタはハウリナを連れ出して交渉を始めた。

　その様子を不思議そうに見ていたティッカリが、テグスに顔を向ける。

「あれ、なにしているの～？」

「ギルド本部の都合で、アンヘイラさんを僕たちの仲間に入れたいから、交渉するんだってさ」

「……あの、決めたわけではないですよ、私があなたがたの仲間になるとは」

「だから、アンヘイラさんにも交渉する、って言っていたよ」

　事情を話しているうちに、交渉を終えたのか二人が戻ってきた。

　すると、ハウリナは軽くアンヘイラを見た後で、凄く不満げな顔になる。

「しょうがないです。仲間になるの、ゆるすです」

　聞き間違いかと思って、テグスが目を瞬かせると、ガーフィエッタになにかを耳打ちされたアンヘイラも続いて言う。

「仲間になることを納得しましょう、そういうことでしたら」

　あっさりと同意がされて、テグスはどんな手法を使ったのかとガーフィエッタを見る。

「ふふふ。これでなにも問題はなくなりましたね？」

「……分かったよ。来るもの拒まず、去るもの追わず、敵対するもの皆殺しが信条だしね」

　こうして不安の種は残ったまま、テグスの仲間にアンヘイラが加わったのだった。























　思いがけない理由によって、今日で終わりになった配達の手伝いを再開する。

　その前に、アンヘイラが一時的な離脱を申し出てきた。

「人狩り仲間が用意した隠れ家を巡りたいと思います、戦闘用に装備を整えるために」

　なので、明日【大だい迷めい宮きゆう】の出入り口で合流すると決めて、別れることにした。

　アンヘイラの姿が街中に消えてから、ティッカリが不意に呟つぶやく。

「……でも、これでこなかったら、どうするの～？」

「そのときは仕方ないから、この三人で【大迷宮】に挑戦すればいいんじゃないかな」

　去るもの追わずがテグスの信条だし、ガーフィエッタに監視しろと言われてもいない。

　しかし、ハウリナはそうではないようだった。

「ふん。こないと、困るです」

　言葉と不ふ機き嫌げんな様子が合わず、ガーフィエッタがどう説得したかが気になった。

「ガーフィエッタさんに、どんなことを言われたの？」

「悪い人が悪いことしないか、近くで見はるです！」

　その説得内容に、テグスは肩透かしを食らった気分を抱きながらも、しっかりと配達を完かん遂すいし、宿屋で一拍した。

　夜が明けると、テグスたちは約束通りに【大迷宮】の入り口──大きな尖せん塔とうの根元にある開かれた扉の前で、アンヘイラがやってくるのを待つ。

　待ち時間の暇つぶしに、中に入っていく探たん訪ぼう者しやを見ると、関門を突破してきただけはある、一癖ありそうな人たちが目に入った。

　しかし、人数が十人近くもいる組が多く、テグスたちのような少人数の組は少ない。

　だからだろうか、向こう側からも奇異な視線が向けられていた。

　そんな視線のやり取りをしていると、アンヘイラの声が聞こえた。

「申し訳ありません、お待たせしたようで」

　振り向くと、黒い服の上から黒くろ革かわ鎧よろいをつけ、黒い頭ず巾きんで顔を覆った人物がいた。

　丁寧なことに、背しよ負い子こまで真っ黒だ。

「……なんでまた、人狩りのときに見たものと同じような格好をしているの？」

「これが一番真っ当な装備なのですよ、所持している中では」

　テグスはとりあえず納得したが、人狩りの服装を見てハウリナがうなり始める。

「がるるるるるるる！」

「ちょっと。今日から仲間なんだから、威い嚇かくしないで仲良くしようよ」

　テグスがなだめている間に、ティッカリがアンヘイラに近づく。

「せめて、その頭巾は取ったほうがいいと思うの～」

「構いませんよ、頭巾を取るぐらいは」

　アンヘイラは頭巾を取り払うと、出てきたのは昨日と全く違う顔だった。

　前はうねった茶髪で、どこにでもいそうな風ふう貌ぼうだった。

　だが今は、頭の片側で団子にした黒髪と、細い狐目の黒眼を持つ、彫りの薄い顔になっている。

「……見た目がずいぶん変わったね」

「目がすっごく小さくなっているの～。けど、目鼻の配置と口元は同じかな～」

「髪の色も長さも違うです。けど、匂いは同じです」

　テグスたちが混乱しているのを見て、アンヘイラは自分の顔に手を当てる。

「化粧を落としカツラを脱いだだけですよ、あれは仕事用の変装なので」

　そんなことだけで印象がこんなに変わるのかと、テグスは注視する。

　すると、目の前をティッカリの手で塞ふさがれ、腕をハウリナに引っ張られた。

「女性の顔をじろじろ見るのは、失礼なの～」

「信用できない人に近づくの、危ないです」

　テグスは言われたことに理解を示しながらも、ハウリナの頭をほんの軽く平手で叩く。

「ガーフィエッタさんの手引きとはいえ、アンヘイラさんは僕らの仲間になったんだよ。少しは信じてあげなきゃ」

　ハウリナの不満げながらも納得した顔を見て、頭に乗せたままの手でなでてやる。

　だが今度は、アンヘイラから不満の声があがった。

「なにげに酷ひどくはないですか、テグスのその言い方も」

「だって、信用とか信頼って行動で得るものでしょ。少し共きよう闘とうしたぐらいで心底信用します、ってほうが噓うそっぽいよ？」

「……ならば名前に『さん』つけるのを止めてくれませんか、信頼の第一歩として」

　テグスが了承してうなずく横で、ハウリナはアンヘイラに厳しい視線を向ける。

「少しだけ信じてやるです、アンヘイラ」

「さんをつけて良いですよ、あなただけは」

　わだかまりが続いているそのやりとりに、テグスとティッカリは苦笑するのだった。







　全員揃そろったので、いよいよ【大迷宮】に入っていく。

「テグスは、仮かり証しようのときにきたことがあるんだよね～。なら、ここってどんなところか教えて欲しいの～」

　尖塔の中にある階段を下りながら、テグスは質問に答えていく。

「いま歩いている階段の壁みたいに、整った形に切り出された石を組み上げたような広い通路があって、罠が色々と仕掛けられているね」

「そうだったです。罠があるんです……」

　肩を落としたハウリナの獣けもの耳みみをなでながら、テグスは続ける。

「【中ちゆう四よん迷めい宮きゆう】ほどの頻ひん度どじゃないから安心してよ。それで、いままでの迷宮との大きな違いは、魔物が数匹一組で襲ってくることだね」

「あれ～？　何匹もいたことも、あった気もするけど～？」

「それは結果的に集まっていただけだよ。一斉に襲い掛かってくることはあっても、連携して攻撃してきたりはしなかったはずだよ」

　ティッカリが納得した姿を見てから、注ちゆう釈しやくをつけ加える。

「でもこれは、僕が行ったことがある十層までの話だからね。その先はまた違っているかもしれないよ。さて、他に質問はある？」

　すかさず、アンヘイラが手を上げた。

「お教えください、迷宮にあると噂がある宝箱のことと、以前はどのようにどんな魔物と戦っていたかを」

　宝箱を知っているあたり、迷宮の情報を少しは集めてきたようだ。

「【大迷宮】の宝箱は、四角い鉄の箱なんだ。基本的には通路上で見つかるけど、壁や床にある仕掛けを押すと出てくるものもあるんだ」

「魔物とは、どう戦ったです？」

「仮証のときは一人だったから、基本的に逃げ隠れしながら進んで、特定の魔物だけ狙って戦ってたね」

　喋っている内に階段を下りきったので、テグスは目の前にある広い通路の先を指す。

「どうやってたかは、一層にでる魔物を相手に見せてあげるよ」

　テグスは自信たっぷりに言い放つと、ハウリナたちを先導して歩き始める。

　通路は頭に『大』を冠かんするだけあって、大人が四人横に並び立っても余裕があるほどの、いままでの迷宮よりも格段に広い。

　テグスはその光景を見て懐かしさを感じながら、久しぶりの【大迷宮】を進む。

　その後ろに続きながら、ハウリナは何かに気がついたように顔を上に向けた。

「ちょっと、暗いです？」

　視線の先──天井には、他の迷宮にもあった光球が浮かんでいた。

　しかし、間隔がかなり空いていて、球と球の間に入るとかなり暗い。

　ハウリナに言われて、テグスは言っていなかった特徴を思い出した。

「そうだった。光球の数が少ないんだった。でも、慣れてすぐに気にならなくなるよ」

「もう気にならないです。深い森も、こんな明るさだったです」

「あたしは炭たん鉱こうを思い出して、懐かしい気分なの～」

　三人の気楽な態度に対して、アンヘイラは緊張気味だ。

「よく普通に歩けますね、通路には罠があるというのに」

「僕ら三人は【中四迷宮】で、罠の発見と解除の練習は終えてあるからね」

「ふふん。ここの罠、見つけやすいです」

　ハウリナが勝ち誇ると、アンヘイラは細い目をさらに細めて不ふ愉ゆ快かいそうになった。

　言い合いが始まるかと思えば、ハウリナは唐突に獣耳を動かして通路の先へ向ける。

「……ぎしぎし、音がするです」

「それはきっと、迷宮都市の固こ有ゆう種しゆである《木もく人じん動どう像ぞう》の音だね。そもそも【大迷宮】一層目には、その魔物しか出てこないけどね」

　不思議そうに、ティッカリは首を傾げる。

「他の迷宮なら三種類は魔物が出てきたのに。【大迷宮】は一種類だけなの～？」

「少なくとも十層までは、それぞれの層ごとに単一の魔物しかでてこなかったよ」

　そんな会話の最中、通路の先にある暗がりから、《木人動像》が四匹でてきた。

　見た目は、手に木製の武器を持つ、兵士を象かたどった球体関節の木像だ。

　ぎりぎりと体を鳴らして動く姿は、【小しよう七なな迷めい宮きゆう】の《ティニクス神しん動どう像ぞう》に似ている。

　テグスはそんな《木人動像》たちと通路を確認すると、ハウリナたちに掌てのひらを向けた。

「どうやって戦っていたか見せるから、ちょっとそこで待ってて」

　言い残して歩き出しながら、箱鞘から短剣を二本抜き、左右の手に握る。

　そして、《木人動像》の注意を引くため、短剣を打ち合わせて高い音をだした。

「ギギィィー」

　古い扉が軋きしむような音と共に、《木人動像》の口が開く。

　そして人が走るよりは遅いが、歩くよりは速い速度で近寄ってきた。

　目星をつけた地点に《木人動像》がくるまで待って、テグスは短剣を投とう擲てきする。

「たあッ！」

　投げられた短剣は、《木人動像》の一匹目が踏んで通り過ぎた石いし畳だたみに直撃した。

　すると、少し石が沈みこみ、《木人動像》の頭上にある天井が急に崩落する。

　落石で巻き上がった粉ふん塵じんが収まると、多数の石の中に壊れた木像が埋もれていた。

　全て活動停止したことを確かめてから、テグスはハウリナたちのところへ戻っていく。

「とまあ、こんな感じで罠を利用して倒すか数を減らして、あまりに多く残ったときは逃げる。ってことを、仮証のときにやっていたんだ」

　説明が終わっても、三人から反応が返ってこないことに、テグスは首を傾げる。

　少ししてから、ハウリナが唖あ然ぜんとした表情のまま、驚きの声をあげた。

「……わ、罠が、もっと危なくなってるです!?」

　その言葉に、テグスは目を瞬しばたたかせた。

「あれ？　【大迷宮】の罠は多人数用になっているって、言ってなかったっけ？」

「聞いてないです！」「聞いてないの～」「聞いていませんね」

　全く同時に同じことを言われたので、テグスは別のことを尋ねる。

「じゃあ、魔物が踏んだり触っても、【大迷宮】の罠は動かないって言ってない？」

「聞いてないです！」「聞いてないの～」「聞いていませんね」

　三人の反応を受けて、テグスは説明不足だったと恥じる。

「たぶん、他にも言い忘れていることがあると思うから、何か気がついたら聞いてね」

　すると早速、ティッカリが手を上げた。

「質問するの～。この埋まっている《木人動像》から素材はとれるのかな～？」

「木目が詰まった木でできてて、工芸用の材木としてそれなりの値で売れるらしいけど。仮証のときはほとんど相手にせずに逃げたし、罠で倒しても魔石化しちゃったね」

　今度はアンヘイラが手を上げる。

「ならテグスは知らないんですか、どの程度の値で売れるのか」

「うろ覚えだけど。傷が少ないことが条件で、一匹分で銅どう貨か十枚ぐらいだったかな。けど、罠で倒すと破は損そんが酷ひどくなるから、あまり良い値で買ってくれないんだよね」

　崩落で押しつぶされた《木人動像》は、半分以上が砕けていた。

　それを見たアンヘイラが諦めた顔をすると、ハウリナが我が物顔で口を開く。

「なら、罠使わないです。そしたら、キレイに倒せるです」

　テグスは提案の是非を考えつつ、レアデールから教わった、仲間の力量を把は握あくして信じる大切さを考慮に入れる。

「なら、罠を利用せずに戦ってみようか。だけど、その分だけ難しい戦いになるよ」

「わふっ。やってやるです！」

「頑張っちゃうの～」

「より多く金を稼ぎたいですしね、探訪者に転職したからには」

「よし。じゃあ、魔石化したら、次を探そう。ワレ、もうこれ等らに得るモノなし。疾とく御み許もとにお返しする」

　三人の意気込みを受けて、テグスは祝詞のりとを上げ、落石ごと親指大の魔石に変えて回収すると、新たな《木人動像》を探して歩き始めた。







《木人動像》を探し回っていると、木製の剣や槍で何かを囲んで叩く五匹を見つけた。

　その隙すき間まからは、叩かれるたびに痙けい攣れんする人間の腕が見える。

　周囲には、手足が折れて頭が陥かん没ぼつした死体が、いくつかあった。

　テグスは視線を《木人動像》に戻し、二匹の片腕がなくなっていることに気がつく。

「少し弱っているようだから、初めての集団戦の相手にちょうどよさそうだね」

　言葉をかけたハウリナたちも、戦う気になったのか、表情を引き締める。

《木人動像》とは少し距離があるため、テグスはアンヘイラに口を寄せた。

「矢で首の関節を狙える？」

「……できるでしょう、少々難しい注文ですけど」

　アンヘイラは矢を弓に番つがえて引き、しばし静止した後、指を矢から放す。

　空中を滑かつ空くうした矢は、両腕が健在な一匹の首元へ突き刺さり、球体関節を破壊する。

　つながりを失った《木人動像》の頭が地面に落ち、追いかけるように体が崩れ落ちた。

　この攻撃でテグスたちを認識したのか、一斉に近づいてくる。

「ハウリナ、ティッカリ、行くよ。アンヘイラは矢で援護をお願い！」

「わふっ。いくです！」

「木なら、叩き割っちゃうの～」

「援護はほどほどにやります、テグスたちの戦い方がわからないので」

　テグスが動き出すと同時に、指示を受けた三人も行動を起こす。

　まず、アンヘイラが一匹の膝ひざを射貫き、転倒させた。

　付近を矢が通ったことに驚いて、ハウリナが脚を緩める。

　その間に、テグスが先に斑はん紋もん鉈なた剣けんで、木剣と木き盾だてを持つ個体に斬りかかった。

「たああああああああ！」

　気合の入った一撃に、《木人動像》は木剣で合わせ打つ。

　斑紋鉈剣は木剣を両断したが、硬い材質によって威力が弱められ、体の直前に構えていた木盾に浅く傷を作る結果に終わった。

　そこにハウリナが飛び込み、叫び声と共に黒こく棍こんを力の限り頭へ叩きつける。

「あおおおおおおおおん！」

《木人動像》は数瞬微動だにしなかったが、打たれた衝撃で首関節が割れ、頭が後方へと吹っ飛んだ。

　崩れ落ちる一匹を助けるかのように、片腕がない二匹がハウリナを襲おうとする。

　だが、盾持ちの個体にティッカリが攻撃し、槍持ちはアンヘイラの矢が足止めした。

「て～～～～や～～～～～」

　力任せに振るわれた突撃盾を、《木人動像》は片腕だというのに盾を巧たくみに動かして威力をそらす。

「なら、もう一回なの～」

　ティッカリは反対の腕でもう一度攻撃するが、同じようにそらされる。

　しかし今度は、相手の盾に大きなヒビが入った。

「これで終わりなの～。て～～～～や～～～～～」

　好機と見たのか、ティッカリは大きく振りかぶってから、踏み込みつつ殴りつけた。

《木人動像》は再び攻撃をそらそうとするが、突撃盾の威力に盾が砕け散る。

　突撃盾が直撃し、吹っ飛ばされて壁に当たると、その個体は動かなくなった。

　その間に、片腕で槍を扱う《木人動像》と、テグスとハウリナは戦っていた。

　しかし片手で器用に槍を回転させる素早い戦い方に、攻めあぐねる。

　どうにか二人が武器で槍の回転を止め、反撃に移ろうとすると、《木人動像》の首にいきなりアンヘイラの矢が突き立った。

「ひゃわ!?」

　獣耳の先っぽに矢羽が触れたハウリナが、酷く驚いた声を上げる。

　そして耳が無事か手で確かめた後で、振り向いてアンヘイラを睨みつけた。

「危ないです！　耳にさわったです！」

「矢羽に触れたぐらいで情けない、鏃やじりが当たったわけでもないのに」

「なにをー！」

　言い争いをまた始めそうな二人に、テグスはとうとう怒りを爆発させた。

「ハウリナ、アンヘイラ、いい加減にしろ！　まだ戦闘は終わってないんだぞ！」

　荒い口調で怒鳴られて、ハウリナは少し怯おびえた顔で、アンヘイラは驚いた表情で口を噤つぐんだ。

　テグスは二人を軽く睨みつけてから、ティッカリに目を向けた。

「あの片足が壊れた個体を倒しにいくから、あの二人を座らせといて」

「わ、わかったの～」

　テグスは残った《木人動像》に近づくと、斑紋鉈剣で剣と盾を持つ両手を斬り飛ばして安全を確保してから、最後に頭を斬り落とす。

　そして怒りが収まらない足取りで、地面に座ったハウリナとアンヘイラの前に戻った。

「さて二人とも。【大迷宮】での初めての戦闘中に喧けん嘩かを始めるなんて、余裕だね？」

　怒るテグスを見て、ハウリナは青い顔になるが、アンヘイラは平然としたままだ。

「ち、違うです。だ、だって、矢が近くにきたです。怖いです！」

「こちらは悪くありませんよ、普通に援護しただけですので」

　喧嘩の原因を察して、テグスは苛いら立だちを抑えるために、眉み間けんを指で揉もむ。

「つまり、ハウリナは信用してないから、近くにきた矢に過剰反応しすぎてて。アンヘイラは仲間になったばかりで信用が薄いのに、援護でぎりぎりを狙いすぎなんだ」

　指を額ひたいから離し、テグスは怒りが消えた目で二人を見やる。

「ハウリナは、少しずつでも信じてあげるよう努力すること。アンヘイラは僕らが慣れるまで、体の近くに矢を飛ばさないこと。わかったね？」

　先ほどの怒ど声せいが効いたままなのか、ハウリナは勢いよく、アンヘイラは仕方がないという調子で首を縦に振った。

　話がまとまったことに、テグスは安あん堵どしながら微笑みかける。

「けど、戦闘中に喧嘩をした罰は受けてもらわないと、ねッ！」

「ぎゃう!?　い、痛いです……」

「くぅ……。見習いの頃以来ですよ、脳天を殴られるなんて……」

　頭を押さえてうずくまった二人は、横目でお前のせいだとばかりに睨み合う。

　それを見ていたテグスは、仲が良くなるのはまだ遠そうだと、内心で嘆なげいたのだった。







　四人で【大迷宮】に入り始めて、五日が経った。

　この日も《木人動像》と戦っていたが、少ししてテグスは次へ進むことを決意する。

　以前の注意で、アンヘイラは味方近くに、矢を射らなくなったこと。

　そして、ハウリナは矢が近くに来ないので、アンヘイラに過剰反応しなくなったこと。

　この二つが合わさり、もう《木人動像》相手では戦闘技術の向上が見込めないまでに、テグスたちは連携がとれるようになってきたからだ。

「それで、次は一気に四層まで進みたいんだけど」

　倒した《木人動像》を背負子に積み込みながら伝えると、ハウリナが首を傾げる。

「四層です？　二層で、戦わないです？」

「不思議だと思うだろうけど、二層にでる魔物──《紡ぼう糸し青あお虫むし》は、僕らの戦い方だと、むしろ《木人動像》と戦うよりも簡単なはずなんだ」

　仲間の力量と、仮証のときに蓄えた【大迷宮】の知識を基もとにしての判断だ。

　そんなテグスの自信を込めた言葉に、ハウリナは納得した様子を見せた。

　しかし今度は、ティッカリが疑問の声を上げる。

「そういうことなら、三層はどうして通り過ぎるの～？」

「それは、ハウリナとティッカリも【中二迷宮】で、その魔物と戦った経験があるからだよ」

　謎なぞかけのように言うと、ハウリナが分かったとばかりに、手を上げて耳を立てる。

「出てくるの、きっと《角つの突き兎うさぎ》です！」

「正解。だからこそ、四層まで一気に進もうって、提案しているんだ」

　テグス自身は筋が通った話だと思っていたが、ティッカリは心配そうな顔をする。

「話は分かるけど～。二層と三層で一度は戦って確認しないと、危険な気がするの～」

「戦う感触を確かめるのは重要でしょうね、私は戦うのが初めてなのですし」

　ティッカリの提案をアンヘイラが支持したので、テグスは予定を再考する。

「なら、四層を目標にして進む。けど、二層と三層で戦ってみて、苦戦したらしばらくはその層で地力上げをする。ってことにしようか」

　全員がうなずき返してきたので、この後の予定は決まった。

　しかしそこで、ハウリナが小言を放つ。

「けど、テグス、だいじょうぶって言ったです。アンヘイラ、心配しすぎです」

「こちらだけを名指しとは感心しませんね、もとはティッカリの提案なのですから」

「もう、二人とも～。なんで仲良くできないの～」

　ティッカリが仲裁に入る姿を見ながら、テグスはハウリナとアンヘイラの不和を完全に消す方法はないかと頭を悩ませるのだった。







　テグスたちは二層に入ってすぐ、五匹の《紡糸青虫》に出くわす。

　しかし、事前に言っていた通りに、《木人動像》より簡単に倒すことができた。

　倒れた《紡糸青虫》は全て、矢と短剣を食らって息絶えている。

「こんな風に、吐かれた糸が届かない距離で戦えば、たいした相手じゃないんだ」

　死体を背負子に回収しながら説明すると、アンヘイラが質問を返す。

「近接武器だけならば苦となるわけですね、遠距離武器があれば楽なのなら」

「《紡糸青虫》は糸で動けなくした人を、額にある三つ又またの毒針で刺してくるからね」

　回収し終えて少し先に進むと、その説明の通り糸がかかった死体が、一つあった。

　他に死体がなく、糸が切られて身包みを剝がされている。

　どうやら、この死体の装備品は仲間が回収していったようだ。

　その全身に毒針の跡が残る死体へ、ハウリナとティッカリが痛ましげな顔を向ける。

「また、死体です……」

「他の迷宮より、見る機会が多い気がするの～」

「ここまで人数頼りで攻略してきた人は、多人数用の罠にかかったり、複数で連携する魔物に襲われて、死ぬことが多いからね」

「ですが、こうも簡単に死ぬなんて不思議ですね、各種迷宮を走破した実力者たちが」

　迷宮を突破してきていないアンヘイラがそう言ったことに、テグスは苦笑する。

「偽造証以外でも裏技はあるんでしょ。ガーフィエッタさんが、似たこと言ってたし」

　その指摘に、アンヘイラは恥じるように、その狐目を伏せた。

　ハウリナがからかおうと口を開くのを、テグスは手で獣耳を摘つまむことで止める。

「どうしてアンヘイラにだけ、変なことを言ってことを荒立てようとするの？」

「弓はスゴイと思うです。けど、人を売り買いした人、ソンケーできないです」

　ハウリナは、言い放ってそっぽを向く。

　テグスは、そこに少し認めるような言葉があったことに、気がついた。

　アンヘイラもそれが分かったのか、手て慰なぐさみをするように短弓の弦つるを指先で触っている。

　意外と不和がなくなるのも早いかもと思いながら、テグスは三層へ進んでいった。







　三層で《角突き兎》と戦う際に、テグスにとって予想外のことが起きた。

「「「「キシュ──！」」」」

　四匹の《角突き兎》は地面や壁や天井を跳びまわり、テグスたちの隙を見つけては、その一本角で抉えぐろうとする。

「右、左、上です？　あー！　ちょこまかして、分からないです」

「は、速くて、どこからくるか分からないの～。うわっ、危なかったの～」

「弓で狙いをつけるのが難しいですね、こうも複数で四方からこられると」

　ハウリナたちは、連携した四匹の立体的な動きに、目がついて行けていない。

「そうだった。【中二迷宮】で戦ったとき、ハウリナとティッカリは《角突き兎》の速さに苦戦していたんだった」

　テグスは考え違いをしていたことを反省しながら、迫ってきた《角突き兎》の角を短剣で弾く。

「みんな、一匹だけ狙って観察して。そして跳ぶ先を見極めて、攻撃ッ！」

　テグスは頭上の天井から跳んで向かってきた個体を避けると、膝ひざで胴体を蹴り上げて空中に浮かせ、短剣で喉のどを掻っ切った。

「こんな風に、ハウリナとティッカリは体の近くにきたときを狙って。アンヘイラは、着地地点を先読みして矢で狙ってみて」

「わかったです！」

「難しいけど、やってみるの～」

「どうにか狙えそうですね、一匹だけなら」

　だが、言われてすぐにできるはずもなく、大いに苦戦しながら、ハウリナとアンヘイラが一匹ずつ倒した。

「これで、お終いなの～」

　跳んできた最後の一匹へ、ティッカリが突撃盾を振るった。

　直撃するかに見えたが、《角突き兎》は空中で前転すると、角の先を盾の表面に引っかけて上へと跳ぶ。

　さらには、到達した天井を踏んで、ティッカリに飛びかかろうとしてきた。

　そのとき、飛んできた矢が《角突き兎》の頭に突き刺さる。

「大目に見てください、獲え物ものを横取りしたことは」

　短弓を下ろしながら頭を下げるアンヘイラに、ティッカリが慌てながら手を振る。

「こっちとしては助かったから、謝らなくて大丈夫なの～」

「そうですか。助かります、そう言ってもらえると」

　二人の和なごやかな様子をテグスが見ていると、ハウリナに袖そでを引かれた。

「テグス、四層いくです？」

　なぜか少し面白くなさそうな顔をしているので、頭を強めになでてやる。

「まずはこの三層で、素早い相手に対する連携を学ばないとね」

　笑顔で言いながらも、テグスは内心で単独行とは違った難しさを感じていた。







　三層で《角突き兎》の素早さに対応できるようになった後は、四層で鳴いて仲間を呼ぶ大おお鼠ねずみの魔物──『コウソ』を手早く倒す方法に悩んだ。

　続く五層では、見た目は大おお百足むかでだが、実際は複数の甲こう虫ちゆうが集まった魔物──『シャンドゥピード』と戦い、数多くの相手に対する戦い方を学ぶ。

　そんな風に、一層ごとに五日かけて慣らしてから先に進み、連携を強化していった。

　やがて六層へ行く目め処どがたったある日。テグスたちはギルド本部にて、ガーフィエッタに【大迷宮】で集めたものを引き渡していた。

「おかえりなさい、テグスさん。今日の獲物もまた、《紡糸青虫》と《角突き兎》だけですね。代わり映えしないので、次は宝箱の一つでも見つけてきてください」

「普遍種のコウソとシャンドゥピードは、高い値がつかない。宝箱は復活するけど、浅い層のものは他の人にすぐ開けられてしまう。仮証時代にそう僕に教えてくれたのは、ガーフィエッタさんでしょ」

「そんなこともありましたね。それでは査定してきますので、少々お待ちください」

　相変わらずの食えなさ加減に、テグスは呆れながらも安心感を抱く。

　ガーフィエッタが受付から去って少しすると、以前に声をかけてきた、顔にそばかすがある職員が近づいてきた。

「はぁい。また会ったわねぇ」

　聞こえてきた猫なで声に、テグスは背筋が寒くなり、ハウリナたちも気味悪がる。

「えっと、なにか用ですか？」

「つれないわねぇ。三層で苦戦している様子の君たちに、良い話を持ってきたのにぃ」

　豊かな胸元とくびれた腰を強調するように『しな』を作る姿は、まるで〝雑ざつ踏とう区く〟にいる街がい娼しようが行う客引きのようだった。

「うふっ。話っていうのはね、知り合いの強い探訪者を紹介してあげようかって提案なのよ。その人の仲間になれば、一気にもっと下の層まで行けるようになるわよ」

　話に応じればこの体を使わせてあげる、とでも言いたげな仕草で、テグスを誘惑する。

　普通の男なら、下心から取引になびいたかもしれない。

　しかし、レアデールのしっかりした教育もあって、テグスの性道徳は生き真ま面じ目めだった。

「遠えん慮りよします。僕は自分たちの力だけで、先に進みたいので」

「えぇ～、いいのぉ～？　こんな話、滅多にないんだよぉ～？」

　体を寄せてくるが、テグスはあえてその胸と腰を見ると、呆れ顔を返してやった。

　その仕草で自じ尊そん心しんがかなり傷ついたのか、そばかすのある顔が怒りで真っ赤に染まる。

「ふんッ。提案を断ったことを、後悔することになるわ！」

　足音荒く立ち去ると、入れ替わるかのようにガーフィエッタが現れた。

「……隠れて見てたでしょ」

「はい、もちろんですとも。あの肥溜め女の官能踊りは、実に滑こつ稽けいでしたね。特に、思春期真っ盛りな年齢のテグスさんに、全く通じていない辺りに笑わせてもらいました」

　いい笑顔を浮かべたまま、渡した素材の買い取り金額を、紙に書いて伝えてくる。

　テグスはハウリナたちを手招きし、全員で問題がないと確かめた。

「だいじょうぶだったです！」

「なので人数で頭割りで預金します。アンヘイラは、今日の分はどうするの？」

「この場所に送ります、私の分を半分食料に換えて」

　アンヘイラはガーフィエッタだけに見えるように、金額が書かれた紙の余白にどこかの住所を書いた。

「わかりました。つまり、いつも通りに処理ですね。白はく銀ぎん証しようをお預かりします」

　ほどなくして処置が終わり、ガーフィエッタから白銀証を返される。

「預金額を確認してください。それと、そばかす女が何かしてくるかもしれませんので、お気をつけて。関与が認められる証拠を得られたのなら、こちらも対処に加わります」

　そんな忠告を受けてから、テグスたちは本部に併設されている食堂へと入った。

　注文を頼み、【大迷宮】で魔物を魔石化して手に入れた、親指大の魔石を複数支払う。

　ほどなくして料理が載った大量の皿と、顔大の小こ樽だるに入った酒が机の上に置かれた。

「それじゃあ、明日の活力を得るために食べよう！」

「食べるです！」

「あたしは、お酒をたくさん飲んじゃうの～」

　テグス、ハウリナ、ティッカリがはしゃぐ。

　その横で、アンヘイラは取り皿一枚に各種料理を少量ずつ載せて、静々と食べ始めた。

「もぐもぐ。見るたび思うけど、それだけで足りるの？」

「十分に足りますね、燃費がいいので。それに、三人みたいにたくさん食べようとも思いません、食に関して興味がないので」

「でもその割には、毎回の報酬を食料に換えて、どこかに送っているみたいだけど？」

　その疑問はハウリナとティッカリも持っていたのだろう、興味ありげに見てくる。

　アンヘイラは食べる手を止めると、三人に向き直った。

「それに関する正直な話をしましょう、付き合いも長くなってきましたので」

　真面目な話だと感じ、いつもは反発するハウリナでさえ、真剣な顔をする。

「私の親のような人と数名の『元』仲間が逃げた隠れ家ですよ、あの食料の送り先は」

「その人たちは、巡じゆん邏らから逃げた人狩りたち、ってことでいいんだよね？」

　アンヘイラがうなずくのに合わせ、テグスは何かを言おうとしたハウリナの口を塞ぐ。

「もごもがぐ」

「言いたいことは、全部聞き終わってからにしようね」

　ハウリナが大人しくなるまで待って、アンヘイラに続きを促うながす。

「彼らとは既に会っていたのです、私が装備を整えに隠れ家に行ったときに。その際に支援を要よう請せいされました、逃げる際にほぼ全員が大なり小なり怪我をしましたので」

「それに応じたのは、育ててくれた恩返しってこと？」

「いいえ、これは取引です。これで私は人狩りではなく、アンヘイラになれるのですよ、次の春まで彼らに食料を支援し続ければ」

　食料が手切れ金代わりだと理解する。

　しかし、テグスには未いまだ納得いかないことがあった。

「仲間が生きていたのなら、人狩りに戻ろうと考えなかったの？」

「ありませんよ、前職にこだわりは。それとガーフィエッタに言われましたしね、金を稼ぐなら探訪者が一番、そしてテグスほど良心的な人物はいないと。ですが、普通の商人になってみたいですね、将来お金が貯たまったのならば」

　テグスは上手くはぐらかされたと感じていると、ハウリナに口を押さえていた手を舐なめられ、意味を察して口から手を退どけてやる。

「……もう他人なら、人狩り、助ける必要ないです」

　理由を尋ねる静かな口調に、アンヘイラはハウリナの目を見ながら返答する。

「これは自己満足な禊みそぎですよ、親類との縁えんを切るためだけの」

　聞きなれない言葉を使われたが、テグスたちにその覚悟と意味合いは伝わった。

　すると、ハウリナは面白くなさそうな顔で、皿の大振りな肉を手づかみでかぶりつく。

「はぐはぐはぐ。ふんッ。わかったです。アンヘイラ、人狩り違うです。探訪者です」

　いままでの不満を肉ごと飲み下したのか、そんなことを言い放った。

　テグスとティッカリが思わず微笑もうとして、続いたハウリナの言葉に固まる。

「けど、まだ信用してないです！　矢を近くに飛ばすなです！」

　仲間関係はいまからだといった宣言に、テグスとティッカリの顔が苦笑いに変わる。

　逆に、アンヘイラは好意的な微笑みを浮かべた。

「行動で示しましょう、私が信用できるか否いなか。代わりにそちらも行動で示してください、あなたを信用できるかどうか」

「わふっ。白はく狼ろう族ぞく、黄こう牙がの民のハウリナ。その挑戦、受けて立つです！」

　一騎打ちの名乗り合いのような言葉を交わすと、二人は掲げた杯さかずきを一気飲みした。

　妙な形で関係がまとまってしまったと、テグスは心配半分安心半分な気持ちになる。

　そして、ティッカリと苦笑いの度合いを強くしてから、杯を掲げ合ったのだった。







　ハウリナとアンヘイラの関係が一種の決着をみて、テグスたちの行動が少し変わった。

　配達をした際に見た巡邏や強盗を参考にしながら、連携について話し合うようになり、全員の技術が素早く向上していく。

　その分だけ、早く次の層に向かえるようになっていくのだが、ここでハウリナとアンヘイラが慎重になっていた。

「軽く見るのダメです。じっくり進むです」

「早計に判断するのはいかがでしょう、まだまだつたないところがあるのに」

　二人の関係も、そんな風に意見は同じでも、お互いに意識し合っているようだった。

　テグスとティッカリの行動も変化している。

　アンヘイラの目的を知ったテグスは、罠を解体して素材を集め、売るようになった。

　その際、戦闘に使えそうなものを小鞄の中に収め、連携中に使うようになっている。

　ティッカリは、魔物に殴りかかるだけでなく、硬い盾と鎧で押さえ込むようになった。

　そんなテグスたち自身に変化がある一方で、【大迷宮】内でも変わったことがある。

　頻ひん度どは少ないが、出合った探訪者に絡からまれ始めたのだ。

　絡んでくる人たちの第一声は似通っていて、こんな感じのことを言ってくる。

「お前ら人数が少ないな、仲間にしてやるから、俺らの下につけ」

　それにテグスが断りの言葉を入れると、反応が二種類に分かれる。

「そうか、分かった。だが少人数で続けていくなら、せいぜい注意することだな」

　一つは、こんな風に助言して去っていく、勧誘目的の探訪者たち。

　もう一つは、断ったことを理由に、襲い掛かってくる人たちだ。

「生意気なガキが。死んで後悔しやがれ！」

【大迷宮】に挑める探訪者だけあって、真正面から戦うのはテグスたちでも分ぶが悪い。

　しかし、魔物と違って換かん金きん狙いで綺麗に倒す必要がない相手だ。

　テグスは煙けむり玉だまで相手の視界を奪うと、短剣の投とう擲てきで通路の罠を発動させて、その餌え食じきにした。

　これで全滅しなくても、人数を減らして怪我を負わせた分だけ、楽に戦える。

「さて、倒し終わったけど。【大迷宮】で襲ってきた人は、これで何組目だっけ？」

「五つ、だったはずです」

「罠を使うから連携が上手くならないし、もう襲ってこないで欲しいの～」

「実み入いりは魔物より上なのが困りものですね、武器や鎧に硬貨も回収できるので」

　死体から装備を奪うと、背負子が満杯になってしまったので、地上に戻る。

　ギルド本部でガーフィエッタに買い取りを頼むと、魔物の素材の中に武器や鎧が交ざっているのを見て、呆れ顔を浮かべられた。

「またですか。テグスさん、狙って探訪者を狩ってはいませんか？」

「そんなわけないでしょう。襲ってきたから、返り討ちにしただけですよ」

「それにしては、襲われる頻度が高すぎます。敵対を煽ったりしてませんよね」

「いつも通り、仲間になれって言われたから、断りの言葉を返しただけですよ」

　テグスが困り口調で話すと、ガーフィエッタはふいに納得した顔をする。

「そういうことですか……。テグスさん、次に襲われたとき一人か二人を生かして、本部まで連れて来てください。直々に尋問しますので」

「相手も強い探訪者たちだから、約束はできないよ。けど、努力はしてみる」

　換金した分を白銀証に預金し、テグスたちは再び【大迷宮】へ向かう。

　そのときに見かけたそばかす顔の職員が、苦々しげな表情だったことが印象に残った。







　ガーフィエッタに相談した日から、襲ってくる探訪者はぱったりと出てこなくなった。

　そのお蔭で、テグスたちは日数をかけながらも、順調に層を一つずつ突破していく。

　そしていつの間にか、【大迷宮】に挑み始めて二巡月が経過していた。

　地上では風が少し肌寒くなり、冬の季節が間近だと感じられる。

　そんな薄寒さが入らない堅けん牢ろうな宿をとったテグスは、床に並べた道具を見ていた。

　すると、ハウリナが後ろから抱きついてきて、顔に頰を寄せてくる。

「さっきから、ずーっと見てるです」

　拗すねるように言うので、テグスは微笑みながらその頭をなでた。

「明日、十層の《階層主》に挑むでしょ。だから、用意した道具を確認しているんだ」

「なるほどです。けど、見たことあるのと、見たことないのがあるです」

　ハウリナが知っていると指差すのは、三つずつある煙玉と催さい涙るい玉だまだ。

　知らないものとは、糸を束ねたテグスの身長の三倍はある細縄。その両端には石がつけられ、網目には鉄てつ鏃ぞくが何本も挟み込まれている。

　女騎士ベックリア戦で使った鉄てつ茨いばらの鞭むちに似ているが、こちらは攻撃のためではなく相手の拘こう束そくを目的とした道具だ。

「仮証のときに戦ったら、単線だと力ずくで切られちゃったから、縄にしてみたんだ」

　それを聞いて、ハウリナは首を傾げた。

「糸切られても勝ったなら、この道具、いらなくないです？」

「ところがね、【大迷宮】十層には特性があって、そうとは言えないんだよ」

　困り口調で言うと、横にいたティッカリとアンヘイラが、興味深げな顔を向ける。

　テグスは折せつ角かくだからと、三人に説明することにした。

「十層の〝門もん番ばんの間ま〟に罠はないんだけど。出てくる《階かい層そう主ぬし》──僕はコキト兵って呼んでいる、良い武器を持った大きなコキトなんだけど。その魔物が挑む人の数と同じ数だけ現れるんだ」

「じゃあ、十人が〝門番の間〟に入ったら、十匹のコキトが出てくるってこと～？」

　ティッカリの言葉に、テグスはうなずく。

「だから人数任せに戦うと、絶対に攻略できない《階層主》なんだよね」

　説明を受けて考え込んでいた様子のハウリナが、不意に首を傾げた。

「……んぅ？　それだと、大変じゃない気がするです」

「そうだね～。あたしたちは四人だから、出てくるのは四匹と少ない数なの～」

「拍子抜けしましたね、テグスがもったいぶった割には」

「いや。僕が言いたかったのは、一対一でしか戦ったことがないから、コキト兵が複数になると、どう連携してくるか分からないってことだからね」

　焦って言うと、分かっているとばかりに、ハウリナたちは同時に忍び笑いをする。

　そんな三人のすっかり仲良くなった姿に、テグスは少しのやるせなさと、大きな頼もしさを感じたのだった。







【大迷宮】を順に下り、十層へ入る。

《階層主》が出る〝門番の間〟の手前には、待機所のような場所があり、多数の探訪者が集団ごとにまとまって座っていた。

　彼ら彼女らの間には、〝雑踏区〟で感じるような、暗く淀よどんだ空気が流れている。

　ハウリナはそれを敏びん感かんに感じ取ったのだろう、獣耳と尻尾しつぽの毛が逆立っていた。

　異様な雰囲気に、アンヘイラとティッカリも周囲を見回す。

「珍しくテグスと同い年のような子もいますね、一人か二人ですが」

「でも、〝門番の間〟が開いているのに、誰も入ろうとしていないの～」

　不思議がる三人に対して、テグスにとっては見慣れた光景のため、気にせず進む。

「ほら、〝門番の間〟に入るよ」

「いいんです？」

「ここにいる人たちは、順番待ちをしているわけじゃないからね」

　座っている人の間を抜けていくと、テグスと同年代の少年が声をかけてきた。

「あ、あの！　この先に行くのなら──」

「おい、コラ！」

　しかしその少年の肩を、横に座っていた男が摑つかんで発言を止める。

　テグスたちはその行動を疑問に思いながらも、〝門番の間〟の中に入った。

　すると、音を立てて地面から石扉がせり上がり、ゆっくりと入り口が閉じられていく。

　その音に紛れるようにして、ハウリナが疑問の声を上げた。

「あの人たち、なんだったです？」

「他の探訪者が失敗するのを待っているんだよ。挑戦者が殺された場合、次に挑む人は何人でかかっても、その場にいるコキト兵だけを倒せば先に進めるからね」

　背負子を下ろしながら答えると、アンヘイラが不思議そうにする。

「新しく追加はされないんですか、新しく探訪者が入ったとして？」

「《階層主》や《迷宮主》は、倒されるまで、同じ個体が現れたままになるんだ」

「ということは、消えたりはしないのですね、時間の経過などで」

「うーん。そんなこと聞いたことないけど、餓が死しして消えるってことはあるかもね」

　二人の話を聞いていて、ハウリナが不届きだという顔をする。

「それ待つの、ヒキョーです」

「そうだね～。あたしたちみたいに、ちゃんと力をつければいい話なの～」

　話している間に、入り口は完全に塞がれ、壁にある多数の燭しよく台だい全てに火が灯ともった。

　石組みの壁と地面ばかりの、素っ気ない円筒形の広間が、灯りに照らし出されている。

「さて。コキト兵が現れる時間になったから、お喋りはここまでみたいだよ」

　燭台の火が揺らぎ、光と影が入り乱れると、不意に中央に魔物が四匹現れていた。

　配置が崩れた顔と、身長と筋肉量がある体。

　そして、額当てと革鎧を着けた人型の魔物──コキト兵だ。

「持っている得物はそれぞれ、両手剣、大盾、小盾と棍棒、そして長槍か」

　テグスは言葉に出して確認しながら、斑紋鉈剣を抜く。

　ハウリナたちも、油断なく武器を構えた。

　コキト兵たちも応えるように、手に持っている物を掲げる。

「「「「ギャアアアオオオオオオー！」」」」

　コキト兵たちは一斉に雄叫びを上げると、大盾持ちを先頭に突っ込んできた。

　迎え撃つべく、ティッカリが突撃盾を前に構えながら突進する。

「あたしが大盾のコキトを受け止めるから、他はみんなに任せるの～」

「そういうことなら、ハウリナは僕と両手剣を倒すよ。アンヘイラは他を矢で牽けん制せい！」

「わかったです！」

「了解しました」

　テグスの指示が通ると、戦いの開始を宣言するように、ティッカリの突撃盾とコキト兵の大盾がぶつかり合う大きな音が響き渡った。







　衝突後、両者は戦闘に突入した。

　だが、ティッカリと大盾持ち、テグスと両手剣持ちが戦い始めると、ハウリナへ槍持ちが、アンヘイラには小盾と棍棒を持つ個体が接近する。

「ギャギャギャー！」

「わふっ!?　横から、槍がきたです!?」

「ギャイギャイー！」

「させない気ですね、私に援護を」

　ハウリナとアンヘイラはすぐに対応して、反撃を繰り出し始める。

　ここで、テグスは自分が指示を失敗したことに気がついた。

　いままで【大迷宮】で戦った魔物たちは協力戦だったので、てっきりコキト兵たちも同じだと思っていた。

　しかしコキト兵たちは、明らかに個人戦を狙った動きをしてきている。

「この戦法なら、人数任せに攻略してきた探訪者だと、各個撃破されちゃうね。けど、一対一の戦いなら、僕はすでに経験しているよ！」

　テグスは斑紋鉈剣から右手を放すと、箱鞘から短剣を二本、抜きざまに投擲する。

「ガギアアアアー！」

　コキト兵は顔面にきた短剣を、両手剣を振り回して叩き落とす。

　その瞬間、テグスは近づき、斑紋鉈剣で相手の左脚を斬りつけた。

　仮証のときの戦いでは、短剣では傷つかなかったコキト兵の脚の皮ひ膚ふを深々と斬り裂き、黒い血が流れる。

「ギガ、ギギギグウ！」

　傷に怯ひるむコキト兵に見せるように、小鞄から鉄鏃を挟んだ縄を取り出し、円を描くように振り回す。

　警戒して両手剣を構える姿をよそに、テグスは縄をあらぬ方向へと投げた。

　すると、別のコキト兵のものと思われる悲鳴が上がる。

「ギャイイイ、ガァイイイイ！」

　小盾と棍棒を持つコキト兵に縄がまとわりつき、鉄鏃が茨のように食い込んでいた。

　外そうともがくたび、鉄の茨が体を傷つけ、黒い血が体表を流れた。

　その目の前で、アンヘイラが矢を番えた短弓を引き絞る。

「助かりました、しつこく狙われていたので」

「ギャガガィ──」

　アンヘイラはテグスに礼を言いつつ、目の前のコキト兵の顔に矢を射うち込んだ。

　地面に倒れた後で、後頭部に駄目押しの一矢を叩き込む。

　テグスは結果を横目で確認すると、催涙玉を両手剣持ちの脚の傷に投げつけた。

「ギィィイアアアアアア！」

　そのコキト兵は激辛の香こう辛しん料りようがかかった傷を手で押さえ、苦しみだす。

　その隙を見逃さず、テグスは斑紋鉈剣を振りかぶり、頭を斜めに斬りつけた。

　しかし、皮膚だけでなく頭ず蓋がい骨こつも硬かったために、刃は顔の中ほどで止まってしまう。

　引き抜くには時間がかかると判断して、テグスは斑紋鉈剣を手放すと、短剣を一本ずつ左右の手に構えながら戦況を確認した。

「わおおおおおおおおおおん！」

「ギャギギガギギー！」

　ハウリナは身軽さを生かして、槍持ちのコキト兵を翻ほん弄ろうしている。

　そのため、テグスはティッカリの援護に回ることを決めた。

「アンヘイラ、一緒にティッカリの援護をお願い！」

　大声で指示を出し、ティッカリと戦う大盾を持つコキト兵に襲いかかる。

「ギィガア!?」

　コキト兵は驚いた声を上げながらも、両手で握る大盾を急いで動かして、三人の攻撃に対処する。

「このまま押し切るよ！」

「盾をぼこぼこにして、使い物にならなくしてあげるの～」

「脚を狙います、戦う邪魔にならないように」

　テグスは短剣で皮膚の薄い部分を狙い、ティッカリは突撃盾で大盾を殴り続け、アンヘイラは盾で覆いきれない手足を射貫いていく。

　攻撃を受けて怪我が増えてくると、大盾持ちのコキト兵の体表が黒く染まり始めた。

「体が黒くなると、力が強くなるから注意して！」

　テグスの警告からすぐに、大盾持ちのコキト兵の皮膚が真っ黒に染まりきった。

「グガアアアアアアアアア！」

　雄お叫たけびと共に暴力的に振り回される大盾を、テグスはしゃがんで避け、アンヘイラは後ろに跳んで逃げる。

　しかし、ティッカリはその場に踏ん張ると、やってきた大盾を突撃盾で防ぎきった。

「力くらべなら、負けないの～。と～～～～や～～～～」

「ガグアアアアアアアアア！」

　突撃盾と大盾が打ち合う音が、空間内に何度も響き渡った。

　しかし、膂りよ力りよくはティッカリが上なのだろう、段々と押し返し始める。

　それを見て、テグスは安心していると、ハウリナの困ったような声が聞こえてきた。

「わわわっ。黒くなって、速くなったです!?」

　振り向くと、槍持ちのコキト兵の体も黒く染まっていて、より素早く繰り出してくる攻撃に、ハウリナが四苦八苦している。

　なので、盾持ちの個体はティッカリに任せ、テグスはハウリナの援護に向かう。

　アンヘイラも、テグスの指示より先に、槍持ちへと矢を放っていた。

「ガガガガガアアアアア！」

　コキト兵は槍で矢を弾くと、アンヘイラの射線上にハウリナが位置するよう、戦いながら移動する。

　アンヘイラは、ハウリナの近くを矢が通るよう射ることを禁じられているため、援護ができなくなってしまった。

「［刃よ鋭くなれキリンゴ・アクラオ］。たあああああああああああ！」

　どうにかしようと、テグスが鋭えい刃じんの魔術をかけた短剣で斬りつけるが、厚い皮膚がある腕で受け止められ、多少の傷しかつけられない。

　だがその傷のお蔭で、槍の繰り出す回数が減り、ハウリナは反撃できるようになった。

「あおおおおおおおおおおん！」

　黒棍での突きや打ち込み、脛すね当あてを使った跳び蹴りなどを食らわせていく。

　それでも槍持ちのコキト兵は、頑かたくなにハウリナをアンヘイラの射線上に置き続けるよう立ち回り、三対一なのにこう着状態になってしまう。

　すると、アンヘイラが弓を引き絞りながら、大声で宣言した。

「ハウリナの近くに矢を通るよう射ちますよ、緊急措置として！」

「むぅ……仕方ないです。ゆるすです！」

　ハウリナの返答を受けてすぐに、アンヘイラが矢を放った。

　空中を突き進んだ矢は、ハウリナの獣耳の直近を通り、コキト兵の喉に突き刺さった。

「ゴブベガアアアア！」

　口から黒い血を吐き出しながら、槍を大振りして大暴れを始めた。

　だが、ハウリナにそんな荒い攻撃が当たるわけもなく、逆に振るわれた槍を足場にして高く跳び上がりながら、魔術の呪文を唱える。

「［衝撃よ、打ち砕けフラーポ・フラカシタ］──」

　震しん撃げきの魔術の光をまとう黒棍を、ハウリナは振り下ろそうとする。

　同時にコキト兵は、槍で突こうと身構えていた。

　両者が激突する前に、テグスは煙玉をコキト兵の顔に投げつけ、黒煙で視界を奪った。

「みすみす攻撃させるわけないでしょ」

「ガガガ!?」

「あおおおおおおおおおおん！」

　驚いているコキト兵へ向けて、ハウリナが黒棍を力の限りに振り下ろす。

　黒煙を割って入り、攻撃が脳天に達すると、湿った枝を捻ひねり折ったような音がした。

　槍持ちのコキト兵は、煙の中から目と鼻から黒い血を出しながら現れ、地面に倒れた。

　そこで緊張を解かず、テグス、ハウリナ、アンヘイラは残った大盾持ちに顔を向ける。

　しかしその気構えは、無駄に終わった。

「えっへん、完全勝利なの～」

　上半身を満まん遍べんなく打たれて沈んだコキト兵の前で、ティッカリが右の突撃盾を高く掲げて立っていたからだ。

　その晴れ晴れとした顔を見て、テグスたち三人は顔を見合わせて、小さく笑い合った。























　テグスたちは倒したコキト兵の武器を回収し、死体を魔石化させた後で〝門もん番ばんの間ま〟の先へと歩みを向けた。

　その先には、岩せき盤ばんを巨大な半円状にくりぬき、その中に規則正しく建物を作ったような町があった。

　軽く舗ほ装そうされた道の両側には様々な店が立ち並び、その店舗の間を埋めるように屋台も存在している。

　よく観察すれば、岩盤の壁面には穴が空いていて、人が生活している姿が覗のぞき見えた。

　こんな光景を初めて見た、ハウリナ、ティッカリ、アンヘイラは、驚きで口を開けたまま、身動きがとれなくなっている。

　三人のその姿に、テグスは自じ慢まんげに胸を張る。

「この〝中なか町まち〟を目にしたら、【大だい迷めい宮きゆう】の先にはもっと驚く風景があるかもしれない。もしそうなら見てみたい、って気持ちになったでしょ」

　その言葉で硬直が解けたハウリナが、激しく首を上下に動かす。

「わふっ。なったです！」

　ティッカリとアンヘイラも、テグスの迷宮を攻略する理由を理解したようにうなずく。

「でも。この光景は凄いけど、名前が〝中町〟って安直なの～」

「確実に【大迷宮】の中にある町だからですよね、その名前になったのは」

　テグスも同じことを思ったが、この簡素さが探たん訪ぼう者しやの町らしくて気に入っていた。

　そんな心情はよそに、ハウリナが首を傾げてみせる。

「このあと、どうするです？　地上に戻るです？」

「いや。コキト兵の武器を渡しに、仮かり証しようのときに世話になった鍛か冶じ師しに会いに行くよ」

　言いながら歩き出そうとすると、肩をアンヘイラに摑つかまれた。

「テグスが所有する不ふ思し議ぎな模様のある剣を作った人ですか、その鍛冶師とは!?」

「う、うん、その通りだけど……もしかして、アンヘイラって武器に興味がある人？」

　テグスの質問返しに、アンヘイラはハッとした様子で肩から手を離した。

「こほん。ちょっとした楽しみだったのですよ、商売の出先で珍しい武器を知るのが」

「ふーん。なら、アンヘイラが将来やりたい商売って、武器屋だったり？」

　図ず星ぼしを指されたかのように身を硬くしたのを、テグスは見逃さなかった。

　ハウリナとティッカリも見ていたようで、にんまりとした笑みを浮かべる。

「アンヘイラの趣味、ちょっと変わってるです」

「女の子らしいとはいえないけど、頑がん俠きよう族ぞくとしては分からなくはないかな～」

「い、いいではないですか、武器が好きでも。ほら行きますよ、その鍛冶師に会いに」

　ほんの少し頰ほおを赤くしたアンヘイラは、先へと急せかし始めた。

　テグスとハウリナとティッカリは、珍しい一面が知れたとほくほく顔のまま、〝中町〟の通りを歩き始めるのだった。







　テグスは斑はん紋もん鉈なた剣けんを作ったクテガンの店にやってきて、無ぶ遠えん慮りよに扉を大きく開けた。

　そして山積みになったボロ剣の上に、コキト兵の武器を置くと、奥に声をかける。

「おっちゃーん、クテガンのおっちゃーん。いないのー。いるんでしょー」

　そう呼びかけると、筋肉が付いた樽たる体型の大男──クテガンが店の奥から現れた。

「チッ、何度も五月蝿うるさいぞ。誰が──」

　苦情を言いかけた口を閉じ、吊つり上がった眼を嬉うれしげに歪ませてテグスに近寄る。

「お前か、テグス！　よく戻ってきたな！」

「ちょっと、いきなりなにするの!?」

　その大きな手で体を持ち上げられて驚いていると、クテガンが笑顔を浮かべる。

「この商売やってると、長く会ってなかった探訪者に会うことが、嬉しいのさ」

　テグスを下ろし、男臭い笑みを浮かべたところで、ハウリナたちに気がついたようだ。

「おっ。なんだよ、テグス。仲間を作ったのなら、紹介しろよ」

「えっと、じゃあ順番に。ハウリナ、ティッカリ、アンヘイラだよ。三人とも、この人が斑紋鉈剣を作ってくれた鍛冶師のクテガンさん」

「はじめましてです。白はく狼ろう族ぞく、黄こう牙がの民、ハウリナです！」

「頑俠族のティッカリなの～。初めまして～」

「アンヘイラです、以後お見知りおきを」

「おう、クテガンだ。テグスにもそうだが、その仲間にも〝中町〟にきた祝いの品を渡さなきゃな」

　クテガンは嬉しげに店の奥へ向かうと、二本の剣と複数の短剣を持って戻ってきた。

「テグスには『紋もん刃ば小しよう剣けん』二本、手習いで作ったこの短剣は全員分だ」

　押し付けるように渡されて、事態が飲み込めないままに全員が受け取る。

　テグスは確認の意味を込めて、紋刃小剣を一本だけ鞘さやから抜いてみることにした。

　出てきたのは、上腕ほどの長さがある両りよう刃ばの小剣だ。

　身幅は常識的な厚みで軽く、剣身よりも刃にはっきりと波紋のような模様が見える。

　軽く振ると、斑紋鉈剣より重量配置が改良され、扱いやすくなっていると気がついた。

　一方でハウリナたちは、少しだけ波紋模様がある短剣を眺めて、嬉しげにしている。

「……なんだか、こんなにもらってばかりだと、逆に怪しいんだけど」

「お前が仮証のとき、専用の剣を作ってやるって約束をすっぽかしちまっただろ。その償つぐないだ。また材料集めを手伝って欲しい、って気持ちもあるがな」

　そんな二人の会話に、アンヘイラが短剣を手に割って入ってきた。

「あの、鏃やじりと投剣を依頼したいのですが、これと同じ製法で」

「依頼は受け付けているから、もちろんいいぞ。だが、コキトのボロ剣の在庫も少ないし、もう一いち巡じゆん月づきもすると冬になるから、練れん成せいに使う炭も入手し難くてな」

「テグス。すぐに集めにいきましょう、良い武器を作るために」

　アンヘイラが本当に武器が好きなのだと実感しつつ、テグスはうなずいて了承した。

　するとなぜか、クテガンが嬉しそうに顔をほころばせる。

「よし。素材集めを手伝ってもらう代わりに、武器を収める剣けん帯たいもつけて、その調整もしてやろう。テグスはこの際だ、その箱鞘と鈍なまくら短剣は卒業したらどうだ？」

「なら投とう擲てき用に、僕にも投剣を作ってよ」

「おう、任せておけ。それで、そっちの獣じゆう人じんと頑俠族は、何か欲しいものはないか」

「黒こく棍こんあるです。十分です」

「普通の武器だと折っちゃうから、気持ちだけ受け取っておくの～」

「そうか。じゃあ、ちゃちゃっと短剣だけつけちまうか」

　クテガンは手て馴なれた調子で、ハウリナとティッカリとアンヘイラの後ろ腰に、新しい剣帯で短剣を結びつけた。

　三人は背中を見せ合い、ハウリナとティッカリはお揃そろいだと嬉しそうにする。

　アンヘイラも良い短剣を得た喜びからか、頰が緩んでいた。

　テグスの剣帯は、色々と付け外しをしたので少し時間がかかる。

　だが最終的に、前腰に小こ鞄かばん、左腰に斑紋鉈剣、右腰に二本交差させてつけた紋刃小剣、後ろ腰に上下交互二列で補ほ短たん練れん剣けんと先ほどもらった短剣が収まった。

「よし、こんなもんでいいだろ。それでだ、コキトのボロ剣集めのほうはいつも通りでいいとして、炉ろの炭はギルド本部でコレの通りに買ってきてくれ」

　木片に墨で『《木もく人じん動どう像ぞう》の木炭』と名称と、その必要量が書かれていた。

「……この量だと何往復かしないといけないんだけど。それに炭を買うお金は？」

「炭の代金と運んでくる手間賃で、お前らに作る鏃と投剣の代金と相そう殺さいってことだ」

　予想通りの答えだったが、武器入手にやる気を出すアンヘイラの珍しい姿を見て、テグスは大人しくクテガンの頼みを引き受けたのだった。







　テグスたちは、〝中町〟にある《清せい穣じよう治ち癒ゆの女神キュムベティア》の像に祝詞のりとを捧げて、一層にある地上へ続く階段付近に転移する。

　そのままの足でギルド本部へ行き、ガーフィエッタから《木人動像》の木炭を買った。

　一度で持っていけない分は、白はく銀ぎん証しようの機能を利用してギルドに預けてしまう。

「よかったですね、テグスさん。もう少ししたら、冬支度で高こう騰とうするところでしたよ。あっ、それと、そばかす女が悪わる巧だくみしているようなので、お気をつけ下さいね」

　世間話のように忠告され、嫌な予感を抱きながら、再び【大迷宮】へ入った。

　今回は、魔物と戦うことが目的ではないため、テグスは仮証時代の経験を生かして、可能な限り戦闘を回避しながら〝中町〟を目指す。

　それでも遭そう遇ぐうしてしまう魔物は鍛えた連携で倒し、魔石化して回収していった。

　途中で探訪者とすれ違うことがあり、ガーフィエッタの忠告に従って警戒するが、大半は身振りで挨あい拶さつをして通り過ぎていく。

　声をかけてくる人もいるが、世間話を交換するだけで、戦闘にはならなかった。

　そんな調子なので、テグスが拍子抜けしていると、アンヘイラが肩を突つついてきた。

「テグスは気づきましたか、探訪者の組に一人か二人年若い人がいることに」

　それのなにが気になるのかテグスが分からずにいると、アンヘイラは説明を加える。

「諦めきった目をしてましたよ、前職で見た馬車の檻おりにいる人と同じ感じの」

「……つまり、奴ど隷れいかそれに類する待遇で、扱われているかもしれないってこと？」

　うなずきが返ってくるが、探訪者の仕組みを知るテグスには、あまりピンとこない。

「【大迷宮】に入るには、【小しよう迷めい宮きゆう】と【中ちゆう迷めい宮きゆう】を越えてくる必要があるんだ。だからそんな風に、長く連れ添った人を悪く扱うとは思えないけど……」

「長い時間いっしょの仲間は、かえられないです」

「何か問題があるなら、昔のあたしみたいに放ほう逐ちくされるのが、せいぜいだと思うの～」

　探訪者として歩んできた三人に否定されて、アンヘイラは納得した顔になる。

「……なら私の勘違いかもしれませんね、そういう事情が通常の探訪者にあるのなら」

　その言葉が、ズルをして白銀証を得たことを悔くやむようだったので、テグスは気にしないようにと身振りする。

　その後は順調に層を下り、十層の〝門番の間〟までやってきた。

　準備部屋にいる人たちの中に、たしかに乏とぼしい装備の少年少女が少数いる。

　アンヘイラが言っていたように、彼らが死んだような目つきだったことを気にかけながら、先へ進んだ。

　今回のコキト兵は、四匹で相互に連携してきて少し苦戦したが、倒すことができた。

　テグスたちは〝中町〟に入り、クテガンへコキト兵の武器と持ってきた炭を渡した。

　そんな風に地上と〝中町〟を行き来し、日数をかけて頼まれた物を運び入れていく。

　終われば次は、九層の武装したコキトと、十層のコキト兵の武器を集め続けた。

　その最中、テグスは紋刃小剣に慣れるため、意識してそれを使うように心がけていく。

「それでどんな感触ですか、その小剣の使い心地は」

　興味津々な目で、アンヘイラがそんな質問をしてきた。

　テグスは感触の確認と、コキトの黒い血を払うために、左右の剣をともに大きく振る。

「斑紋鉈剣と同じぐらい斬れて頑がん丈じようなのに、軽くて使いやすいよ。けど、重量がないぶんだけ一撃が弱くなるから、連れん撃げき向きな印象だね」

「それを聞くとより楽しみになります、クテガンが作った投剣と鏃を手に入れる日が」

「テグスとアンヘイラ。話すのあとです。ボロ剣集めするです！」

　ハウリナに怒られてしまったので、テグスは錆さびた短剣や槍の穂ほ先さきなどを回収し、コキトの死体をまとめて魔石化した。







　日々、【大迷宮】の九層と十層で武器集めをしているうちに、テグスたちは自然と〝中町〟を拠きよ点てんにしていた。

　冬に差しかかる地上とは違って、春頃の気温で一定に保たれていること。

　宿屋と飲食の代金は、魔物を倒して得る魔石で支払えるためだ。

　それでも何日かに一回は、貯たまった魔石を換かん金きんするため、ギルド本部へ向かう。

「おや、テグスさんたち、お久しぶりですね。今日も魔石の買い取りですか？」

「はい。アンヘイラが、例の場所に食料を送らないといけないので。でも今回は僕も、本格的な冬になる前に、孤こ児じ院いんへの仕送りをしておこうかと思ってます」

「それは良い心がけです。子供に『連れ回し』をする探訪者に、見習わせたいですね」

　聞きなれない単語を耳にして、テグスの頭に浮かんだのは、【大迷宮】で見かける目が死んだ少年少女たちだった。

「その子供の連れ回しって、なんなんですか？」

　テグスが思わず尋ねると、ガーフィエッタは三さん角かく眼鏡めがねのつるを指で押し上げる。

「連れ回しとは、青せい銅どう証しようや白銀証を持つ探訪者が〝雑ざつ踏とう区く〟で新たな人を仲間にした後、一緒に迷宮を進んで、攻略の印しるしを新人に短時間で取らせる行為のことです」

　説明を受けて、テグスはその何が問題なのか分からなかった。

「それって、青銅証持ちが鉄証持ちを仲間にしたとき、よくやることじゃない？」

　そのほうが時間の短縮になるし、実力は後でつければいいだけのことだ。

　そんなテグスの考えが、ガーフィエッタには透すけて見えたのか、小さく頭かぶりを振る。

「昨今では、あらかじめ用意しておいた証明に必要なもの──【小迷宮】の《迷めい宮きゆう主ぬし》から獲れる赤魔石、【中迷宮】二十層の《階かい層そう主ぬし》の素材を用いて、新人に戦わせることなく白銀証を入手するなど、手法が巧妙化しています」

　説明を聞いて、テグスだけでなく、真っ直ぐな気性のハウリナも眉尻を上げる。

「むっ。それ、かなりズルイです！」

　ティッカリも同意するようにうなずくが、はてな顔に変わる。

「けど、実力のあるなしは、ギルドには関係ないって話、前にしてくれたはずなの～」

「それにまだ話が繋つながってませんね、見かけた無気力な子供に」

　アンヘイラの指し摘てきに、ガーフィエッタは説明を続ける。

「現状、そういった白銀証の探訪者がいるとご理解していただけたところで。話は少し変わりますが、【大迷宮】十層の《階層主》の特性はご存知ですか？」

「人数に合わせて出てくることと、直前の挑戦者が死んだら出ている数のまま……」

　言葉の途中で、仮証の最後の日に性悪な探訪者に〝門番の間〟に投げ入れられたことを思い出し、嫌な予想を立ててしまった。

「あの少年少女って、連れ回しで白銀証を取らされて──」

「十層の《階層主》を一匹だけにするために、ほどなく生いけ贄にえにされる人たちです」

　奴隷扱いどころじゃない話だった。

　テグス、ハウリナ、ティッカリが眉をひそめる中、アンヘイラだけは冷静だ。

「どうしてそのような真似をするのでしょう、効率が悪いように思えるのですが」

「一度〝中町〟に入れてしまえば、そこを拠点に人数任せに先の層へ進めます。それと、〝中町〟の店には地上の店にないものが売っていますので、転売目的もあるのでしょう」

　そんな理由で、生け贄を用意するのかと、テグスは呆れてしまう。

　だが、ハウリナが抱いた感想は、少し違ったようだ。

「テグス、助けられないです？」

　袖そでを引っ張り、悲痛そうな顔で訴えてきた。

　ティッカリもどうにかして欲しそうな表情なので、テグスは可能かどうか考える。

「うーん。仮に、そういう探訪者を皆殺しにしても、仕組みは残ったままだから、同じことが繰り返されちゃうだろうね。だから、ギルド側に対応して欲しいんだけど──」

「無理ですね。ギルドは基本、探訪者同士の問題には不干渉です。それに、逃げずに同行している点において、生け贄の人たちは自業自得ですし」

　ガーフィエッタの断ずる言葉に、ハウリナはしょんぼりする。

　テグスはその真っ直ぐな気性を微笑ましく思いながら、慰なぐさめに頭をなでたのだった。







　クテガンの鍛か冶じ場ばの一画が、コキトの武器で占せん拠きよされた頃、ようやくテグスとアンヘイラが頼んでいたものが出来上がった。

「待たせたな。試作したり、数を多く作ってたりしたら、時間がかかっちまった」

　悪びれもしないクテガンの態度に、テグスはもっと早く欲しかったと思い、アンヘイラは狐きつね目めを爛らん々らんとさせていた。

　そして、作業机の上に並べたのは、三十本の投剣と、百近い鏃だった。

　テグスとアンヘイラは、それらを手に取って確かめる。

　投剣は、指二本分の幅の両刃の剣身に、薄い柄つかをつけただけの、素っ気ない見た目だ。

「柄を入れて、手首から指先までの大きさか」

　軽く回転させながら上に投げると、中心部では回らず、剣先に重心があるようだ。

　受け止めると、ほどよい重量が感じられ、投げやすく威い力りよくがありそうな手応えがした。

　アンヘイラも投剣を見ていたが、次に鏃を手に取る。

「鏃は何個か種類がありますね、数が多いと思ったら」

　テグスも見てみると、よくある三角形の鏃、先細の円えん錐すい形。そして一辺を長くした直角三角形を、四つ組み合わせて十字にしたような、大型のものもある。

　矢に詳しくないテグスは形の違いに首を傾げるが、アンヘイラはそうではないようだ。

「通常時、素早い相手用、大物狙いでしょうか、三種類の役割の違いは」

「おっ。十字鏃が、重くして破壊力を上げたものって、よく分かったな」

「少々見てきましたので、武器の数ならば」

「そうなのかい。そうそう、こんなのも作っておいてやったぞ」

　アンヘイラが照れを隠そうとしていると気がついたのか、クテガンは話題を変えつつ、投剣が十本差せる革帯を三つ出してきた。

　テグスは自分の腰回りを見て、前後左右の位置が埋まっていることを確認した。

「僕の剣帯には、もうつけるところないけど？」

「なら、こうすりゃいいだろ」

　クテガンはテグスの腰から剣帯を外すと、右腰の部分にあたる位置に仮付けした。

　そして、二本の紋刃小剣を収める場所に当たらないように、微調整して本付けする。

「無理矢理すぎじゃない？」

「動く邪魔にはならないはずだから、心配するな」

　返された剣帯をつけ、投剣を十本全て差してから、試しに腰を捻ひねったりしてみた。

　アンヘイラも左右の腰に一つずつ革帯をつけてもらい、支障がないか確認する。

　結果、どちらとも問題はなかった。

　するとクテガンは、蚊か帳やの外だったハウリナとティッカリに顔を向けた。

「お前らは、本当になにもいらないんだな？」

「いらないです」

「突撃盾は頑丈だから、鉄を被せる必要がないの～」

　ハウリナたちが断ると、クテガンは少し残念そうな顔をした。

「そうか。なら、なにか欲しかったり、問題があればまたこい。〝中町〟に来るたびにコキトのボロ剣もってきてくれれば、タダで補修をしてやるからな」

「わかったよ。紋刃小剣や投剣とか、色々とありがとう」

「みんなで同じ短剣、うれしかったです！」

「お世話になりました～」

「大いに満足しました、鏃と投剣の出来栄えに」

　テグスたちは口々に礼を言うと、クテガンに見送られながら店を後にした。

「このまま、十一層にいくです？」

　ハウリナの質問に、テグスは首を横に振った。

「ここから先は、僕も未知の場所だからね。まずはどんな魔物がでるか、情報収集だ」

〝中町〟の神しん像ぞうから転移してから、探訪者ギルド本部へ向かう。

　ガーフィエッタは見当たらず、仕方なく暇そうにしていた男性職員に声をかけた。

「すみません。【大迷宮】十一層から下の魔物について、知りたいんですけど」

「はい。魔物の情報ですね……」

　にこやかに応対してから、職員は紙を手にして、テグスたちをじろじろと見始めた。

「どうかしましたか？」

「不ぶ躾しつけなことを聞きますが。あなたは、テグスさんですか？」

　首しゆ肯こうすると、安心したような表情が返ってきた。

「テグスさんあてに、伝言があるんですよ。『仲間が四人と少ないようなので、強い人を一人紹介する』とのことです」

　怪しげな内容に、テグスは眉をひそめる。

「……その伝言って、誰からかわかりますか？」

「えー。記名欄らんは空白なので、わかりません。ですがこの書類は、本部の職員しか作れないので、信頼性はありますよ」

　そう保証してくれたので、魔物のことを聞くのを止めて、教えられた宿に行ってみることにした。

　指定された部屋の扉を叩いて待つと、少しして中から人が出てきた。

「やあやあやあ、君らがあの職員さんが言っていた、テグスくんたちだな。こっちの名前は、スキャウンっていうよ。どうぞよろしくどうも」

　そう人ひと懐なつっこそうな笑顔を向けてきたのは、左右の耳が笹ささ穂ほのように長く、ハウリナと同じくらいの背丈の草そう隠いん族ぞくの男性だった。

　スキャウンはそのまま、テグスたちを部屋に招き入れ、椅い子すを勧めてくる。

　テグスは腰かけながら、単刀直入に聞くことにした。

「あの。スキャウンさんも、僕らのことを紹介されたんだと思いますけど。仲間になることに、抵抗はないんですか？」

　すると、頭を上下に何度も振ってうなずいてくる。

「うんいいよかまわないな。あと、スキャウンって呼び捨てでいいし、口調も普通にしてな。他の種族は、こっちの見た目で年ねん齢れいが分からないんでしょ？」

　そこでテグスが喋しやべろうと口を開くと、スキャウンは掌てのひらを向けて静止してきた。

「いやいやいや。探訪者なら喋り合うより、実力を見せ合うほうがお互いを知るのに手っ取り早いな。だからさあのさ、一緒に【大迷宮】にいこう。草隠族は見た目は小さくても強いってところを見せてあげるからさ。明日の明け方に、入り口前に集合な！」

　これで話はお終いとばかりに、椅子に座ったばかりのテグスたちを部屋から追い出し、大きく手を振りながら扉を閉めた。

　一人で急転直下な状況を作り上げたスキャウンに、テグスは呆然としながらハウリナたちへ顔を向ける。

「えっと、あんな風な人だったんだけど、仲間にするのに、反対意見はない？」

「よく分からなかったです。けど明日いっしょにいけば、いいと思うです」

「小さくて可愛かったし、悪い人ではなさそうだしね～」

「けど少々怖い感じもしますけどね、あの能天気さ具合が」

　こうして、なんだかよく分からない内に、仮の仲間が加わることになった。







　翌日、入り口前でテグスが待っていると、革鎧をつけたスキャウンがやってきた。

「やあどうもおはよう、待たせちゃったかな？」

　昨日に引き続き、頭が軽そうな口調な挨あい拶さつを受けつつ、テグスは怪け訝げんな顔をする。

「おはよう、スキャウン。あれ、手ぶら？」

　ハウリナ並みに小さい体のどこにも、武器になりそうなものは見当たらなかった。

　しかし、スキャウンは自じ慢まんげに、腰から小枝のような細い短たん杖じようを引き抜く。

「この杖つえが武器さ。草隠族は五ご則そく魔ま法ほうの名手って、聞いたことあるでしょでしょ？」

　テグスは以前に読んだ本の中に、そう書かれていたことを思い出した。

　そして、五則魔法はテグスが持つ補短練剣のような神の祝福つきの武器だけではなく、専用の杖を使っても発動できるとも。

「じゃあ、スキャウンは五則魔法が使えるんだ」

「そりゃあその通りさ。杖の先に魔石をつけて呪じゆ文もんを唱えれば、あたり一面火の海さ」

「それぐらい、テグスも──もがもが」

　テグスはハウリナを口を塞ふさぎ、言いかけた言葉を止める。

「おやおやおや、どうかしたのかな？」

　不思議そうにするスキャウンに、なんでもないと身振りしてから、ハウリナの獣耳に口を寄せる。

「まだ仮の仲間だし五則魔法の使い手だから、僕が補短練剣を持っているのは秘密ね」

「もがもがもが」

　うなずいたので、口を押さえていた手を離し、スキャウンに向き直る。

「それじゃあ、【大迷宮】でお互いの実力を見せ合おうか」

「うむうむ、そうしようそうしよう」

　早速、全員で階段を下り、一層の通路を歩いていった。

　その際、自信ありげに先頭を歩いていたスキャウンが、危うく罠を踏みそうになったので、テグスが後ろから摑つかんで止める。

「そこ、罠があるからね」

「……おっとっとっと。それはそれは、教えてくれてありがとうな」

「罠の場所が分からないなら、僕が先頭を歩くけど？」

「そうしてもらえると、すごく大変助かるね。けどあまり後ろだと、五則魔法に仲間を巻き込むからな、君のすぐ後ろにいようかな」

　無む駄だに自信がありそうな足取りで、スキャウンはテグスの後ろに回った。

　その不思議な態度に、テグスたちは一様に首を傾げつつ、先へと進む。

　ほどなくして、五匹の《木人動像》が現れた。

「よしよし。さっきは失しつ態たいを見せちゃったからな、ここで挽ばん回かいだ！」

　スキャウンは張り切って短杖を取り出すと、先端に欠片ほどの魔石をはめ込んだ。

「じゃあいくな。［我が魔力をヴエルス・ミア羽ばたきに・エン・ベンミロ、吹き出すはミ・バアト切り裂く風・アリイジン・ヴエント］！」

　短杖を突きつけながら呪文を唱えると、魔石が粉に変わるのと同時に、《木人動像》たちの周囲に風が巻き起こる。

　すると、見えない獣が爪を振るったかのように、木の体に数筋の切り傷が生まれた。

　テグスたちはその威い力りよくに感心していたが、すぐにその風は止んでしまい、《木人動像》は元気な様子で近づいてくる。

「あ、あれあれ？　選択する魔法を間違えちゃったかな？」

「肉の体の相手なら、有効だったと思うよ」

　予想外という顔のスキャウンに指摘すると、テグスは紋刃小剣を抜いて駆け出す。

「［刃よ鋭くなれキリンゴ・アクラオ］」

　実力を見せる場なので、あえて鋭えい刃じんの魔術を剣にかけ、《木人動像》へ振るった。

　二匹の首を落としたテグスを後追いして、ハウリナとティッカリも走り込んでくる。

「［衝撃よ、打ち砕けフラーポ・フラカシタ］、あおおおおおおん！」

　震しん撃げきの魔術を込めたハウリナの黒棍が、二匹の顔面を粉砕する。

「いくの～。て～～～～や～～～～」

　続けて、ティッカリが突とつ撃げき盾たてで、最後の一匹の胴体を破砕させた。

《木人動像》が全て倒され、アンヘイラは構えていた弓を下ろし、矢を矢筒に戻す。

「次に持ち越しですね、新作の鏃に付け替えた矢の出番は」

「もともと《木人動像》は矢に強いから、アンヘイラが活躍するなら二層からだよ」

　名残なごり惜おしそうにいうので、テグスが慰なぐさめていると、スキャウンは驚きよう愕がくしていた。

「おおおお!?　テグスたち凄く強いな！　教えてもらっていた以上だ！」

　子供のようにはしゃぐ姿を見ながら、テグスはふと、ある言葉が気になった。

「そういえば、僕らのこと出会う前に知っていたようだけど。誰に教わったの？」

「もちろん、白銀証を作ってもらった、探訪者ギルドの職員さんにだな」

　世間話の延長で話題にされたのかと納得し、テグスは魔石化の祝詞を唱える。

「ワレ、もうこれ等に得るモノなし。疾とく御み許もとにお返しする」

「おおおお。大きい魔石が出てきた！」

　スキャウンが驚きつつ羨うらやましげだったので、テグスはハウリナたちに確認してから、初共闘のお祝いとしてこの魔石を渡した。

「どうも、ありがとうな。よーし、次はもっといいところ見せてやるぞ」

　喜び意気を上げる様子に、もう少し戦闘を見てみようと、迷宮の先へと進んでいった。







　何度か戦闘をこなすうちに、スキャウンは五則魔法の種類選択が上手になっていった。

　順調にいきすぎて、ついついテグスたちは次の層へ次の層へと下りていってしまう。

「［我が魔力をヴエルス・ミア呼び水に・エン・サブアクヴオ、溢れ出すのはミ・エルテイリ攪拌する水・キラード・アクオ］！」

　スキャウンは五則魔法を使い、七層で出くわした大きな軍ぐん隊たい蟻ありの魔物──《隊たい襲しゆう蟻あり》を三匹、短杖の先から出てきた水で球状に覆いつくした。

　すると水球内に激しい水流が生まれ、中にあるものを上下左右に翻ほん弄ろうする。

　十数秒後、水から解放された《隊襲蟻》は、溺おぼれてぐったりとしていた。

　苦もなく止とどめを刺し、テグスたちは死体を魔石化して回収する。

「このまま〝中町〟まで、進めそうです！」

「でも、そんなに連発して、大丈夫なの？」

　テグスは過去に五則魔法を使って、魔力の欠けつ乏ぼう症しよう状じようが出たことがあるので、スキャウンの体調が気になった。

　しかし、心配いらないとばかりに、張った胸を拳こぶしで叩いてみせてきた。

「大丈夫、大丈夫。初級の五則魔法なら、短くさっと使えばそんなに疲れないから」

　テグスはそんなはずはないと思いながらも、草隠族特有の体質かもしれないと考えた。

　ともあれ、次の層へ進もうと下への階段にくると、二十人ほどの探訪者に出くわした。

　少し前まで難なん癖くせをつけられて襲われていたテグスたちは、態度には出さずに警戒する。

　しかし、そうとは知らないスキャウンが、その探訪者たちに声をかけた。

「やあやあ、こんにちは。二十人て、けっこうな大所帯だな」

「お、おう。そっちは五人と少ないな。しかも全員が若そうだ」

　友好的なスキャウンの態度に、代表者らしい白髪しらが交じりの男が困り顔で答えている。

　テグスは助け舟を出すつもりで、会話に割って入ることにした。

「そっちは人が多いですから、先に階段を使ってください」

「そうか、助かった。なんせ《階層主》に挑むつもりなので、先を急いでいたのだ」

　ほっとした様子で、男は仲間たちを引き連れて、下への階段へ進んでいく。

　そのとき、前を通った人たちの格好を見て、テグスは首を傾げた。

　革鎧だけでなく木や金属の鎧があったり、武器の品質も人によってまちまちだ。

　最後尾のテグスと同年代らしき二人の少年と一人の少女は、大きな背負子を持ってつき従っているが、粗そ末まつな服だけで防具はない。

　なので、探訪者を何組も寄せ集めた集団みたいだと、テグスは感じた。

　そして、この少年少女たちは、十層で生け贄にされる子じゃないかと疑った。

　しかし、目が死んでいるのは一人の少年だけで、残る少年と少女は生き生きとした瞳で仲良さそうに歩いている。

　テグスがそこにも違い和わ感かんを抱いていると、スキャウンが彼らに小声で問いかける。

「ねえねえねえ、君ら。この後どうなるか知ってる？」

　無ぶ遠えん慮りよに聞こえる言葉に、死んだ目の少年は諦めているかのように肩を落とし、元気なほうの少年は鼻息を放った。

「ふんッ。先に進み【大迷宮】十層にいるという《階層主》と戦うのだ」

　以前に会った馬鹿貴族を思い起こさせる口調に、テグスとハウリナは思わず眉をひそめてしまう。

　すると、その少年の隣にいた少女が、急に平謝りし始める。

「ちょ、お兄ちゃん、だめだよ。ひぅ、ごめんなさい、ごめんなさい」

「何を謝る必要があるのか。問いに答えただけだろう」

　無駄に度ど胸きようがある兄と気弱な妹の取り合わせに、テグスたちが思わず笑いそうになる。

　すると、兄のほうが不満げに、唐突な宣言を始めた。

「俺は将来騎き士し団だん長ちようになる男。スページア・エンター・インサータス。覚えておけ！」

「ごめんなさい。じ、実家は農家ですし、お兄ちゃん本当はジョンって名前なんです」

　えばり散らし胸を張る兄のジョンに対し、妹のアンジィーは腰を折って頭を下げた。

　テグスは気にしていないと身振りして、二人の動きを少し観察する。

　結果はどちらも、白銀証を持つには相応ふさわしくないほど、つたないものだった。

「〝雑踏区〟から、この人たちに連れてきてもらったの？」

　他の人に聞こえないよう小声で問うと、ジョンが不ふ承しよう不ぶ承しようという態度でうなずいた。

「昨今、迷宮都市にこのアンジィーとやってきたのだが。いまから探訪者になっても、冬に凍とう死しすることになると脅おどされては、助けの手を握らざるをえなかった」

「あ、あの、お兄ちゃんは、ズルはイヤだって、自分の力で迷宮を攻略しようとしていたんです。けど、私がどんくさいから」

「よせ、アンジィー。この悪徳は、将来に偉い騎士になり人助けをすることで、返上するつもりなのだ。お前が気にすることじゃない」

　兄妹きようだいの事情は理解したが、この状況はガーフィエッタから聞いた、連れ回しの果てに生け贄にされる仕組みに合致していた。

　ハウリナとティッカリもそう思ったのだろう、心配そうな顔をしている。

「テグス、助けられないです？」

「ジョンとアンジィー、生け贄にされちゃうかもしれないの～」

「でも、あの人たちが本当に人助けで仲間にしたのだったら、勘違いになっちゃうし」

　そう説明をしながら、テグスは連れ回しの厄やつ介かいさに、いまさらながらに気がついた。

　少年少女を生け贄にするかどうかが、そのときにならないと分からないのだ。

　そして、仮に無理にでも助けようとすれば、テグスたちは二十人の探訪者と戦わなくてはいけなくなる。

　それは仲間の安全を確保すべき先導役としては、支払うには危険な代価だと感じた。

　テグスが考え込んでいると、スキャウンが指で突つついてきた。

「あれさあれさ、話に聞いた悪い連れ回しでしょ。助けないといけないんじゃない？」

　返答代わりに、思いついた問題点を説明すると、満面の笑みで返された。

「ならさ、あの人のあとについていって、どうするか見ればいいんじゃないかな」

「……危険をおしてまで、助ける義理はないんだけど」

「いやいやいや。人として助けるべきときでしょ。テグスが嫌なら一人でやるな」

　そう言うと、一人でさっさと先に行こうとする。

　仮でも仲間は見捨てられないので、テグスはスキャウンを引き止め、ジョンとアンジィーのいる探訪者の一団を、少し離れながら追ったのだった。







　つかず離れずに尾行しながら、十層の〝門番の間〟の手前にある準備部屋に到着した。

　もともと待機していた一団に彼らが加わり、五十人以上がその場にひしめき合う。

　テグスは息苦しそうな場所を避け、階段に立って中の様子を見ることにした。

　中にいる探訪者たちは談笑していて、《階層主》に挑むにしては緊張感がまるでない。

　逆に、複数いる少年少女は、ジョンとアンジィー以外、悲ひ愴そうな顔で息を殺している。

「ああ。これはもう間違いないかな……」

　テグスが諦め混じりの言葉を吐くと、中にいる探訪者の一人が声を上げる。

「うっし。人も集まったし、じゃあイケニエを選ばねえとな」

「こら、物騒な言葉を使うなよ。これはガキを大人にするための試練だぜ」

　笑い声が上がり、少年少女たちが怯おびえ始める。

　ジョンとアンジィーは何かが変だと気がついたのだろう、緊張した顔になっていた。

　その後、探訪者たちが話し合い、見知らぬ一人の少年を生け贄に選んだ。

「つーわけで、このガキを連れてきたこっちの組に渡すから、みんな規定料金払えよ」

　革袋の中に一人銅どう貨か数枚ずつ入れてから回し、最後に少年を差し出した探訪者たちの一団が受け取る。

　それを気分悪くテグスが見ていると、肩を突かれた。

　ハウリナかと思って振り向くと予想は外れで、スキャウンだった。

「あのさあのさ。あれって、もう悪い連れ回しだよな？」

「そうだと確定したけど、助けにいけないのは見て分かるよね？」

　テグスが冷徹に状況を判断して言うと、横で聞いていたハウリナがしょんぼりする。

「わうぅ。五十人と戦って、勝てる気はしないです……」

「あそこに割って入っても、こっちがやられちゃったら助けられないの～」

「命懸けででも逃げ出さなかった、あの少年の自業自得です、ガーフィエッタが言った通りに」

　ティッカリとアンヘイラも戦力差からか、ここで助けに入ることには消極的だ。

　しかし、そうとは思わない人もいたようだった。

「このお！　生け贄になどさせるものか！」

　ジョンがアンジィーの手を引っ張りながら、生け贄の少年を摑む男に体当たりした。

「ぐおっ!?　なにするんだ、このガキ！」

「寄るな！　それとお前はこっちにこい！」

　隠し持っていたらしき、石を削ったナイフを振り回し、ジョンは少年を背後にかばう。

「ええい、黙って見ていれば。大の大人が少年少女を悪の手にかけようなど。このスページア・エンター・インサータスの目がある限り、やらせはせん！」

　まるで演えん劇げきの一部かの台詞せりふを聞き、周囲の探訪者から失笑が起こった。

　その反応に歯は嚙がみしたジョンは、声をかける矛先を別に向け始める。

「ここに居合わせる少年少女諸君。このまま座して、生け贄にされることを待つ日々でいいのか！　いまこそ立ち上がり、自ら自由を手に入れるときではないのか！」

　テグスはこのジョンの行動を無謀と心で断じながらも、騎士になると妄言するだけの勇気はありそうだと、少し感心していた。

　かといって、助けにいくつもりはなかった。

　少なくとも、まだこの時点では。

「さあやるぞ。［我が魔力をヴエルス・ミア火口に注ぎ・エン・フラミング、燃え盛るはアデイシ・エクフラミ破裂する炎・エクスプロジ・フラモ］」

　五則魔法の呪文が聞こえて、テグスは驚いて横に振り向く。

　スキャウンが、親指大の魔石を先につけた短杖を、五十人の探訪者たちに向けていた。

　制止するより先に呪文は完成し、魔石が粉になり、炎の球が杖の先端から発射される。

　炎球はある探訪者の背に衝突すると、発はつ破ぱ石いしが爆発したような音を発生させ、爆炎と衝撃が周囲に撒まき散らされた。

「がああああ、熱あちいし痛てえ！」

　革鎧ごと背中を爆炎で抉えぐられた男を目にし、五十人全てがテグスたちに顔を向ける。

　その隙すきをつくかのように、再びジョンが声を上げる。

「見ろ！　こいつらも怪我をすれば血が流れる、俺らと同じ単なる人だ！　恐れず立ち向かえば光明はあるぞ！　さあ、いまこそ自由を手にするときだ！」












「う、ううぅ……うわあああああー！」

　煽せん動どうを受けて、目が死んでいた少年の一人が立ち上がり、ジョンの下へと駆け出す。

　すると、連れん鎖さ的てきに他の少年少女たちも、ジョンのいる場所に集合し始めた。

「あ、こら!?　くそ、どうなってやがる!?」

　探訪者たちが混乱している間に、テグスは仲間全員で生き残る方法を考え出す。

「分が悪い賭かけになっちゃうけど、探訪者五十人を相手にするよりかはマシか……」

　テグスは右手に紋刃小剣を、左手に補短練剣を持つと、ハウリナたちに指示する。

「〝門番の間〟まで五則魔法で道を作るから、ティッカリが先頭、僕が殿しんがりで一気に駆け抜けるよ。ハウリナとアンヘイラは逃げるのに邪魔な人を狙って」

　全員がうなずいてから、ハウリナがおずおずと聞いてきた。

「あの子たち、助けていいです？」

「意外とジョンは抜け目なさそうだから、勝手についてきちゃうだろうしね」

　テグスが消極的に同意すると、ハウリナだけでなくティッカリも喜ぶ様子を見せる。

「じゃあいくよ。［我が魔力をヴエルス・ミア火口に注ぎ・エン・フラミング、呼び起こすはミ・ボキス噴出する炎・ラケーテ・フラモ］！」

　炎えん壁へきの五則魔法の呪文を唱えながら、階段の終わりから〝門番の間〟の入り口を辿たどるように、補短練剣を振るった。

　呪文が完成すると、剣の軌道上の地面から炎が噴き上がって、探訪者たちの間を割る。

「火が止んだら走るよ！　スキャウンは五則魔法を放ちながら、ついてきて！」

「よっしゃわかった。ここは範囲に定評のある風の五則魔法を使っちゃおう。［我が魔力をヴエルス・ミア羽ばたきに・エン・ベンミロ、吹き荒れるはフオルタ・ブロ突き飛ばす風・フオーブロヴイ・ヴエント］」

　呪文を唱えながら、魔石を付け直した杖を、スキャウンは横よこ薙なぎに振るう。

　すると、突風が準備部屋を駆け巡り、中にいる人たちが横倒しになった。

　ちょうどそのとき、テグスの炎壁が消える。

「じゃあ、突っ込んでいくの～。と～～～～や～～～～」

　ティッカリが突撃盾を構えて、焦げて黒くなった地面の上を走り始める。

　ハウリナ、アンヘイラ、スキャウン、テグスの順に後を追っていく。

　ジョンたちの横を通りすぎるとき、ハウリナが声をかける。

「逃げるです。ついてくるです！」

　突風に倒されて呆然としていたジョンは、言葉を受けて我に返ったようだ。

「ハッ。そ、そうだ。この人たちについていくぞ！　ほら、アンジィーも行くぞ」

「ちょ、ちょっと待ってよ、お兄ちゃん」

　列に少年少女たちが加わり、そのまま一斉に〝門番の間〟に向かう。

　しかし黙って見過ごされるはずはなかった。

「このまま逃がしたら、面メン子ツが立たねえ！」

　最後尾を進むテグスとスキャウンに、複数の探訪者たちが襲いかかってくる。

「［我が魔力をヴエルス・ミア火口に注ぎ・エン・フラミング、呼び起こすはミ・ボキス噴出する炎・ラケーテ・フラモ］！」

「［我が魔力をヴエルス・ミア羽ばたきに・エン・ベンミロ、吹き出すはミ・バアト切り裂く風・アリイジン・ヴエント］！」

　二人が同時に別の五則魔法の呪文を唱え、噴き上がった炎の壁が数人の行く手を阻み、風に巻かれた数人が体に裂傷を負って地面に座り込む。

　それを突破してきた一人と、テグスは右の紋刃小剣で切り結ぶ。

　先頭のティッカリが〝門番の間〟に入ったのか、石扉が地面から上がる音がし始めた。

「早くいけです！」

「急いで入りなさい、慌てず騒がずに」

　ティッカリとアンヘイラが、ジョンたちを急かす声が聞こえてきた。

　出入り口が閉じるまで時間がないと分かり、テグスは補短練剣を鞘に仕舞う。

「スキャウン、先に行って！」

　指示を出してから、テグスは目の前の探訪者と鍔つば迫ぜり合いを始めた。

　そして、左手で相手の腕を摑むと、〝門番の間〟へと引っ張っていく。

「何のつもりだ!?」

　テグスは疑問に答えず、目の前の探訪者を盾にして、攻撃を防ぎながら移動する。

　そして、閉まりかける岩扉の直前まできたところで、相手を蹴り剝はがして自分だけ〝門番の間〟に跳んで入った。

「ふぅ……って、一息ついている場合じゃないんだよね。ここからが本番なんだし」

　閉まった入り口から目を離し、中に入った人数を確認する。

　テグスたち五人に加え、ジョンたち少年少女が七人の、計十二人。

「十二匹のコキト兵が相手か。厳しい戦いになりそうだ……」

　これで、いままで戦ってきたよりも三倍の数の相手と、戦わなければいけなくなった。

　テグスは、五十人の探訪者と戦うよりはいいと開き直り、火が灯り始めた燭しよく台だいを見て準備する時間が限られていることを悟った。







　一つ一つ灯る燭台を前に、テグスは慌しく指示をだす。

「ハウリナたちは装備の確認をして。ジョンたちは、逃げるときに背負ったままだった荷物を見て、中に武器か防具になりそうなものを探して。あったら身につけていて」

　少年少女たちは従うかどうか迷いを見せるが、ジョンが率先して行動を開始すると、真似するように動き始めた。

　テグスも斑紋鉈剣を抜きつつ、荒い手つきで魔石が入った小袋を、スキャウンへ渡す。

「それ、短杖に使って。あと戦い終わったら、なんでこんなことをしたか話してよ」

「いや、すぐ済むからいま言うな。テグスたちの仲間になったら、悪い連れ回しを五則魔法で懲こらしめてやってくれって、探訪者ギルド本部にいた女の職員に頼まれたのさ」

　意外な理由に、テグスのスキャウンに対する怒気が収まった。

「……それって、どんな人？」

「うーん、人間種は同じに見えるんだよね。あっ、けど、頰に点々があったかな」

　その説明で、ガーフィエッタと仲が悪い、そばかす顔の職員の企たくらみだと気づいた。

　そのことにあれこれ考える間もなく、周囲全ての燭台の火が灯り終わってしまう。

　テグスは味方の状況を確認する。

　ハウリナたちはいつも通り。スキャウンも短杖を手に気楽に構えている。

　しかし、ジョンたちはというと、元はコキトの武装だったらしき、鈍なまくらな短剣と棍こん棒ぼうをへっぴり腰で握っているだけだった。

「この様子だと、僕らが頑張らないと全滅だな」

　情けない様子を見せる彼らに、テグスは冷たく言い放つ。

「スキャウンを護衛に残すけど、基本的に自分の身は自分で守ってよ」

　自分たちの連携の乱れを考えて、スキャウンをジョンたちに配置する。

　そんな精一杯の恩おん情じようだったが、見捨てられたと思ったのか、泣き言が聞こえてくる。

「ひぐひぐ。なんでこんな」

「なんで、なんでよ。勇気を出して、生け贄じゃなくなったのに……」

　めそめそする姿に、ジョンが檄げきを飛ばし始める。

「ええーい。泣き暮れる暇があったら、武器を構えて生き残る方法を考えろ！　それが駄目でも、年上は年下の盾になる意気込みを見せろ！」

「お、お兄ちゃんの言う通りだよ。こ、怖いけど、がんばって、生き残ろうよ」

　ジョンの怒声と、アンジィーの震えながらの励ましによって、彼らに武器を構える力が戻ったようだ。

　しかしそんな意気を奪うかのように、広間の中央に魔物が複数出現する。

「「「ギャギャガガガー！」」」

　現れた十二匹のコキト兵が雄お叫たけびを上げ、手の武器を上へと突き出す。

　盾と大剣を持つものが多いが、両手長剣に始まり、馬ば上じよう槍やり、斧おの槍やり、戦せん槌つい、星球付き棍棒や、両手持ち用の大盾を持っている個体もいた。

　ジョン以外の少年少女たちは、見た目の威圧感に震え上がる。

　その恐怖を薄れさせるためか、スキャウンが短杖をくるりと回し、笑顔を浮かべた。

「心配しなくてもいいよ。五則魔法で、ばばばって守ってあげちゃうからな」

　しかし、励ましたかいもなく、少年少女たちは青い顔をしたままだ。

　それを見てテグスは肩をすくめながらも、動き出したコキト兵を見て顔を引き締める。

「他の人の心配をしている場合じゃないよね。みんな、やるよ！」

「わふっ！　はじめから、全力です！」

「多数を押さえ込むの、任せて欲しいの～」

「絶好の大舞台ですね、新作の鏃を試すのに」

　意気込むハウリナたちへの返事代わりに、テグスは身体強化の魔術の呪文を唱える。

「［身体よ頑強であれカルノ・フオルト］！」

「［身体よ、頑強であれカルノ・フオルト］！」

　ハウリナも同じ魔術を使うと、次にスキャウンが五則魔法の呪文を唱え始める。

「我が魔力をヴエルス・ミア羽ばたきに・エン・ベンミロ、吹き荒れるはフオルタ・ブロ身を飛ばす風・フオーブロヴイ・ベント」

　吹き荒れた突風で、コキト兵たちが体勢を崩すのを合図に、テグスたちは強きよう襲しゆうする。

「たああああああああああ！」

「あおおおおおおおおおん！」

「て～～～～～や～～～～～」

　テグス、ハウリナ、ティッカリは一画に突っ込んで武器を振り、大剣持ち、戦槌持ち、星球付き棍棒持ちの個体を一撃死させた。

「「「ギギャガアアア！」」」

　同族が倒されても気にした様子もなく、コキト兵たちは数で圧殺しようと動き出す。

「対応早いな、離脱するよ！」

　テグスは号令を発しながら、小鞄から出した煙玉を足元に叩きつけた。

　噴き上がる黒煙に紛れ、三人は逃げ出す。

　その姿を追って、煙中から出てきた一匹の頭に、矢が突き刺さり貫通した。

「新しい鏃は十分な貫通力があるようですね、一撃で頭ず蓋がいを通し抜けるとは」

　アンヘイラは戦果を確認してから、薄まる煙の間にコキト兵の姿を見つけるや、素早く矢を番えて射ち込んだ。

　コキト兵の腹に突き刺さり血が出るが、急所でなければ矢の一本では倒れないようだ。

　テグス、ハウリナ、ティッカリが再度突入する姿勢を取ると、ジョンたちの護衛のために残したスキャウンの呪文が聞こえてきた。

「［我が魔力をヴエルス・ミア火口に注ぎ・エン・フラミング、燃え盛るはアデイシ・エクフラミ破裂する炎・エクスプロジ・フラモ］」

　短杖の先から顔大の炎球が飛び進み、薄まる煙の中にいるコキト兵へ向かう。

　だが運悪く、両手持ち用の大盾に直撃し、爆炎をいなされてしまった。

　巻き上がった爆風で煙が完全に晴れると、コキト兵の一匹が大声を上げる。

「ギギャガ、ギギギャ！」

「「ギャギャギャー！」」

　なにかの命令を受けたような叫び声を上げ、コキト兵の集団が分かれた。

　盾と大剣を持つ三匹がテグスとハウリナとティッカリへ、腹に矢を射ち込まれた馬上槍を持つ一匹がアンヘイラへ、残りの四匹は大盾持ちを先頭にジョンたちへ走り出す。

　ジョンたちを先に潰そうとする動きに、テグスが対応しようとするが、盾と剣を持つ個体に道を塞がれた。

「邪魔だよ！」

「ギャギャガャ！」

　テグスは魔術で強化したままの体で突破しようとするが、振った斑紋鉈剣は盾で防がれ、横を抜けようとすると大剣で進路を塞がれてしまう。

　この遅滞行動はテグスだけでなく、ハウリナとティッカリにも行われていて、ジョンたちの救きゆう援えんに向かわせない意図が透けて見えていた。

　二人も足止めに気づいているようで、早めに倒そうと、攻撃し続けている。

　だがアンヘイラに向かった馬上槍を持つコキト兵は、矢を射ち込まれた恨みからか、執しつ拗ようなほど攻撃を放っていた。

「別の武器を使ってみましょうか、こうも近づかれてしまったので」

　人狩り時代に身につけたのか、アンヘイラは身軽な調子で避けつつ、右手で腰の革帯に差してある投剣を二本抜き、コキト兵の顔目掛けて投げ放つ。

　槍で防ごうとしたコキト兵だったが、間に合わずに二本とも突き刺さった。

「十分な威力がありますね、作ってもらった投剣も」

「ギャギィガー！」

　痛みからか、怒りをあらわにして、より苛か烈れつにアンヘイラへ槍を振るいだす。

　テグスたちの状況は優勢だったが、別働隊がジョンたちに迫っていた。

「［我が魔力をヴエルス・ミア火口に注ぎ・エン・フラミング、燃え盛るはアデイシ・エクフラミ破裂する炎・エクスプロジ・フラモ］。魔石を換えて、［我が魔力をヴエルス・ミア呼び水に・エン・サブアクヴオ、溢れ出すのは攪拌する水ミ・エルテイリ・キラード・アクオ］」

　護衛に残したスキャウンが、手早く短杖の魔石を交換しながら、五則魔法を連発する。

　しかし、先頭のコキト兵は大盾と体に傷を負いながらも、着実に前進していく。

　テグスはこのままではまずいと判断し、手の斑紋鉈剣を目の前の相手に投げつけ、空いた両手で小鞄を漁あさった。

　そして、左手で取り出した煙玉を地面に打ちつけ、真っ黒な煙がテグスを覆う。

　対するコキト兵は、煙には入らずに、テグスが出てくるのをじっと待った。

　少しして、揺れた黒煙の中から、何かが横へと飛び出してくる。

　コキト兵が警戒して視線を向けると、それは陶とう器き製せいの小さな玉──催涙玉だった。

　空中を弧を描いて飛び、アンヘイラを襲う槍持ちの頭に当たって割れると、入っていた《辛しん葉よう椒しよう草そう》の粉が周囲に散った。

「──ギイィィィギガァァアアアアア!?」

　放たれた粉が目に入った瞬間、槍を手放して顔を掻き毟むしり始める。

　絶好の機会に、アンヘイラが飛び退のきながら、空中で素早く弓に矢を番えて放った。

　掻いていた指の間から頭へ矢が刺さり、コキト兵は頭を抱える姿のまま地面に倒れる。

　この光景を見ていたテグスと対していた個体は、煙の中から鉄鏃の茨がついた縄が出てきたのを見逃してしまっていた。

「ギャガッガガガギ!?」

　縄が体に巻きつき鉄の茨が食い込んでから、コキト兵は初めてそれに気づいたかのように慌てだす。

　そのとき、煙中からテグスが呟く声が出てきた。

「［刃よ鋭くなれキリンゴ・アクラオ］」

　黒い煙の奥に生まれた薄っすらとした光が、動けないコキト兵の喉のど下もとに向かってきた。

「ギャガガ!?」

　体を捻って移動させた盾にその光が当たると、光の正体が鋭刃の魔術をかけられた紋刃小剣だと分かる。

　この攻撃を防いで安心した様子を見せるコキト兵に、煙の中から別の光──二本目の紋刃小剣が繰り出された。

　それは盾にも剣にも当たることなく、コキト兵の喉を貫通した。

　テグスはその手応えを感じて、煙から出る。

　コキト兵の死亡を確認してから、周囲の状況を確かめた。

　すると、アンヘイラが手すきになり、ジョンに近づく一団が健在だと分かる。

「アンヘイラは、ハウリナとティッカリの援護。僕はジョンたちの救援にいく」

　指示しながら右手の紋刃小剣を鞘に収め、その手で投剣を抜きつつ走り出す。

　そのとき、アンヘイラが放った矢が体を掠めても、文句を言うどころか嬉き々きとした様子で黒棍を振るう、ハウリナの姿が目に入る。

　二人の仲が良くなったことを変に嬉しく思いながらも、テグスは気を引きしめ直し、ジョンたちへ近づく一団に投剣を投擲した。

　大盾を持つコキト兵の肩に見事に刺さったが、気にする様子もなく前進し続けている。

　違和感を覚えて確認すると、息も絶え絶えになった大盾持ちを他が支えていた。

　それを見て、生半可な攻撃じゃ止められないと、テグスは悟る。

　左手の紋刃小剣を補短練剣に持ち替え、切っ先をコキト兵たちに向けた。

　そして、火か閃せんの五則魔法の射程範囲まで追いついた瞬間に、呪文を唱え始める。

「［我が魔力をヴエルス・ミア火口に注ぎ・エン・フラミング、呼び起こすはミ・ボキス火閃の炎・リニオ・フラモ］！」

「「「グオオオアアアアアアア！」」」

　補短練剣の先から炎が噴出すると、怪我のない三匹のコキト兵が、大盾持ちをテグスへ投げつけてきた。

　五則魔法の炎の中を、逆流しながら飛んでくる体に驚きながら、横に跳んで回避する。

　火ひ達だる磨まになって飛んできた大盾持ちは、テグスに当たることなく頭から地面へ落ちた。

　首の骨が折れる音が響く中、その三匹のコキト兵はジョンたちへ殺到する。

　素早く駆け寄ってくる相手に対して、スキャウンが小さい体たい軀くで立ちふさがる。

「ギッギギガアアアアア！」

「［我が魔力をヴエルス・ミア火口に注ぎ・エン・フラミング、燃え盛るはアデイシ・エクフラミ破裂する炎・エクスプロジ・フラモ］！」

　至近距離まで迫った相手に、恐れることなく五則魔法で爆炎を叩き込んだ。

　その衝撃と爆風で短杖が折れ、スキャウン自身も後ろに吹っ飛ぶ。

　それでもなんとかコキト兵の一匹の腹に大穴を開け、二匹を怯ませることに成功した。

　致命傷の個体はそのまま倒れたが、残るコキト兵は怒りをあらわに武器を振り上げる。

「グガガグググガアアアアアア！」

「グガアアイイイアアアアアア！」

　振るわれた戦斧と斧槍が、ジョンたちへと襲いかかった。

　ほぼ全員が硬直してしまい、少年と少女が一人ずつ、戦斧に両断される。

　斧槍を持つコキト兵もそれに続こうとするが、ジョンが立ちふさがった。

「アンジィーだけは、やらせはせん、やらせはせんぞー！」

　まぐれか実力かは分からないが、手にしていた鈍な短剣で受け止める。

　この一撃で短剣は折れ飛んでしまったが、斧槍の軌き道どうはそれ、ジョンたちは無傷だ。

　しかし受け止めた衝撃で、ジョンは後ろに弾き飛ばされ、地面で背中を打ったのか苦しげにもがく。

「お、お兄ちゃん。し、し、死んじゃイヤだよお！」

　すがりつくアンジィーに、ジョンは気丈な姿を見せる。

「ふ、ふふっ。き、騎士になる男が、こ、こんな場所で、し、死ぬはずがないだろう」

　そう話している二人へ向かって、二匹のコキト兵が武器を振り上げる。

　だが、ここでようやく、テグスが追いついた。

「だあああああああああああああああ！」

　体当たりするようにして、戦斧持ちへ紋刃小剣を突き入れ、背中から胸までを貫く。

「ガガギゴボゴボ……」

「ガガギイギイイイ！」

　黒い血を吐く仲間ごとテグスを斬ろうと、すぐさま一匹が斧槍を振るう。

　テグスは刺さった紋刃小剣を手放して、急いで地面に伏せた。

　その頭上を、コキト兵の体を貫通した斧槍の風が掠める。

　テグスは立ち上がり、もう一本の紋刃小剣を構え、斧槍を持つコキト兵と対峙した。

　互いに武器を構えて動かずにいると、横合いからハウリナが跳び込んできた。

「ぁぁああおおおおおおおおん！」

　ハウリナが脳天を打つと、彼女の脇下を通過した十字鏃の矢が、コキト兵の喉を抉る。

「ゴ、ゴゴギグエ!?」

「て～～～～～や～～～～～」

　突然の状況変化に混乱するコキト兵を、最後にティッカリが突撃盾で走りながら殴る。

　コキト特有の崩れた配置の顔がさらに崩壊し、首の骨が粉砕される音が響いた。

　頭が後ろへと折れ曲がり、膝から地面に沈んだ。

「はあ、はあ。ハウリナたちがきたってことは、向こうは倒したんだよね？」

「わふっ。アンヘイラの援護で、簡単になったです！」

「だから急いでこっちに来たんだけどね～……」

　血だまりに沈んでいる少年と少女の死体と、爆炎で吹っ飛ばされたまま動かないスキャウンに、ティッカリが物悲しそうな顔をする。

　五則魔法で自爆する姿を見ていたテグスは、スキャウンの首すじに指を当てる。

「生きているよ。気絶しているだけみたい」

　そのことに、居合わせた全員が安堵する。

　しかし、テグスたちはゆっくりとしてはいられない。

「ほら、戦闘が終わったから、急いで武器を回収しよう。終わったら〝中町〟の神像ですぐに転移して、ギルド本部にいくよ」

　これからの予定をテグスが口早に言うと、アンジィーに支えられて背中を痛そうにしながら立ち上がったジョンが、疑問を挟んできた。

「お、おい。せっかく〝中町〟に入るんだぞ。なんですぐに、地上に行かねばならん」

「なんでって。君らを逃がした五十人の探訪者たちが、【大迷宮】の出入り口で待ち伏せしようとする前に、ギルド本部に逃げるためだよ。基本的に不干渉っていっても、建物内で戦闘になれば、止めに入るはずだからね」

　ジョンとアンジィー、そして生き残った少年少女たちも、納得したようにうなずいた。

　ということなので、戦闘に使用した投剣と矢に、コキト兵の武器も素早く回収する。

　ジョンたちの提案で少年と少女の死体を背負子に載せ、気絶したままのスキャウンはティッカリが抱え、〝中町〟にある神像を目指す。

　その道すがら、スキャウンを利用してこの状況を作った、あのそばかす顔の職員をどうしてやろうかと、テグスは考え続けていたのだった。







　テグスたちは探訪者ギルド本部に、生け贄にされかけた少年少女たちとやってきた。

「ガーフィエッタさん、いませんかー！」

　他の職員に対応されると面倒なので呼びかけると、奥から足早にやってきた。

「テグスさん、私に早く会いたい気持ちは分からなくはありませんが、本部の中でそう大声をあげられると困ってしまいます」

　言葉とは裏腹に、ガーフィエッタは嬉しげな様子でやってきた。

　早速テグスは、先ほどの五十人の探訪者たちの顚てん末まつを、語って聞かせる。

「……それは大変なことになってますね。ですが、その愚ぐ痴ちを言いにきたのですか？」

「違いますよ。仮にあの人たちが襲ってきても、僕らだけならどうにかできそうなんで、こっちの少年少女たちを保護してくれないかなと」

　ガーフィエッタはジョンたちに視線を向けてから、静かに首を横に振った。

「テグスさん。前に言いましたよね。基本的にギルド側は、無む償しようで探訪者に救いの手を差し伸べることはありません」

「この事態に、あのそばかす顔の職員が一枚嚙んでいるとしても？」

　テグスが付け加えた言葉に、ガーフィエッタの三角眼鏡の奥の瞳が輝く。

「そこのところ、詳しくお願いできますか？」

「詳しく知る人を連れてきてますよ。いまちょっと気絶してますけど」

　テグスは、ティッカリの腕の中にいるスキャウンの頰を叩き、意識を取り戻させる。

「ん、んん？　おお、どうやらあの魔物は倒せた──あああ、杖が、大事な短杖が！」

　起きて周囲を確認した途端、杖が折れていることを嘆き始めた。

　ガーフィエッタがこれかという顔をするので、テグスはコレだよと表情で返す。

「……あの、少々よろしいでしょうか」

「まあ、折れたものは仕方ないか、買い直そう。とっと、はいはい、なんです？」

「あなたは当職員になにか関係があると、テグスさんに聞いたのですが」

「えっと、ボクを迷宮都市に呼んでくれて、無試験で白銀証を作ってくれたことかな。それとも、テグスたちの仲間になって悪い奴らを懲らしめろって、言われたこと？」

　証言を聞いて、アンヘイラは物凄く愉ゆ快かいそうな顔を浮かべる。

「その職員は、いまこの場にいますか？　いないのなら、なにか特徴はありますか？」

「そう言われてもな～。草隠族って種族的に、他の種族の顔の区別が難しいんだよな。ほら、他の種族って耳が小さいし、背が大きい人ばかりでしょ、でしょ」

　スキャウンはそう断ってから周囲を見回して、うなりながら頭を悩ませ始めた。

「顔に黒い点々をつけてたことと──そうだそうだ。デカイ胸を押し付けようとしてきたな。種族的に大きい胸は好きじゃないから、嫌だなって思ったんだったな」

　出てきた証言に、ガーフィエッタは歓喜が止まらないという顔で、再び質問をする。

「その職員に心当たりがあるのですが、実際に面会すればわかりますか？」

「もちのろんさ。『花は同じに見えても、見比べれば違いが分かる』っていうからな」

「なるほど。では、心当たりのある候補を引っ張ってまいりますので、少々お待ちを」

　足取り軽く奥へ行き、肉を叩いたような音の後、三人の職員を連れて戻ってきた。

　三人とも、豊満な胸を持つ女性職員で、顔に別個の特徴がある。

　一人は、目の下や口元にホクロが何個かある、人間種の人。にこやかに笑っている。

　もう一人は、頰に点てん描びようの刺いれ青ずみを入れた、猫系獣人の人。少し不満げな顔をしている。

　最後がテグスの知る、そばかす顔の女性職員。なぜか痛そうに、腹を押さえている。

「条件に合致するのはこの三人ですが、お分かりになりますか？」

　ガーフィエッタの質問に、スキャウンは三人の顔を間近で見比べ始めた。

　少しして、そばかす顔の職員を指差す。

「人間種と獣人の区別はつくからな。それと顔の点々の多さで、この人に間違いない」

「というわけで。特定の探訪者だけに便べん宜ぎを図り、探訪者間の争いを増長させるという、職員にあるまじき行動を取った犯人は──あなたに決定です」

　ガーフィエッタがにこやかに肩を摑むと、そばかす顔の職員は大慌てし始めた。

「な、なに言ってんの。こんな草隠族のことなんか、知らないわ！　初対面よ！」

「はいはい、事情は拷ごう──取とり調しらべ室しつにて担当官が聴取しますので。黙りなさいね」

　笑顔で言いながら、襟えり首くびを摑んで引き寄せ、鋭い膝蹴りを腹部へ叩き込んだ。

　一瞬で、そばかす顔が真っ青になり、苦しげに口を開け閉めし始める。

「それでは、そちらの草隠族の方もついてきてください。ああ、大丈夫ですよ、こちらは本当の取調室へご案内しますので」

　ガーフィエッタは満足顔のまま、そばかす顔の職員を引きずり、スキャウンを伴って奥へ消え、少しして戻ってきた。

「二人から詳しい事情はこれから聞きますが。個人的な不愉快事が消えそうなことに感謝しつつ、当職員がご迷惑と不利益をおかけしたことを、謝罪させていただきます」

　長年の胸のつかえが取れたような、晴れ晴れとした顔で頭を下げてきた。

　しかしテグスは、その行動だけでは納得しなかった。

「こんな事態になったのは、ガーフィエッタさんとあの職員の不仲が原因ですよね？」

「それも一因でしょうが、私と肥こえ溜だめ女の立ち位置の違いが、大本の原因なのです」

　意味が分からずにいると、ガーフィエッタがさらに説明する。

「あの女の使命は、迷宮で得られた物品を、祖国にもたらすことです。そして生きつ粋すいの本部職員である私は、取引のある国々に平等に売り渡せるよう心を配り、ギルドの利益と発言力を守ることが使命なのですよ」

　つまり、ギルド内の権けん力りよく闘とう争そうに、ガーフィエッタと関わりがあるテグスたちが、巻き込まれた図式らしい。

「ギルドの体制のせいで迷惑をかけられたのなら、お詫わびはしてくれるんですよね？」

「……仕方ありません。テグスさんの要望通り、そちらの少年少女を、春までギルド所有の隠れ家で預からせてもらいます」

「それだけだと足りないですね。スキャウンは騙だまされたようなものですから、処遇に手心を加えてください。あと、そばかす女は僕と敵対したんで、厳げん罰ばつを要求します」

「おや。あの草隠族の保障は、当たり前にすることですので、お気になさらなくても良かったのに。ですが、肥溜め女の尋問官には『厳しく』するよう、言っておきます」

　テグスは自分の分は終えたので、ハウリナたちにギルドに要求することはないかと、目で問いかける。

　しかし三人とも、首を横に振った。

「ギルドからもらいたいもの、特にないです」

「この件のお詫びなら、お酒は要求しにくいの～」

「消されそうですしね、あまりに変なことを頼むのは」

「最後に関しては、酷い言いがかりです。有能な探訪者はおいそれと消しませんよ」

　ガーフィエッタが心外だと怒るが、テグスはこれで面倒な事態は終わったと思った。

　しかしそれは、まだ少し早かったようで──

「では、ギルド側からテグスさんたちに、お願いがございます。そちらの少年少女を、【大迷宮】で鍛えてあげてはくれませんか？」

　唐突なガーフィエッタからの提案に、テグスは眉を吊り上げた。

「僕が迷宮に挑む目的は、まだ見ていない先の層に行くことですよ。なのに、あのそばかす職員に十一層に行くのを邪魔された上に、さらに足踏みしろと!?」

　テグスの怒声にも、ガーフィエッタは涼しげな顔をしている。

「なら依頼として、少ないですが報ほう酬しゆうはお出ししますよ？」

「僕はお金よりも、未知のことを知りたい欲求のほうが強いんです！」

　テグスが露ろ骨こつなまでに顔を歪めて嫌がると、ガーフィエッタの説得が始まった。

「おや、仮証時代に探訪者に助けられた経験を持つ、テグスさんらしくない発言ですね。恩返しなら後輩に手助けをしてやれって言われたと、嬉しそうに話していたではありませんか。それと、変な道具を衝動買いして、金欠で腹ペコになったときなどは──」

「わーわーわー！　待った、待った！」

　隠したい過去の行状を上げ連ねる所しよ業ぎように、我慢できずに制止する。

　恐る恐る後ろを見ると、ハウリナたちが興味津々な目をしていた。

　テグスが素早く顔を戻すと、ガーフィエッタが満面の笑顔を向けてくる。

「テグスさんが先せん達だつにしてもらったように、未熟な者に手を差し伸べてみませんか？」

「うぐぐぐ……覆せない過去の出来事を持ってくるなんて、卑ひ怯きようですよ」

「テグスさんに、来るもの拒まず、去るもの追わず、敵対するもの皆殺しな信条があるように。私にも、有効な手段は惜しまず使う、という心構えがありますので」

　しばしにらみ合いで抵抗を続けたが、ほどなくして立場の弱さからテグスが折れた。

「分かりました、引き受けます。もう、仮証のときはそうでもなかったのに。鉄証をもらってから、望む望まないにかかわらず、人との縁えんが空から降ってくるようだよ……」

「そうしょげないでください。教育の仕方は、お任せしますから」

　二人の話が終わりかけると、勝手に予定を決められて、ジョンが不服そうにする。

　それを見取って、ガーフィエッタが話の矛ほこ先さきを、ジョンに向け直した。

「そちらの勝ち気そうな子。なにか言いたそうにしてますが、連れ回しで不正に白銀証を得た罰だとでも思ってください。他の人たちも、そう納得してくださいね」

　一方的に喋る機会を奪われて、ジョンたちは全員、口を閉じてしまう。

　こうして誰の文句も上がらなくなったので、テグスがジョンたちを鍛えることが、正式に決定されてしまったのだった。







　ジョンたちと本部の隅に移動してから、テグスは不機嫌そうに挨拶をする。

「というわけで。君らに探訪者としての初歩を教えることになった、テグスだ」

　荒い言葉使いに、少年少女たちは怯えを見せるが、ジョンだけは尊大な態度のままだ。

「ふん。貴様は俺たちと同年代ではないか。そんなやつに教えてもらうことなど──」

　言い終わる前に、テグスはジョンに接近すると、迷宮の罠から回収した見え難にくくも強きよう靭じんな糸を小鞄から引き出し、彼の首に巻きつけた。

　慌てて首の糸を摑むジョンを見ながら、テグスは少年少女たち全員に言葉をかける。

「教育が終わるまで、口答えしないでね。じゃないと、こうするから」

　教育をやりやすくするために少し脅すと、不意に袖が強く引っ張られた。

　横目を向けると、ジョンの妹のアンジィーが、震えながら握っている。

「お、お、お兄ちゃんの、態度が悪かったの、謝ります。だから、だから……」

　青い顔をしての必死の懇こん願がんに、テグスはジョンの首から糸を外した。

　そして、アンジィーの行動に感心して、笑いかける。

「気が弱そうだけど、勇気はあるんだね」

　軽くその頭をなでてから、咳せき込んでいるジョンと少年少女たちを見回した。

「僕に教わるのが嫌なら、どっかに行っていいよ。けどその前に、〝門番の間〟で戦った分の報酬を頭割りする。君らには、コキト兵の武器を渡すから、好きなもの選んで」

　さっき倒した十二匹のコキト兵から回収した武器と盾を、全て床の上に並べて置いた。

　武器をもらえるとは思ってなかったのか、少年少女たちは一瞬嬉しそうな顔をするが、テグスを怖がって手に取らない。

　しかし、ジョンが臆おくせず大剣を手にして品定めを始めると、他も恐る恐る物色しだす。

　選び終えるのを黙って待つテグスの頭に、ティッカリが少し怒った顔で拳を乗せた。

「こら。さっきの糸は、やりすぎだと思うの～」

　小声での注意に、テグスはそうかなと首を傾げる。

「僕が養は母はのレアデールさんに受けた教育だと、最初に徹底的に追い込まれて、身のほどをいやってぐらいに教え込まされたよ？」

　それを横で聞いていて、アンヘイラは気の毒そうな顔をし、ハウリナは理解を示す。

「中々に独創的な教育法をしているのですね、テグスの母親は」

「でも、お母さんらしいです。自分の力を知るの、とてもいいことです」

　そんな雑談をしているうちに、ジョンたちの武器選びは終わったようだ。

　少年二人が大剣を選び、少女一人が馬上槍を取り、アンジィーは戦鎚を手にしている。

　ただし、ジョンだけは盾と大剣を装備していた。

「ふふん。施ほどこしの礼は、いつかきっと果たしてやろう」

　ジョンが大口を叩くと、その他の少年少女全員が顔色を青くする。

「それは君らの取り分だから、礼なんていらないよ。あとは、防具を買わないとね」

　残った武器は必要ないので、銅貨に換かん金きんすると、全員荷物を持って本部から出る。

　どこに行くのか不安げな少年少女たちを無視しながら、冬間近の肌寒い風が吹く街中を移動して、〝雑踏区〟にあるソディー防具店にやってきた。

　扉を開けて中に入ると、店主のメイピルが笑顔で迎え入れてくれる。

「お久しぶりね。三人とも、約束通り鎧を壊す前に、顔を見せにきてくれたわね」

「おひさしぶりです！　この鎧、とても役に立ってるです！」

　ハウリナが元気に挨拶する中、約束を忘れていたテグスは、話題を変えることにした。

「今日は、後ろにいる人たちの防具を買いにきたんです」

　ジョンたちを前に並ばせると、メイピルが意外そうな顔をする。

「そっちの黒い子も新顔だし、いきなり多く仲間を作ったのね」

「アンヘイラはたしかに僕の仲間ですけど。ジョンたちは白銀証を持つにしては弱すぎるからって、ギルドの職員から教育を依頼されたんですよ」

　テグスが肩をすくめると、ジョンが反発した。

「おい。俺たちが弱いとは、あの職員は言ってなかっただろ！」

　口答えをしたので、テグスがもう一度首に糸をかけてやろうとすると、メイピルが仲ちゆう裁さいするように手を大きく叩いた。

「はいはい、大体の事情はわかったわ。それで、予算はどのぐらいを考えているの？」

「これで全員分をお願いしたいんですけど」

　テグスは、先ほどコキト兵の武器を換金した銅貨を入れた、小袋を手渡す。

　武器に続き、防具も買ってもらえるとは、欠片も考えていなかったのだろう。

　ジョンたちは驚いて、銅貨の入った小袋とテグスを交互に見ている。

　テグスはその視線を、面倒臭そうに手で払いのける。

「鎧なしの君らじゃ、【大迷宮】の魔物に瞬しゆん殺さつされちゃうし」

　そう語っている間に、メイピルは袋を開けて中を見てから、手で重量を確かめた。

「ふーん。このぐらいの銅貨で五人分なら、そこそこの鎧しか買えないわよ？」

　テグスが構わないとうなずくと、店の奥から五つ鎧を持ってくる。

　それは、テグスとハウリナが初めてこの店で購入した、《平へい硬こう虫ちゆう》の胸鎧に似ていた。

「《平硬虫》の硬殻を整えるときに出る、端材を組み合わせて作った鎧よ。軽くて安いけど、さほど丈夫とはいえないわ。これで本当にいいかしら？」

「僕が教える間だけ保てばいいので、それで十分です」

　テグスの了承を得て、メイピルは胸鎧を調整しつつ、ジョンたちにつけていった。

　鎧を着させてもらうと、ジョンは満足そうに、他の面々は嬉しいながらも恐縮する。

　そんな様子を見てから、メイピルはテグスの肩を突き、口を耳に寄せてきた。

「さっき白銀証って言ってたけど、もう【大迷宮】に入っているの？」

「はい。いまは〝中町〟を拠点にしています」

「……鎧に傷がほぼないから、無茶はせずに、慎重に進んでいるようね」

　メイピルは安堵した様子を見せると、前掛けから小さな木の板と棒状の炭を取り出す。そこに文字を書きつけてから、テグスへ手渡した。

「【大迷宮】二十層ぐらいまでは、その鎧でも耐えられるはずだけど。早いうちに、そこに書いた〝中町〟にある、私より良い腕の防具職人の店に、相談にいきなさいね」

「心配してくれて、ありがとうございます。ジョンたちの教育が終わったら、すぐに行ってみます」

　メイピルに別れを告げて、テグスたちはソディー防具店まできた道を引き返していく。

　すると、ジョンが問いかけてきた。

「それで次はどこにいくんだ？」

　他の少年少女がテグスを恐れながらも感謝しているようなのに、ジョンの態度は一切変わっていない。

　その芯しんの強さに、テグスは半ば感心して、これからの予定を教えてやることにした。

「今日はギルド本部へ戻ったら解散。明日になったら、【大迷宮】で特訓だね」

　言いながら視線を空に向けると、太陽が傾いて、夕日になりかけていた。







　翌日の早朝、テグスたちはジョンたちを【大迷宮】の一層目で、鍛え始めた。

　教え方は単純明快。

　間引いた魔物と戦わせて、通路上の罠がある場所へ蹴り入れるだけ。

「うおおおおお!?　こんなの絶対におかしいだろ！」

「あ、あの、あの。ほ、本当に、み、見守っててくれるん、ですよね……」

「はいはい。頑張らないと、死んじゃうよー」

　ジョンたちの悲鳴が響くが、彼らが酷ひどい怪我を負いそうになる直前まで、テグスたちは手を出さない。

　そんな鍛え方を続けていくと、最初は連れ回しの弊へい害がいで、他人に頼る気持ちが大きかった彼らも、自分たちだけでどうにかしようとし始めた。

　さらには、自然にジョンを中心にまとまりだし、一緒に困難に立ち向かおうとする。

　それでも、【小迷宮】すらまともに突破していない彼らは、命懸けでも《木人動像》一匹を倒すことが限界で、罠もろくに見破れない。

　次第に気分が下降していくのを見計らって、テグスは気のない言葉をジョンにかける。

「そんな実力しかないのに、騎士になりたいだなんて、笑っちゃうね」

「なにを!?　俺の夢を笑うつもりか!!」

「いやいや。ジョンと実際の騎士との力の差は、笑い話にもならないほどだよ」

「ふん。本当の騎士を見たことなど、ありはしないくせに！」

「残念。僕たちは戦ったことすらあるんだよ。まあ、手加減されたのに、引き分けにしか持ち込めなかったけどね」

　テグスが失態を思い出して半笑いで語ると、ジョンは騎士を引き合いにだされたことで、意気を奮い立たせたようだった。

「ならば、お前の知る騎士と寸分違たがわぬ戦いを、これから見せてやろうではないか！」

「うっさいです。つぎのきたから、さっさと戦えです」

　テグスに偉そうにするジョンが気に入らないのか、ハウリナは背中を蹴って、現れた《木人動像》へとけしかける。

「ぬおおおおおおお！　やってやる、やってやるぞ！」

「お、お兄ちゃん。あ、あの、みなさん、いきましょう」

　アンジィーが他の仲間に声をかけ、ジョンの援護に向かっていった。

　そんな風にして、ジョンたち全員が生傷を負い、足腰立たなくなるまで戦わせてから、ようやく地上へ戻る。

　ギルド本部に併設された食堂に連れて行き、ジョンたちを席に座らせた。

「さて、明日も同じことやるから。さっさと寝て、疲れをとっておいてよ」

　テグスたちが立ち去ろうとすると、ジョンが声をかけてきた。

「お、おい。これからお前らはどうする気なんだ？」

「まだ昼だからね、これから稼ぎに、魔物を狩ってくるんだよ」

「なッ!?　魔物の数を減らすために、俺たち以上に戦っていたはずだぞ!?」

「あの程度、肩慣らしにしかならないよ。それに、余った時間がもったいないしね」

　ここでようやく、実力差を痛感したのか、ジョンは悔しげにうつむいた。

　そんな鍛えかたで、何日も特訓を続けていたある晩。

　ジョンたちが食堂の机の上に突つっ伏ぷしている横で、テグスたちが料理を食べていると、ガーフィエッタが近づいてきた。

「テグスさん。教育は順調ですか？」

「やっと、【中迷宮】の十層までは、どうにか通じるぐらいになりましたよ」

　そのジョンたちの評価に、ガーフィエッタは満足そうにする。

「ならば、もう十分ですね。依頼達成として、こちらをお納めください」

「ふーん、だってさ。良かったね、今日で終わりだって」

　小袋を受け取りながら喋りかけると、ジョンたちは疲れ果てた格好のままで、全身から歓喜の感情を発する。

　テグスはそれを見て苦笑してから、ガーフィエッタを見つめる。

「こんなことを言いに、食堂にきたんじゃないですよね。本当の用件はなんですか？」

「はい、あの肥溜め女の調書が揃そろい終わりました」

　ガーフィエッタに席を勧め、詳しい話を聞くことにした。

「あの女の企みは、事前に正義感を煽った草隠族をテグスさんの仲間に入れ、十層で生け贄を使おうとする探訪者──あの女の手て駒ごまに戦いを挑ませます。圧倒的な人数の差でテグスさんたちを生け捕りにし、協力者に仕立て上げるつもりだったそうです」

「……ずいぶんと、計画が回りくどくないですか？」

「それは首しゆ謀ぼう者しやを分からなくするため、だそうですよ。計画の要かなめに草隠族を選んだのも、人間種の顔を覚えられないというのが、決め手だったそうですし」

　ガーフィエッタの説明を一通り聞いて、テグスは目の敵かたきにされた理由が気になった。

「僕たちをそこまでして狙ったのは、ガーフィエッタさんと知り合いだからですか？」

「それに加えて、テグスさんたちが協力者を何組も殺したので、腹いせのためでもあったようです」

　前に【大迷宮】で探訪者たちからしつこく勧誘されたわけは、そういう裏事情があったんだと、テグスは納得した。

「それで、望まずに加担することになった、スキャウンは罰を受けるんですか？」

「罰ばつ則そくは与えませんが、あの女の所属国が当ギルドに謝罪するまで、証人保護のため解放できません。この件は当人に事情を話し、納得してもらっています」

　本人が納得済みならと、テグスは納得し、アンヘイラも理解を示す。

　しかし、スキャウンを気に入っていたらしい、ハウリナとティッカリは不満を見せる。

「わふっ。スキャウン、仲間です。会って、話がしたいです」

「ギルドが保護するってことは、これでお別れになるかもしれないんだよね～。なら、お別れの挨拶ぐらいはしたいかな～」

　二人の求めに、ガーフィエッタは少し悩む素そ振ぶりをする。

「……でしたら、まだ取調室にいるはずですので、護送される前に呼んでまいります」

　少しして、ガーフィエッタと二人の護衛に挟まれて、スキャウンがやってきた。

　爆炎に吹っ飛ばされた影響か、頰には湿布が張られ、右手を三角巾で吊っている。

　そんな痛々しい姿ながら、テグスたちに満面の笑みを浮かべてみせる。

「やあやあ、テグスたち。元気にしていたかな？」

「スキャウンのほうが怪我しているんだから、それはこっちの台詞だよ」

「なんだか、痛そうです。だいじょーぶです？」

　テグスとハウリナが心配すると、スキャウンから気にするなという身振りを返された。

「大げさに治療されただけで、大丈夫だよ。けど、悪かったね。ボクのせいで、変なことに巻き込んじゃった挙句、お詫びする前に仲間から離脱しないといけないなんてな」

「そんなこと、全然気にしなくていいの～」

「あのそばかす顔の女ですからね、悪いのは全て」

　それから少しの間、楽しく会話を続けていたが、ガーフィエッタに割って入られた。

「もうそろそろ、隠れ家まで護送しないといけませんので」

「そういうことらしいから。テグスたち、じゃあな！」

「スキャウンも元気でね」

「ケガ。早くよくなるよう、いのるです」

「もう会えないかもしれないけど、またどこかで会いたいの～」

「あと、しっかりと証言してくださいね、あの女と所属国に不利益をもたらすために」

　そうして、テグスたちはスキャウンと、ついでに教育依頼が終わったジョンたちとも、この場で別れることになった。

　この十数日は、迷宮の全てを目にするというテグスの目的からすれば、長い寄り道だ。

　しかしながら、人の縁に振り回されることも、たまには悪くない。

　そう思いながらも、テグスは首を振ってその考えを追い出し、いよいよ入ることになる【大迷宮】十一層へと思いをはせるのだった。
















　スキャウンやジョンたちと別れた翌日。テグスたちはギルド本部で、【大だい迷めい宮きゆう】の十一層から二十層までの情報を、教えてもらうことにした。

「いいですか。十一層から下は、三層ごとに出てくる魔物が変わりまして──」

【大迷宮】に出る魔物が載った図ず鑑かんを片手に、ガーフィエッタが一通り教えてくれた。

　テグスは情報を頭に叩たたき込みながら、好奇心から図鑑の続きが気になってしまう。

「ガーフィエッタさん。もっと先の層の情報を、教えてくれませんか？」

「先を気にするより、二十層《階かい層そう主ぬし》である古代の魔物──『キャサドプトル』を倒せるよう精しよう進じんしてください。ですが、そうですね。【大迷宮】《迷めい宮きゆう主ぬし》の《火か炎えん竜りゆう》の姿はお見せしましょう」

　白はく銀ぎん証しようの絵柄で説明したからか、ガーフィエッタはあっさりと図鑑の最後を開く。

　そこには羊よう皮ひ紙しの一面に黒インクで、竜の姿が生々しく描かれていた。

　体は硬そうに見える鱗うろこで覆われ、蜥蜴とかげとは違って後ろ脚が太く、前脚は細い。

　そして、前脚の鉤かぎ爪づめを開き、皮膜のある翼を大きく広げ、並んだ牙きばを見せるように薄く口を開く姿は、実に恐ろしげだ。

「これを倒すことこそが、この迷めい宮きゆう都と市しに住む探たん訪ぼう者しやの至上目標となります」

「それを言うなら、最終目的じゃないんですか？」

「人によって目的は違います。ですので、これ以上はない目標と定義されたのです」

「なるほどね。じゃあ、その至上目標を倒せた人はいるんですか？」

「もちろんです。テグスさんがよく知る『殲せん滅めつ者しや』レアデールも、その一人ですよ」

「あれ？　レアデールさんの二つ名って『歌か唱しよう精せい霊れい使い』だったはずですよね？」

　聞き間違いかと思っていると、ガーフィエッタが笑みを向けて質問してくる。

「テグスさん。来るもの拒まず、去るもの追わず。さてでは、敵対者は──」

　答えを求めるように掌てのひらを向けられたので、反射的に答える。

「──皆殺し。ああ、なるほどね」

　口に出してみて、レアデールに好感を持つ人は歌唱精霊使いと呼び、嫌悪を抱く人は殲滅者と蔑さげすむのだと、予想がついた。

　ガーフィエッタはテグスが気がついたと分かったのだろう、微笑ほほえむと図鑑を閉じた。

「テグスさんの目標は、【大迷宮】の最下層まで行くことでしたよね。でしたら将来は、そんなレアデールと並び立つ探訪者になるわけですよ」

「そんな先のこと、想像もつかないや」

「はい。このように、あまり先のことを考えても仕方がないので、二十層の《階層主》を倒すことに集中してくださいね」

　そこで話が繋つながるのかと、テグスはしてやられた気分になった。

　なので助言通り、ひとまずの目標として、二十層の突破を掲げることにしたのだった。







【大迷宮】へ入り、順調に〝中なか町まち〟までやってきた。

「九層と〝門もん番ばんの間ま〟を通るときに獲ったコキトの武器は、クテガンのおっちゃんのところに置いていこうか」

「こんなのあっても、ジャマです」

　四人はクテガンの店へ行き、扉を開ける。

「よう、お前ら。ボロ剣を持ってきたのか？　それとも武器の整備か？」

「武器に問題はないよ。コキトの武器を渡しにきただけだよ」

「いい調子で満足してますよ、作ってもらった鏃やじりは」

「そう言ってもらえると、鍛か冶じ師しとして作った甲か斐いがあるってもんだ」

　所定の場所にコキトの武器を置いていると、テグスはついでにと、前にメイピルからもらった木板を取り出した。

「クテガンのおっちゃん、この場所がどこかわかる？」

「どれ、見せてみろ……この前の通りを真っ直ぐに、岩壁まで行けばいいみたいだな。それでそこは何の店なんだ」

「腕の良い防具屋なんだってさ。教えてくれてありがとう」

　テグスたちはクテガンに別れを告げ、木板に書かれた場所へ向かう。

　たどり着いた店には、大きな木板の看かん板ばんに『白しら樺かば防ぼう具ぐ店てん』の共通文字と、茂った白樺の木の図が刻まれていた。

「あれ？　この店、岩壁の近くじゃなくて、『岩壁の中』にあるみたいだね」

　テグスがそう言ったように、岩壁に扉と看板が埋め込まれるように存在していた。

「でも、かなり大きな店です……」

「扉と間口は高さがあって、背が高い人も入りやすそうなの～」

「ティッカリ並みの大柄なのでしょうか、ここの店主は」

　恐る恐る扉を押すと、かなりの大きさがあるのに、滑るように開いた。

　テグスが好奇心から扉の構造を見て、特殊な金属製の蝶ちよう番つがいがこの滑らかさの理由だろうと見当をつける。

　店内も見てみると、岩壁を掘って作ったとみられる岩肌の壁と、鎧や盾が置かれた少し変わった形の棚が相まって、異国に転移したかのようだった。

　そんな不思議な店に見入っていると、店の奥から気が抜けた上に弱々しい声があがる。

「お客さんー？　えーとー、どちらさまー……」

　目を向けると、売台に上体を伏せている、うっそうと白はく髪はつが伸びた人物が見えた。

「ソディー防具店のメイピルさんから、この店を紹介されたんですけど」

　テグスが声をかけると、白髪の間から手が伸び出てきて、何かを要求するようにのろのろと掌が動く。

　老人かと思いきや、その手は皺しわがないどころか、手入れされたような肌はだ艶つやをしている。

　テグスは少し考えてから、その掌にメイピルから貰もらった木札を載せてみた。

　すると、重みを感じて動く人形のように、白髪の人物はゆっくりと顔を上げる。

「ああー、あいつのー紹介かー……」

　納得したように呟つぶやき、重そうに体を机の上から持ち上げていく。

　長い前髪の間から覗のぞく顔も若々しく、十代後半か二十代前半に見える。

　ただ、顔も前掛けをしている体も、男性とも女性とも判断のつかない形をしていた。

「ふぅ～。いらっしゃーい。白樺防具店のー店主のー、エシミオナでーす」

　完全に体を起こし、ゆったりとした口調でそんなことを言ってきた。

　そのとき、髪に埋もれた耳の先が少し尖とがっているのを見て、樹じゆ人じん族ぞくだと気がついた。

　しかし、本当の年ねん齢れいをテグスが気にする前に、体を起こしたばかりのエシミオナは、上体をふらふらと揺らし始めた。

「あ、あの、大丈夫ですか？」

「あー、あいつのー紹介だからーね。素材ー持ってくれば、防具を作ってあげるーよ」

「いえそうではなくてですね。ゆらゆら揺れているので、大丈夫なのかなと」

　喋しやべるたびに前に後ろにと揺れているので、テグスは少し心配になる。

　それを聞いて、エシミオナは笑い出した。

「あはっ、あはっ。大丈夫だーよ。樹人族の特性ーで、長い間日に当たってーないと、髪が白ーくなって、ちょっとーふらふらするだけーだから」

「だいじょーぶに、見えないです」

　ハウリナの指し摘てきに、エシミオナはゆらゆらと手を振った。

「こうなったほうが、防具の作成作業ーのとき、手先が器用ーになる気がするんだよ」

　そういうものなのだろうかと、テグスたちは全員首を捻ひねる。

「まあまーあ、こっちの体調のこーとは置いておいてさ。今日は、なんのよーうかな」

「そうだった。メイピルさんに、僕らの防具で二十層までいって大丈夫か、相談するように言われたんです」

　理由を聞いてエシミオナは、ゆらゆらと揺れながら、前髪の間から厳しい目を向ける。

「《肉にく弾だん鹿しか》と《突とつ鱗りん甲こう鼠そ》をー使った鎧かー。良い作りだーから、二十層まで保つと思うーよ。けど、黒い格好の子ーは、防具の素材がー普通の革だから少し不安かーな」

　的まとを射た指摘に、アンヘイラが自分の黒い革鎧を引っ張る。

「買い換えたほうがいいですか、新しいものに」

「どうかーな。弓を使うなーら、攻撃されることーも少ないだろうーし。まあ戦ってみなきゃーわからない部分だーね。駄目そうだーったら、この店に作りにきーてよ」

　その全く駄目ではないという判断に、アンヘイラは安心したようだった。

「ならいまのうちに、鎧向きの素材が獲れる魔物を、教えてくれませんか？」

　テグスがそう尋ねると、エシミオナは揺れながら、顎あごに指を当てて考え始めた。

「近場で揃そろえーるなら、十七層から十九層にでーてくる、『ルゥーノ』の革、『アムサウリア』の硬こう皮ひ、《装そう鉱こう岩いわ亀がめ》の甲こう羅らーかな。それで、君らの一段上の鎧が作れーるよ」

　逆に言えば、二十層近くまで行かないと、鎧を更新できないということだった。

「分かりました。まずは、その魔物の素材が獲れるように、進んでいきます」

「おー。死ななーい程度に頑張れーよー」

　これで話は終了とばかりに、エシミオナは机の上にうつ伏せになる。

　少し変わった店主に戸惑いながらも、テグスたちは店を後にして、まずは十一層に下りてみることにした。

　初めて入る場所で、階段を下りるテグスの歩みは、期待感で弾んでいるのだった。







　いよいよ入った【大迷宮】十一層は、十層までとは少し趣おもむきが異なっていた。

「ここからは、【中ちゆう二に迷めい宮きゆう】で見たような通路に変わるんだね」

　まず通路の見た目が、鉱こう山ざん洞どう窟くつのようなものになり、でこぼことしている分、罠わなを見つけるのが難しくなった。

　天井の光球も、張り出した岩が影を作って、通路の一部が黒くろ塗ぬりされたように見える。

　見かける探訪者たちも、強つわ者もの然ぜんとした態度と、それに見合った装備を持つ人ばかりだ。

　しかし、そんな違いを見つけるたび、テグスは好奇心がうずく。

「ガーフィエッタさんの話だと、十一層から十三層までは、六層から九層に出てきた魔物しかいないらしいし。ちゃっちゃと進んじゃおう！」

「どんな魔物、でるです？」

「《捩れい角かく羚羊かもしか》、《隊たい襲しゆう蟻あり》、《鉄てつ皮ぴ駒こま犬いぬ》、武装コキトの四種類だったかな～」

「苦戦するような相手ではないですね、いまの私たちならば」

　意い気き揚よう々ようと十一層を進もうとしたが、予想に反して出会った魔物に苦戦してしまう。

　なにせ、《捩角羚羊》と《鉄皮駒犬》が一匹ずつ、武装コキトが二匹という、他種で組んだ相手だったからだ。

　しかも武装コキトは、《捩角羚羊》と《鉄皮駒犬》の背に乗って、槍やりを振るってくる。

「四種類がごちゃ混ぜで、四匹から六匹襲ってくるって聞いてはいたけど！」

「コキトが、イヌとシカの背中に乗ってきて、ビックリです」

「連携して攻撃してくるとは意外ですね、別種同士なのに」

「違った特徴の魔物同士だから、戦い難にくいの～」

　武装コキトを狙ねらって、アンヘイラが矢を放ち、ティッカリも突とつ撃げき盾たてで攻撃する。

　そのとき、コキトを守るように《鉄皮駒犬》が動き、一部にある鉄の皮ひ膚ふで矢を弾く。

《捩角羚羊》も同じように、頭のねじれた角で突撃盾をいなす。

「ギャギャギャー！」

　武装コキトが反撃に、ティッカリに槍を突き出してくる。

　そんな初めて体験する魔物の連携に、テグスたちはどうにか順応していった。

「［刃よ鋭くなれキリンゴ・アクラオ］！」

　テグスが鋭えい刃じんの魔術をかけた斑はん紋もん鉈なた剣けんで、《鉄皮駒犬》を皮膚の毛皮や鉄など関係なしに斬きり捨てた。

「あおおおおおおおおおおん！」

　背から落ちた武装コキトへ、ハウリナがすかさず黒こく棍こんで止とどめを刺す。

「て～～～や～～～、て～～～～や～～～～」

　ティッカリは左右交互に突撃盾を振るい、《捩角羚羊》の角をヒビ割らせて折ると、胴体部に直撃を食らわせる。

「止めですよ、これで」

　投げ出された武装コキトの額を、アンヘイラは円えん錐すい鏃やじりの矢で素早く射い貫ぬいた。

　どうにかこうにか魔物四匹を倒し、テグスたちは一息つく。

「でもさ、これって。組み合わせ次第で戦い方が、変わってきそうだよね」

「でてくるの、コキト、イヌ、シカ、アリです。いろいろ、やってきそうです」

「コキトが《隊襲蟻》に乗ってくるのは、確定だと思うの～」

「しかし混乱してしまいそうですよね、なまじ上の層で戦っているだけに」

　このままでは別種で組んだ魔物の連携によって、怪け我がを負ってしまうかもしれないという懸念が、テグスの中で芽生えた。

「戦い慣れるまでは、罠を利用して戦ったほうがいいみたいだね」

「わうぅ、しかたないです」

「地道に力をつけるには、良い考えだと思うの～」

「次がやってきましたよ、こう話している間に」

　アンヘイラの言葉を受けて構え直すと、《捩角羚羊》と《隊襲蟻》が二匹ずつきた。

「戦い方の傾向が摑つかめるまで、時間がかかりそうだ」

　テグスは呟きながら気を引きしめると、ハウリナと共に打ちかかっていったのだった。







　テグスたちは〝中町〟を拠きよ点てんに、十一層で実力をつけつつ、三、四日に一度探訪者ギルド本部で手にした素材を換かん金きんする生活を二十日ほど続けていた。

　それでも、別種で組んだ魔物の連携に、まだ苦戦することが多い。

「コキトが乗った《鉄皮駒犬》と戦うのは、大変だなッ！」

「いま、《隊襲蟻》と戦ってるです。手伝えないです！」

「《捩角羚羊》を倒せたら、援護にいくの～」

「テグス数秒押さえてください、矢で急所を射貫きますから」

　工夫を凝らして奮ふん闘とうして経験を積み、着実に地力を上げていっていた。

　そんな頃、テグスたちがギルド本部で素材を換金していると、意外な人物に出くわす。

　仮かり証しようのときに仲間にならないかと声をかけてくれた、あの探訪者たちだ。

「あれ、お久しぶりです。たしか、マッガズさんとミィファさん、でしたよね？」

「よー、坊主。ほぼ一年ぶりか、どうしていたかと思ってたんだぜ」

「そうよ。マッガズったら、まだきていないか、って本こ部こで聞き込みしていたのよ」

「おいおい、ミィファ。そういう恥ずかしいことは言わないでくれよ」

　黒髪を短く刈り込んだ筋きん骨こつ逞たくましい男性と、その横にいる髪を後頭部で折り曲げて結った女性。二人の後ろにも、彼らの仲間が四人立っている。

　ハウリナが彼らの姿を見て、警戒したようにテグスに身を寄せる。

「この人たち、テグスの知り合いです？」

「ちょっと話したことがある、強い探訪者さんたちだよ」

　警戒しなくていいと伝えると、マッガズが気恥ずかしそうな顔をする。

「おいおい、俺らが強いだって。当たり前な紹介をするんじゃねえよ」

「とか言いながら、顔が緩ゆるんでいる男はどこのどなたかしら」

　マッガズとミィファは気心の知れた調子で受け答えしてから、テグスたちを見てきた。

「そっちの嬢ちゃんたちが、坊主の仲間か。なかなかの粒つぶ揃ぞろいみたいだな」

「容姿のことじゃなくて、実力がってことよ。でも、本当に良さそうな子たちね」

「それはもう、自じ慢まんの仲間ですから」

　そんな風に談笑していると、換金作業を終えたガーフィエッタが戻ってきた。

「おや、テグスさん。『暴れん坊』のマッガズさんと、お知り合いでしたので？」

　テグスはうなずいて答えようとして、マッガズに疑問の目を向ける。

「暴れん坊、なんですか？」

「変な二つ名だろ。個人的には、もう一方の『斬ざん魔ま狂きよう』と呼ばれるほうが好きだがな」

　どうやらマッガズ本人は、どちらの二つ名で呼ばれても、気にしないようだ。

　強者の余裕かなと、テグスは納得する。

　すると再び、ガーフィエッタが会話に割って入ってきた。

「テグスさん、お知り合いなのでしたら、最近伸び悩んでいることを相談なさってはどうですか？」

　その言葉を聞いて、マッガズは面白そうな顔をする。

「ほう。坊主は、どんなところで詰まっているんだ？」

「まだ十一層なんです。他種で組んだ魔物の、変則的な攻撃に苦戦しています」

　その答えが予想した通りのものだったのか、マッガズは嬉うれしそうな笑顔になる。

「そういうことなら、俺らの戦い方を見て参考にしてみろ。いや、いっそ十七層まで行って、色々な魔物と戦う姿を見せてやろう」

「もちろん、ボクが良ければよ。無理に連れて行ったりはさせないから、安心してね」

　苦戦している状況を打破する助けになるかもしれない提案に、テグスは会話の流れを作ったガーフィエッタに顔を向ける。

「ギルドの職員は、探訪者に肩入れをしたりしないんじゃなかったんですか？」

「前にその職員がご迷惑をかけたことの、償つぐないの一環だと思ってください」

　理由に納得してから、次にハウリナたちと相談することにした。

「僕は、強い探訪者の戦い方を間近で見られる機会だから、提案を受けたいと思う」

「わうー……どっちでもいいです」

「別種で組んでいる魔物と戦うコツが、分かるかもしれないから賛成なの～」

「同行することに賛成ですね、安全に観察できそうなので」

　賛成多数で、マッガズの提案を受け入れることが決定した。

「では、案内をよろしくお願いします」

「おう、任せておけ。なに、二十層までなら軽いもんだ」

「安心して、戦い方を参考にすればいいわ」

　二人はそう言って笑うと、彼らの仲間を紹介してくれた。

「この体のデカイ無口が、防御役のルーカス。魔物のことに詳くわしく料理も上手い、ついでに罠わな解ときもするスガルティ。機き械かい弓ゆみの扱いに長たけたマローナ。槍使いのスアップだ」

　ルーカスは総金属鎧に大盾を両手に持った、ティッカリよりも大きな頑がん俠きよう族ぞくの男性。

　スガルティは軽装の犬系の獣人で、マローナとスアップは人間種の男女だった。

　そんな風に観察をしていると会え釈しやくをされたので、テグスたちも慌てて頭を下げ返した。

「よっしゃ。挨あい拶さつもすんだことだし、ちゃっちゃと案内しちまおうか」

　行くぞと身振りして、マッガズたちが先へ進み、テグスたちが後を追う形で、共に十一層へ下りていった。







　十一層へと足を踏み入れてすぐに、魔物との戦闘になる。

　マッガズたちの戦い方は、見ている人を圧倒するものだった。

「手て馴なれていると言うか、なんと言うか……」

　テグスたちが見ている前で、マッガズたちが簡単に武器の一振りで倒していく。

「コキトも、一撃です」

「背に乗せていた魔物ごと、ばっさりなの～」

「実力の差を感じますね、こうまで戦い方が参考にならないと」

　呆あつ気けに取られたまま、マッガズたちの後を追って迷宮を進む。

　十二層、十三層を楽々と進み、出てくる魔物が変わる十四層に入った。

　通路の見た目は変わらず、そしてマッガズたちの戦い方もほぼ変わらない。

「ギィキャー……」

「あーっはっはっは。どうしたどうした、その程度か！」

『レックルバグイ』という、大型犬ほどあるイタチに似た普ふ遍へん種しゆの魔物を、マッガズが剣で両断し、他の魔物の注意を引くように吠える。

　その声に反応して、長く太い牙が下した顎あごから生えている大柄な大おお猪いのししの魔物──《長ちよう牙が大猪》が、突進してきた。

　狙われたマッガズの前に、防御役だというルーカスが盾を持って立ちはだかる。

「…………ぬんっ！」

　息を吐き出す音と共に大盾で弾き飛ばし、《長牙大猪》を地面に横倒しにする。

　それが起き上がる前に、マローナとスアップが短矢と槍で仕留めた。

　ルーカスはそのまま前進し、蹴け鞠まり大だいの針はり鼠ねずみ──《飛ひ針しん山やま嵐あらし》へ接近し、放ってきた針を盾と鎧で弾き飛ばしながら盾の縁ふちで押し潰つぶす。

　最後に残った、《硬こう毛もう狒ひ々ひ》という硬い毛皮がある大きな猿は、ミィファの鞭むちと刺突剣に翻ほん弄ろうされ、腕を振り回すことしかできていない。

「ほらほら、どうしたの。毛のない目に、剣先が刺さってしまうわよ！」












「ギギアァァオオオオー……」

　手に巻きついた鞭を振り払おうとした隙すきに、ミィファは宣言通りに剣を目に突き入れ、そのまま頭ず蓋がいの奥まで貫いた。

「ケッ、大したことのねぇ相手だったぜ」

「はいはい。魔石化して、さっさと先に進みましょうね」

　魔物たちを倒しても、マッガズたちには戦闘の疲れなど微み塵じんもなかった。

　次に出くわした魔物たちも、マッガズたちが突っ込んでいくと、瞬またたく間に全滅する。

　間近で戦いを見ていて、テグスだけでなくハウリナたちも悩んでしまう。

「マッガズさんたちの戦い方の、なにをどう役立てればいいのかな……」

「やりかた、ぜんぜん違うです。マネするの、ムリです」

「とりあえず、防具で防いで殴ればいいってことは、わかったかな～」

「そうやって戦ってましたよね、すでにティッカリは」

　それでもテグスたちは、マッガズたちから、なにかしら学ぼうと注視し続けた。

　そうして分かったことは、大きく分けると三つの事柄だ。

　出てくる魔物に合わせるのではなく、自分の長所を生かす戦い方をすること。

　仲間の得意分野には立ち入らず、信頼して任せること。

　どんな敵にも全力を出しつつ、可能な限り少ない手数で倒すことだ。

　これらが分かっただけでも、テグスはマッガズたちについてきて良かったと思った。

「とまあ、こんな調子で戦えばいい。つーわけで、坊主たちも一度戦ってみろ」

「危険そうなら助けに入るから、心配いらないわよ」

　そんな突然の提案に驚き、十一層で苦戦中なのにと思いながらも、言葉に甘えて戦ってみることにした。

　出会ったのは、レックルバグイ、《飛針山嵐》、《長牙大猪》が一匹ずつだった。

「三匹と数が少ないし、どうにかできそうだ」

　そんなテグスの予測は甘いものだったと、戦いに入って気づかされる。

　レックルバグイは素早い上に、体を斬られながらも嚙かみ付き返してくるほど獰どう猛もうだ。

《飛針山嵐》はある範囲内に入り込むと、硬い棘とげを延々射出して攻撃してくる。

《長牙大猪》は突進も怖いが、硬く長い牙が刃物のように鋭く、警戒が必要だった。

　そんな三匹が連携して攻撃してくるので、苦戦を強しいられてしまう。

　このままでは魔物側の思う壺つぼだと、テグスは一気に勝負を決める決断をした。

「僕とハウリナは魔術でレックルバグイを倒す。ティッカリは《長牙大猪》を力の限りに殴りつける。アンヘイラは《飛針山嵐》を十字鏃の矢で射貫くことに集中して！」

「わかったです！　［衝撃よ、打ち砕けフラーポ・フラカシタ］！」

「よーし、やってやるの～。て～～～～や～～～～」

「多少針が当たっても軌き道どうがそれずに済むでしょう、重く威力がある十字鏃なら」

　この思い切った攻撃によって、どうにかこうにか三匹を倒すことができた。

　マッガズたちから戦い方を盗んでいなかったら、酷ひどい怪我を負っていたかもしれない。

　テグスは戦いの疲れを感じながらも、冷や汗をかいた。

　そんな湿った頭を、マッガズが無ぶ遠えん慮りよに叩くようにしてなでる。

「おし、よく頑張った。一度勝っちまえば、これからはどうにかなるもんだ」

「けど、油断はしちゃ駄目よ。大胆な行動と慎重な考えが、探訪者の鉄則よ」

　ミィファの助言に、テグスたち全員がうなずいた。

　そして、先ほどの戦い振りで気に入ってもらえたのか、罠と隠し宝箱が出てくる場所の違いを、スガルティが教えてくれる。

「ほら、あの壁を見ろ。人の腰ぐらいだけの範囲で、動きそうだろ。あれが目安だ」

　テグスに教えつつ、スガルティが壁から張り出した石を押し沈める。

　見破った通りの場所が動いて開き、奥から鉄製の四角い箱がでてきた。

　手て馴なれた調子で鍵かぎを外して蓋ふたを開けると、中には干し肉の大きい塊かたまりが入っていた。

　中身を見て、マッガズはあからさまに肩を落とす。

「外れか。当たりなら、良い値で売れる鈍どん器きが入ってんだけどな」

「けど考えようによっては、これも当たりなのよ。美お味いしくて、お酒が進んじゃうんだから」

　ミィファは干し肉を宝箱から出すと、半量を切ってテグスへ渡してくれた。

　ハウリナとティッカリが物欲しそうに見るので、短剣で少し削って口に入れてやる。

「わうん!?　これ、スゴク美味しいです！」

「はうぅ～、葡ぶ萄どう酒しゆか酒しゆ精せいが強い酒が欲しくなる味なの～」

　もっと欲しいという顔をされるが、テグスは見なかったことにして、干し肉を背しよ負い子こに入れてしまう。

　残念がる二人の姿に、マッガズたちが忍び笑いをもらしていた。







　マッガズたちに案内されたまま、また別の魔物が現れる十七層に入る。

　すでに進行感覚が麻ま痺ひしたテグスたちは、あっさりと層を進んでいっていることに、驚かなくなっていた。

「この層はデカブツな上に、体を強化してくる魔物ばかりだからな、注意しろよ」

「その分だけ、いい値段で売れる素材が手に入るのだけどね」

　マッガズとミィファの言葉に、テグスは白樺防具店で言われたことを思いだした。

「そういえば、鎧に適した魔物もこの層から出てくるんだったっけ」

「でも、この鎧でまだ大丈夫って言われたから、狙う必要はないんじゃないかな～」

「素材を集めるかどうかを考えてはどうでしょう、どんな魔物か確認してから」

　ということで、マッガズたちの戦いを見てから決めることにした。

「だああああありぃああああああああ！」

　マッガズが雄お叫たけびを上げて、大きな熊の魔物──ルゥーノの両手と切り結び、胸元の白く丸い毛皮に剣を突き立てて勝利する。

「亀なら頭を引っ込めてなさい！」

　ミィファが鞭を振るって、ゴツゴツとした岩石の甲羅を持つ《装鉱岩亀》に防御体勢を取らせて身動きを封じる。

　そんな二人を狙って、ティッカリぐらいの大きさの猿の魔物──《投とう付ふ猩しよう々じよう》が、通路にある石を投げつけてくる。

　すかさずルーカスが盾で防ぎ、反撃に突進していった。

　他の三人は協力して、蜥蜴を人以上に大きくして鎧をつけたような魔物──アムサウリアに攻撃をしていく。

「おい！　強化がきたぞ！」

　唐突にマッガズの声が上がると、《装鉱岩亀》が頭と足を甲羅に入れたまま回転して地面を滑り始め、《投付猩々》は体色が白に変じるとルーカスに摑みかかってきた。

　そして、アムサウリアは全身をいぶし銀色に変え、矢や槍を体表で弾き始める。

　するとマッガズたちは、即座に担当する魔物を入れ替え始めた。

　マッガズとルーカスはアムサウリアへ、ミィファは《投付猩々》へ移動する。

「ルーカス、押さえていろよ。うおおおおおりゃああああああ！」

「女性の体を触ろうだなんて、猿には過ぎた願いね！」

　どちらの魔物も、時間と共に傷が増えていき、やがて急所を斬られて地面に倒れた。

　他の三人は滑りくる《装鉱岩亀》を避け続けていたが、マッガズたちが合流すると、一気に全員で反撃に移り、勝利する。

　この戦いを見ていて、テグスは不思議に思ったことがあった。

「マッガズさん、あの熊以外はやけに時間をかけてませんでしたか？」

「おっ、気づいたか。それにはちゃんと理由があるんだぜ」

　指す方向を見ると、倒された《投付猩々》とアムサウリアが、皮を剝はがされていた。

「あの二種類は、変化した後の皮のほうが高値で売れるのさ。熊の魔物のルゥーノも、変化後の皮のほうが高値がつくが、分厚くなって重くてかさ張るから獲らないんだ」

　そこに、ミィファが手に石のようなものを持ってきた。

「《装鉱岩亀》の場合は、回転しだした後だと、より甲羅が硬くなっているのよ。ちなみに、甲羅の上にある岩も変化していて、砕くとこんなものも手に入るの」

　開いた手の中には、赤や青の小粒の宝石があった。

「つーわけで、この十七層から十九層までは、良い稼ぎになるって覚えておけよ」

　テグスの頭を力強くなでると、マッガズは上への階段があるほうへ歩き出す。

「ほらほら、見学はこれで終わり。〝中町〟に戻るわよ」

　ミィファがテグスとハウリナの背を押して、歩かせ始めた。

　慌てて自分で歩きながら、テグスは顔を二人へ交互に向ける。

「あ、あの。戦う姿を見せてくれてありがとうございました。色々と参考にします」

「おう。二十層の《階層主》を自力で見にいけるよう、力をつけろよ」

　そのまま先導されて〝中町〟に戻ると、マッガズたちは名残なごり惜おしむ様子もなく、あっさりとテグスたちと別れ、元気な様子で再び階段を下りていった。

「あのおっちゃんたち、体力ありすぎです」

「あれだけ大変な魔物と戦ってきたのに、全然へこたれてないの～」

「もっと下の層が主な活動場所なのでしょうね、あの戦いっぷりからだと」

「僕らもそうなれるよう、成長していかないとね」

　貴重な体験をさせてくれたマッガズたちの後ろ姿を見ながら、テグスは人の縁えんという繋がりを強く実感したのだった。







　マッガズたちの戦いを見たからか、ハウリナとティッカリは一撃に全力を乗せる戦い方を見出し、アンヘイラは矢を魔物の急所に当てる鋭さを身につけ始めていた。

　一方でテグスは、急激に技量が伸びるようなことはなく、剣の扱い、投剣の威力、小こ鞄かばん内の道具を使う勘かん所どころが、少しずつ上達した程度だった。

　この差に漠ばく然ぜんとした不安を感じるが、扱う道具の数が違うからと、ひとまず納得する。

　このように、全員の技量が伸びたため、テグスたちは手こずっていた十一層を突破することに成功し、活動の場を十四層に移した。

　その後も順調に成長を続け、地上が冬景色になる頃に、テグスたちはようやく十七層へ行けるようになった。

　そのとき、実際に自分たちだけで、ルゥーノ、《投付猩々》、アムサウリア、《装鉱岩亀》と戦ってみると、嬉しい誤ご算さんが起こった。

「なんだか、僕らの武器とは相性がいいみたいだよね」

「でかいサルと、でかいトカゲ。魔術を使えば、一発で倒せるです！」

「ルゥーノは、アンヘイラちゃんが矢で倒しちゃうしね～。《装鉱岩亀》は《取手陸亀》みたいにひっくり返して、突撃盾で殴れば倒せるの～」

　そんな上々の戦果にテグスたちは喜ぶが、問題も残っていた。

「しかし、まだ戦ってませんけどね、強化された状態になった魔物は」

　魔物たちが強化変へん化げする前に倒しきってしまい、変化した後がどれだけ強くなるのかを体験していなかった。

「でも、わざわざ強くなるのを待って戦うのって、変だと思うの～」

「鎧を作り直すなら、きっと変化した後の素材がいいんだろうけど……」

　全員の鎧を見ても、多少の傷みはあるが、買い替えが必要なほどではない。

　換金目的にしても、買取額と共に命の危険も上がるのなら、二の足を踏みたくなる。

「ですが二十層に行っていいのでしょうか、強化された魔物と戦わないうちに」

「そう言われると、困っちゃうんだよね……」

　慎重を期きするなら、戦ったほうがいいとは分かる。

　しかし、ギルド本部で得た情報と、成長した手応えから、テグスはこのままでもいけるのではないかと思っていた。

　どうしようかと通路の真ん中で考えていると、七人の探訪者たちが近づいてきた。

　道を開けようとしたとき、彼らの姿が目に入る。

　三十を超してそうな男性ばかりで、人間種だけでなく獣人も一人いた。

　しかしその格好に、テグスだけでなくハウリナとティッカリも不思議がる。

「なんだか、変わった格好だよね」

「わふっ。あのおっちゃんたち、探訪者っぽくないです」

「分厚い革鎧と背負子がなければ、鉱こう山ざん夫ふっぽい見た目なの～」

　全員が、大きな鶴つる嘴はしか片面が突起状の大おお金かな槌づちを持っていた。

　そして衣服には、こびり付いた土汚れがあり。革鎧と背負子も、砂で粉吹いている。

　あまりにも不ぶ躾しつけに見すぎたからか、敵意満載な目で鶴嘴と金槌を向けられてしまった。

「ああッ!?　なんじゃおのれ！　なにワッシャらを、じろじろと見てんねや」

「おうおう。強盗すっつもりやったら、ぼてくりこかすんぞ、おおぅ!?」

　反射的に武器へ伸びそうになったテグスの手を、アンヘイラが摑んで止める。

　そして、鉱山夫に似た格好の七人へと、にこやかに微笑みかけた。

「いえ。少々その格好が興味深かったのですよ、普通の探訪者とは違った感じなので」

　彼らはテグスたちに戦闘の意思がないと分かったのだろう、手にしていた鶴嘴や金槌を下ろし、申し訳なさそうにした。

「おう、すまんのぉ。強盗かと思ったんよ」

「この背中のもんの中にゃ、【大迷宮】から掘り出した価値ある石があるけぇの」

　背負子を指しながらの言葉に、テグスの好奇心がくすぐられた。

「【中二迷宮】で鉱石が採とれるのは知ってましたが、【大迷宮】でも採れるんですか!?」

　身を乗り出しながら、目で興味があると語るテグスの姿に、好意的な大笑いが起こる。

　その後で、意外と朗ほがらかで人ひと懐なつっこそうな笑みを浮べて、彼らは喋りかけてきた。

「あっはははっ。そうか坊ぼん、ワテらの仕事に興味があんやな」

「ワッシャらはの【大迷宮】の十一から十九層で、色んな鉱石を採っとるんよ」

「しかも採り尽くしおっても、数日したら元に戻るでな。仕事がなくらんぞ」

　自分の仕事に興味を持つ人が珍しいのか、あれこれと話してくれる。

　そんな様子に、危険な人たちではないと分かり、テグスも好意的に喋り返していく。

「それで、何が採れるんですか？」

「ここまでくれば、鉄に銅は良く採れるのぉ。銀や金も、場所によってはあるけん」

「水晶やに宝石なんかも出るけぇ。専門店に売りゃあ、いい金になるんじゃ」

「重要なんは、通路が向こうにある壁を狙わんことや。すぐ硬い岩盤にぶち当たりよるからの」

　証拠を示すように、一人が通路の角に近寄り、鶴嘴を振り下ろし始める。

　するとすぐに、見るからに硬そうな岩盤が現れ、振るわれた鶴嘴を弾き返した。

　テグスたちが興味津々で見ていると、男の一人がなにか思いついたように手を叩く。

「そうや。実際に採掘すっとこ、見てみんか？」

「おお、それはええ考えじゃけ。けど、坊はちゃんと戦えるんけ？」

「えっと、強化してくる前なら倒してます。強化した後とは、まだ戦ってませんね」

「ん？　なして強化後の魔物と戦おうとしよるんじゃ」

「二十層の《階層主》を倒すために、もっと力をつけないといけないんじゃないかって、さっき仲間と話してまして」

　すると、とても不思議そうに、七人の男性が首を傾げた。

「別に強化後の魔物を倒そうとせんでも、二十層は突破できるはずやけど？」

「調子乗らす前にぼてくりこかしゃ、あの二足トカゲは倒せるけぇの」

「時間をかけると強化してくるが、その前に一匹二匹殺せるじゃろうけ、余裕じゃ」

　経験者っぽい助言を受けて、テグスは二十層に挑んでみる気になった。

「よしよし、悩みもなくなったところで、ワッシャらの働きっぷりを見せちゃるぞ」

「はい。よろしくおねがいします」

　興味を鉱石掘りに移したテグスは、彼らの作業を観察させてもらうことにした。

　金や銀の鉱石や宝石が、迷宮の岩壁から現れる様子を見て、テグスは目を輝かせる。

　ハウリナとティッカリも同じで、アンヘイラだけは鉱石を鑑かん定ていする目つきで見ていた。

　男性たちの作業の終わりごろ、見たことのない真っ白で綺き麗れいな石が出てきた。

「おお、これは珍しい。この水晶はな、色々手を加えると鑑定水晶になるんや」

「へぇ。もともとは、こんなに白い石なんですね」

「おや。坊は鑑定水晶を見たことがあるんけ？」

「持ってますよ、使いかけを買ったので、もうほとんど濁にごっちゃってますけど」

　背負子から取り出してみせると、七人全員から痛ましいものを見る目を向けられた。

「こりゃあ、酷ひどいもんを摑まされたもんじゃ」

「仕方ないですよ。一年ぐらい前に、捨て値を値切って買ったものですから」

　説明すると納得してくれたようで、今後の話に移った。

「この地点ではもう採れんから移動するんじゃが、坊らはこのあと二十層じゃろ？」

「はい。大丈夫そうだって、教えてもらったので」

「名残惜しいねんけんど、ここでお別れやな。またどっかで会えたらええな」

「おっちゃん、またねです！」

「お仕事頑張って欲しいの～」

「祈っておきます、次の地点での成果を」

　別れの挨拶を交わしてから、テグスたちは二十層へ、七人の鉱石掘りたちは別の発掘地点に向かって歩きだしたのだった。







　十九層まで魔物を手早く倒すことを念頭に通り過ぎ、二十層に到着した。

　十層とは違い、準備部屋で〝門番の間〟に入る順番を待つ人は、誰もいなかった。

　テグスは軽く準備運動で体を解ほぐしながら、集めた情報を思い出していく。

「ギルド本部で事前に情報収集して、分かっていると思うけど。二十層の《階層主》は、キャサドプトルって昔に絶ぜつ滅めつしたっていう普遍種の魔物だよ」

「後ろ足だけで歩く、おっきなトカゲって、ガーフィエッタが言ってたです」

「人ぐらいの大きさだそうだし、戦いやすそうかな～」

「小さな竜かもしれないと思って戦うほうがいいですよ、大きな蜥蜴というからには」

「どの道、どんな魔物だろうと、手早く倒すことを心がけていこう」

　そんな意い思し疎そ通つうを行ったあとで、テグスたちは〝門番の間〟に入る。

　入り口が低温の黒い溶岩で埋まっていく中、背負子を下ろして、周囲を見回した。

　内観は岩肌が剝むきだしな洞窟状で、表面が歪いびつな岩壁で四方を囲まれている。

　不意に明るくなり上を見ると、かなり高い天井には、赤い光球があった。

　光球の数が一つから二つに増えると、急に周囲が暖かくなる。

　そして三つに増えると、真夏のような気温になった。

　三個の赤い光球で〝門番の間〟が満まん遍べんなく照らされると、テグスにとっては見慣れないものを、岩壁に見つけた。

「岩の中に、骨と大きい貝がたくさんあるね」

「あれ、どうやって埋めたです？」

　ハウリナも不思議そうに首を傾げると、ティッカリとアンヘイラが微笑みを向ける。

「あれは、化か石せきっていって。岩の中に閉じ込められた生き物が、骨になった姿なの～」

「あとは好こう事ず家かに高値で売れる石ですね、神秘の力が宿っているという触れ込みで」

　テグスとハウリナが感心して化石を見ていると、赤い光球から熱風が巻き起こった。

　すると、壁にあった大きな骨の化石が抜け出て床に落ち、自動的に組み上がっていく。

　骨格標本のような三組の骨組みに、筋肉、内臓、皮膚があるべき場所に順々に現れる。

　やがて、尖った口、緑の斑まだら模様の鱗肌、後ろ脚二本だけで立ち、前脚の鉤爪を構えた、三匹の人間大の爬は虫ちゆう類るいになる。

「「「キョキャ──────！」」」

　熱風が止やむと同時に、威い嚇かくするように大きな鳴き声をあげる。

「あれがキャサドプトルか」

　テグスの呟きに反応したように、二足歩行の大蜥蜴──キャサドプトルたちは散開し、素早い動きで三方から迫ってきた。

「相手が三匹なら。僕とハウリナとティッカリで一匹ずつ分かれて戦うよ、アンヘイラは矢で援護。可能な限り素早く倒すよ！」

「わふっ、殴って殺すです！」

「鱗は硬そうじゃないから、一発当たれば倒せそうなの～」

「円錐鏃の矢を使いましょう、素早い相手なので」

　テグスの指示に、全員がそれぞれ動き出す。

　テグス、ハウリナ、ティッカリは、散会しているキャサドプトルから、狙いをつけた一匹へと走りだす。

　テグスは武器として選択した紋もん刃ば小しよう剣けんを二本とも抜き、左右に構えて突撃する。

「てやあああああ！」

「キキョ───！」

　テグスは振り下ろした二剣を、キャサドプトルは前脚で摑もうと伸ばしてきた。

　しかし硬く鋭い刃やいばで、あっさりと前脚の片方を両断する。

「キョキャ────!!」

　手傷を負わせられて鳴き声を上げ、開けた大口でテグスに嚙みついてきた。

　鋸のこぎりの刃を深く大きくしたような歯並びを見て、嚙まれてはたまらないと、テグスは横に跳びながら牽けん制せいに左の紋刃小剣を振る。

　すると、腹部の真横で顎が閉じ、振るった剣先がキャサドプトルの顔を斬り裂いた。

　怯ひるむ相手の姿を見て、テグスは着地するとすぐに跳びかかる。

「［刃よ鋭くなれキリンゴ・アクラオ］。たああああああああ！」

　鋭えい刃じんの魔術をかけた紋刃小剣を二本とも、キャサドプトルの首元に深々と突き入れる。

　そして腕に力を入れて、横へと振りぬいた。

「ギョギギャ───……」

　首を半ばまで断たれ、傷口と口から血を流しながら、地面に横倒しになった。

　それでもまだ息があるので、テグスは止めに首の骨を両断する。

　キャサドプトルの後ろ脚が反射で痙けい攣れんしたあと弛し緩かんし、以後は全く動かなくなった。

　完全に息の根を止めたことを確信して、テグスは右手の紋刃小剣を鞘に入れると、右腰から投剣を三本抜いて周囲を見回す。

「あおおおおおおおおおん！」

「ギョギ、ギョギギィ────！」

　ハウリナは身体強化の魔術を使っているのだろう、目にも留まらない素早い動きで、黒こく棍こんを何度も叩きつけていく。

　相対しているキャサドプトルは、怪我を負いながらも、黒棍を咥くわえ込んだ。

「ギギョギギ──！」

「くぅ、放すです！」

　圧のしかかってくるキャサドプトルに、ハウリナが脛すね当あてを使った蹴けりを放つ。

　しかし、気にした様子もなく押し続けてきている。

「［刃よ鋭くなれキリンゴ・アクラオ］──たぁッ！」

　テグスは援護のため鋭刃の魔術を投剣にかけると、そのキャサドプトルに投げつけた。

　放たれた三本の投剣は、首、腹、脚にそれぞれ命中する。

「ギガアアアアー！　ギョギイイイイー！」

　黒棍を放して悲鳴を上げ、近づいてくるテグスに振り向いて、大口を開けて威嚇した。

　その隙すきに、ハウリナは地面を蹴って高く飛び上がり、空中で震しん撃げきの魔術に切り替える。

「よそ見はダメです！　［衝撃よ、打ち砕けフラーポ・フラカシタ］。あおおおおおおおん！」

　魔術で淡く光る黒棍に落下の勢いを乗せて振り、キャサドプトルに打ち当てる。

　脳天をかち割られて、目と耳穴から血を流し、うつ伏せに倒れ込んだ。

「死んだフリは、させないです！」

　ハウリナは駄目押しに、黒棍をもう一度振るって、頭を完全に粉砕した。

　そして合流したテグスと共に、最後のキャサドプトルに向かう。

「こ～～～の～～～。と～～～～や～～～～」

　ティッカリが左右交互に突撃盾を振るう。

　だが、最後の個体は慎重な性格なようで、押しては引いてを繰り返し、狙いをつけさせないようにしている。

　その体には円錐鏃の矢が何本も刺さっているが、鏃が素早い相手に使うもので威力不足なのか、致命傷には至っていないようだ。

　アンヘイラは次じ矢やを番つがえようとして、移動するテグスたちに気がつき別の矢に換える。

「十字の鏃にしましょう、テグスたちが援護にいくようなので」

　呟きながら、ティッカリの攻撃を避けた瞬間を狙って放つ。

　勢い良く発射された矢は、キャサドプトルの前脚の付け根に深々と突き刺さった。

「ギギャアアアアアー！」

「チッ。そこではなかったのですか、心臓の場所は」

　素早く次矢を番えるが、いまの痛打で警戒されてしまっている。

　構わずに続けて放つが、前脚の鉤爪で弾かれてしまった。

　だが、その空中を飛ぶ矢の下を、テグスとハウリナは走ってキャサドプトルに近づく。

　そして、不意打ち気味に、二人は武器を叩き込んだ。

「たああああああああああ！」

「あおおおおおおおおおん！」

「ギイイギャアアアー！」

　キャサドプトルは前脚の片方を犠ぎ牲せいにして攻撃から逃れると、遠吠えを始める。

「ギィギギャアアアアアアアアアー！」

　すると、全身の体格が一回り大きくなり、鶏冠とさかのような赤い毛が頭部に生えた。

「体を強化してきた！　ここからは連携重視でいくよ！」

　テグスの警告に、ハウリナたちが気を引きしめながら武器を構え直す。

　変化したキャサドプトルは、太くなった後ろ脚で地面を蹴ると、突進してきた。

「ギ、ギギ、ギギギャア！」

「止めることなら、任せて欲しいの～」

　ティッカリが前に踏み出て、大振りした突撃盾で殴りつけた。

　キャサドプトルの顔を横向けることに成功するが、突進の勢いは止まらない。

　ティッカリは反対の突撃盾を押し付け、押し込まれまいと踏ん張って、進行を止めた。

　すると、キャサドプトルは無事な片前脚を、乱暴に振り回し始める。

「ギギギィアアアア！」

　ティッカリは両方の突撃盾を体に引き寄せて、振るわれる鉤爪を必死に耐え続ける。

　止めさせるようアンヘイラが矢を放つが、頭蓋の前面で弾き飛ばされてしまった。

「骨まで強化されているんですか、筋力や体の大きさだけはでなく」

　驚くアンヘイラを尻しり目めに、ハウリナが黒棍で殴りかかる。

「あおおおおおおおおおん！」

　だが、その攻撃はキャサドプトルに黒棍を嚙んで受け止められ、そしてハウリナは遠くへ放り投げられてしまう。

「わふゅぅぅぅー!?」

　ハウリナが空中を飛ぶ間に、テグスは右手の紋刃小剣を、キャサドプトルに突き出す。

　しかし、爬虫類独特の広い視野で捉とらえていたのだろう、尻尾しつぽで剣を打ち据えてきた。

「やっぱり対応してきたか。けど、本命はそっちじゃないんだよッ！」

　右手に隠すように添えていた、左手に握った補ほ短たん練れん剣けんを、柄元まで胴体へ突き刺した。

「焼き蜥蜴にしてあげるよ。［我が魔力をヴエルス・ミア火口に注ぎ・エン・フラミング、呼び起こすはミ・ボキス火閃の炎・リニオ・フラモ］！」

　五則魔法の呪文の完成と共に、補短練剣を刺した場所から炎が上がった。

「ギイギギギイイイイイイイイイ！」

　キャサドプトルは悲鳴を上げながらも、体内を焼かれた衝撃からか、硬こう直ちよくして身動きがとれなくなってしまっている。

　そのまま焼かれ続け、やがてはおとぎ話の竜のように、口から火を吐きだして倒れた。

　テグスが五則魔法を止めて、補短練剣を引き抜く。

　周囲には、焼け焦げた肉の匂においが漂ってきた。

　念のためにと、テグスは斑紋鉈剣に持ちかえて、キャサドプトルの首を断ち斬る。

　これで完全に終了と、力を抜いたところに、ハウリナが元気そうに歩いて戻ってきた。

「ハウリナ。遠くに投げられたようだけど、大丈夫？」

「だいじょーぶです。ちゃんと、足から着地したです」

　それは良かったと、髪と獣耳を混ぜ返すように、少し荒めになでる。

　その間、ティッカリとアンヘイラは、突撃盾の状態の確認をしていた。

「爪つめ痕あとがついちゃっているの～。強化後の鉤爪は、とても危険そうなの～」

「危うい勝利のようですよね、倒しはしましたが」

　テグスとハウリナも、ティッカリの突撃盾の状態を見てみる。

　ティッカリの膂りよ力りよくにも壊れない頑がん丈じような盾には、猫の引っかき傷のような薄い線が、何本も入っていた。

　軽い具合に見えるが、いままで傷らしい傷を負ったことがない盾だと考えると、その分だけ変化後のキャサドプトルの鉤爪が恐ろしく感じる。

「次に戦う前に、もっとしっかり実力つけないとだめだね」

「十七層の魔物、強くなった後に倒して、こっちが強くなるです」

　少しだけ挑戦するのが早かったと思いながら、倒せたからにはと素材を回収していく。

　通常のキャサドプトルからは、牙と爪、そして脚肉をとった。

　強化後の個体は、内側と口が焼けてしまったので、前脚の爪がとれただけだ。

　剝ぎ取った残りを魔石化すると、三匹で人の目玉ほどの灰色の魔石が一つ出てきた。

　それを拾い上げ、出現した出口を進むと、神像が通路の先に見えてきた。

　あったのは、笑顔で槍投げのような格好をする、《蛮ばん行こう勇ゆう力りよくの神ガガールス》の像だ。

「……なんだか、激闘の後にこの像を見ると力が抜けるね」

「緊張ばっかりだと体に悪いから、それは良いことだと思うの～」

　祝詞のりとをあげて地上へ転移しようとすると、ハウリナに袖を引っ張られた。

「テグス、テグス。大きな川の流れる音がするです」

　指差す先は、二十一層へ続く階段だった。

　それを見て、テグスに好奇心と警戒心のせめぎ合いが生まれる。

　そして勝ったのは──大きい川を見たいという欲求だった。

「ねえ。ちょっとだけ。ほんのちょっとだけ、この先にいってみない？」

　ハウリナたちは、仕方がないという顔つきで、首しゆ肯こうしてくれた。

　全員で慎重かつ警戒しながら階段を下りていくと、はっきりと音が聞こえてきた。

　大量の小さな種を板の上に流したような、不思議な音色に、テグスの心が湧わき立つ。

　そして、階段の最後の一段を踏んだまま二十一層の中を見て、全員が唖あ然ぜんとした。

「ここって、【大迷宮】の中だよね……」

　テグスが思わずそう呟いてしまうほど、広大な河と大きな橋が眼前に広がっていた。







　階段の先には五人が横に並べるほどの、階段と同じ幅の巨大な木造橋が繋がっている。

　テグスは、橋に下り立つ直前まで、階段を下りた。

　そして、階段の壁際まで移動すると、身を乗り出して横端から大橋の下を覗いてみる。

　すると、大量の水が延々と流れている光景が見えた。

「どうやって、こんな大量の水を流せているんだろう？」

　不思議に思いながら、視線を遠くへ向ける。

　すると、その大量にある水の上に、浮かんでいるような陸地がいくつも見えた。

　木造橋も何本もあり、その数ある陸地同士を、結んでいるようだ。

「ねえねえ、ハウリナ。この水が『海』ってやつで、あの土が盛り上がった場所が『島』ってやつなの？」

　海を知るハウリナにそう聞くと、顔を横に振られた。

「ここ、海じゃないです。海の水、腐った魚の臭においがするです」

「そうなの？」

　試しに嗅かいでみるが、たしかにそんな嫌な臭いはしない。

　ではこの場所はなんと言うのかと考えていると、アンヘイラが教えてくれた。

「海ではなく川──『大たい河が』ですね、このように巨大な水が一方向に流れている場所は。それと『中なか洲す』ですね、あの土のあるところは」

「あれ？　川なら【中三迷宮】で見たけど、もっと幅が狭かったと思ったけど？」

「大きな川で大河なのですよ、テグスが見たという小さな川と区別するために」

「ああ～、なるほど。そうなんだ……」

　全く未知の光景に、テグスは感かん慨がい深く呟く。

　しかし、なにを注目したらいいか分からずに、好奇心が空回りしている気がしていた。

「凄すごい景色なんだろうけど、なんだろう上手く理解できていない感じがするや」

「それって、景色に圧倒されてるってことだと思うの～。あたしも大河を初めて見るから、似たような感じがしているの～」

　ティッカリがはにかみながら話す言葉によって、テグスは心に余裕が持てた。

　すると、気持ちの空回りが直ったように、いきなり好奇心が湧き上がってくる。

「せっかくきたんだから、この橋の終わり、あの中洲ってところまで行ってみようよ」

「……テグス、子供っぽいです」

「男の子は、いつまで経たっても、そういうところあるっていうの～」

「いいと思いますよ、これだけ開けているならば魔物の姿が分かりやすそうですし」

　反対意見はないので、テグスは階段から橋へと下り立とうとし、踏む足を止めた。

　そして眉まゆを寄せながら、斑紋鉈剣を抜くと、切っ先で橋の上を突つつく。

　反応がないことに、テグスは首を傾げながら、次につま先で軽く触れてみる。

　少しすると、触れていた場所を中心に、橋の一部が大きく外れた。

　テグスの足の下、木板が垂れ下がる穴の下に、大河の流れが見える。

「階段を下りてすぐの場所には、落とし穴があったりするって、前に【中ちゆう四よん迷めい宮きゆう】で言ったけどさ……」

　景色に感動して一歩踏み出していたら、大河に真っ逆さま。

　そんな底意地の悪い仕掛けに、テグスは《靡ひ導どう悪あく戯ぎの女神シュルィーミア》が作った罠に違いないと確信する。

「ふん。木目のつなぎ目で誤ご魔ま化かしているけど、このぐらい簡単に見破れるし」

　景色を楽しむ邪魔をされてむきになったテグスは、この橋を渡って最初の中洲まで行くことを決心した。







　ハウリナたちに後ろを歩かせながら、テグスは橋の上にある落とし穴を避けるために、右へ左へ蛇行しながら歩いていく。

　なぜか橋の上には魔物が現れず、罠以外の困難もないので、順調に進むことができた。

　あと少しで中洲に到着というところで、誰かが橋の上に座っているのが見えてくる。

　よく観察すると、その人は鎧をつけずに、腰こし帯おびで留める奇妙なつくりの布の服を着て、釣つり竿ざおを握っている。

　髪型も変わっていて、頭髪を全て一つにまとめてから、糸で縛り上げて逆立てていた。

　そして体の横には、魚び籠くと、湾わん曲きよくした鞘が特徴の変わった武器が置かれている。

　変てこな格好の男性は、テグスたちに気がつくと、微笑を浮べてきた。

「──おや。初めて見る顔で御ご座ざりまするな」

　その顔は彫りが浅く、目が大きめな童どう顔がんで、どことなくアンヘイラに似た印象だった。

「えっと、初めまして。ここで何をしているんですか？」

「ご覧の通り、川釣りで御座りまする。この川の魚は、良く身が引き締まり、大変に美び味みなので御座りまするよ」

　古い口調の丁てい寧ねい語ごが気になるが、向こうもテグスの歳とし若さが気になっているようだ。

　お互いが観察する目を向ける中、先に視線を魚籠にそらしたのはテグスだった。

「魚なんて、この大河で獲れるんですね」

「釣ちよう果かは上々で御座りまするな。いやはや故郷でよく食べた魚が、食べられるとは思っておらず。つい食べ飽きるまでと、〝中町〟に長なが逗とう留りゆうをしているで御座りまするよ」

　男が魚籠を傾けると中に光が入り、ふっくらとした体からだに斑はん点てんが浮かんだ、掌ぐらいの川魚が五匹ほど浮かび上がった。

「この魚、おいしそうです……」

　ハウリナの物欲しそうな言葉に、男は座りながら深々と頭を下げた。

「申し訳御座りませぬが、これらは夕ゆう餉げにするゆえ、お渡しできかねるで御座りまする。であれど、ここは釣りをする者も現れぬゆえ。糸を垂らせば、すぐこのように──」

　ぴんと張った糸を感じてか、竹でできた釣竿を勢い良く振り上げた。

　すると口に針がかかった魚が一匹、川かわ面もから飛び出るように釣り上げられ、男のすぐ横へと落ちた。

　手早く針を外し、釣った魚を魚籠に入れると、針に虫をつけてまた川面に糸を垂らす。

　澱よどみない一連の動作に、テグスとハウリナの目が輝く。

「あの、魚ってそんな風にして獲るんですね！」

「すごいです！　魚が橋の上まで飛んだです！」

　二人の感激した様子に男は微笑んでいたが、次に釣竿が揺れると、その眉を下げる。

「しかしながら、釣れるのはなにも川魚ばかりでは御座りませぬもので──」

　再び釣竿を振り上げると、今度は立ち上がった。

　何をするかと思って見ていると、川から飛び出てきたのは、鱗の代わりに薄い岩がついた人の片腕ほどもある大きな魚の魔物だった。

　魚の魔物は鋸のこぎり刃ばのような口を大きく開けると、釣り上げた男へ向かって落ちてくる。

「危ない！」

　そうテグスが注意を呼びかけるよりも先に、男は足で跳ね上げた鞘を摑むと、その武器を抜きつつ斬りつけていた。

　男の湾曲した剣は、岩の鱗を持つ魚の魔物に当たると、水を斬るかのように澱みなく胴を両断する。

「──こうして外道がかかることも御座りまする」

　剣を振るってから鞘に仕舞うと橋の上に座り直し、魔物の肉を千ち切ぎって針につけて、また橋下へ糸を垂らし始めた。

　その流りゆう麗れいな動作に、テグスたちは一拍遅れで拍手する。

「凄い！　綺麗な剣さばきですね！」

「ハヤワザです！」

「お見事なの～」

　テグスとハウリナとティッカリは純粋に感動して褒める。

　だが、アンヘイラは少し違う意味を込めて、手を叩いているようだった。

「珍しい武器を見せてもらいました、サムライの『打うち刀がたな』とは」

「おや。その顔立ちからもしやと思うたが、本当に同どう郷きようで御座りまするか？」

「いえ、違います。単に知っていただけですよ、武器好きの間では有名なので」

　二人の意味深な言葉の中に、テグスは聞いたことがある単語を聞き取った。

「サムライって、前にクテガンのおっちゃんに特殊な剣の製法を教えた人じゃなかったっけ？」

　首を傾げながら呟くと、その男が顔を向ける。

「おや。そちらの少年は、あの鍛か冶じ師しとお知り合いで御座りまするか？」

「僕が持っている剣は、サムライに教えてもらった製法で作ったって言ってましたよ」

　斑紋鉈剣を抜いて差し出すと、サムライというらしき男は真剣に剣身を見つめ始めた。

「鍛冶場を借り受ける礼にお教え致したが。どうやら未熟なりとも、勘かん所どころは会得されたようで御座りまするな」

　満足そうにうなずき、テグスへ返却すると、自分の服を指で摘つまむ。

「喜ばしい縁に手ほどきの一つでも、と言いたいところで御座りまするが。装備も刀だけの遊ゆう興きようの装いゆえ、少々間が悪う御座りまするな」

「遊興ってことは、それって遊びの格好なんですか？」

「如い何かにも。魚を釣るに、鎧よろい兜かぶとは必要がないもので御座りまするからな」

　気軽な口調に、十一層から二十層まで長く苦戦してきたテグスは、言い知れない不安感に襲われた。

　その感情の正体を探ろうとする前に、サムライが急に顔を横に向けた。

「どうかしたんですか？」

「中洲の向こうが騒がしくなり申したので、誰かが橋から落ちたので御座りましょう」

　テグスが耳を澄ますと、水を叩く音と人の悲鳴が聞こえてきた。

「……そうか、橋の罠で落ちたら水の中なんだ。溺おぼれちゃうから、注意しないとね」

　テグスとしては注意を促したつもりだが、ハウリナたちから意外そうな顔を返された。

「テグス、泳げないです？」

「うん。迷めい宮きゆう都と市しには、泳げるような水場なんてないからね」

「ということは、もし落ちたら抱えて泳がないといけないね～」

「一苦労なんですけどね、鎧を着た状態で泳ぐのは」

　知らなかったテグスの弱点に、ハウリナたちが微笑ましげに話題にする。

　すると、サムライが控えめな感じで、口を挟んできた。

「あー、勘違いを正したく思うので御座りまする。この川、中に魔物がいるで御座りまして、落ちたらすぐ餌えさにされてしまうに御座りまするよ」

「えっ。それじゃあ、あっちで落ちた人たちも……」

「落ちた場所と着ているものと運がよければ、助かるかもしれぬで御座りましょうな」

　新事実に、テグスたちは恐る恐る、音がしていたほうへ目と耳を向ける。

　さっきまではあった大きな水音が消えていて、穏やかな水みな面もが遠くまで続いていた。

　これは全滅してしまったかと思っていると、やおら声が聞こえてきた。

「おーい、おーい！　そこの人たち、こっちまで助けにきてくれないッスかー！」

　視線を向けると、橋の手前で人が大きく手を振って呼んでいた。

　よく観察すると、しなやかな筋肉がついた体に裂れつ傷しようが治った痕あとがあり、丸い獣耳を頭に持つ、二十半ばの獣人女性のようだ。

　水に濡れた多少の茶ちや斑まだらがある黒髪の毛先に編み込みがあり、胸元には小さな革鎧を、腰元には股間を覆えるだけの服という格好をしている。

「……サムライさん。女性に化けて言葉を喋ってくる魔物って、この層にいます？」

「とんと、そんな魔物には出会ったことがないで御座りまする」

　ならさっきの水音を立てていた人だろうと判断し、釣りを続けるサムライを残して、テグスたちは近寄って声をかけてみた。

「あのー、大丈夫だったんですか？」

「いやー、全然、大丈夫じゃなかったッスよ。仲間全員落ちて、身軽な装いだったアッチと、助けたこいつ以外、魔物の餌になっちまったッスからね！」

　深刻な内容をカラッとした口調で語り、足元に倒れている男性を指してみせた。

「えっと、事情は分かりましたけど。それで僕らに何の用ですか？」

「もち、アッチらを二十層まで連れて行ってもらえないかって、交渉するためッス」

「僕らはこの中洲まできたら引き返す予定でしたから──」

　目でハウリナたちの意思を確認すると、同意するよう首が縦に振られた。

「──いいですよ、連れて行きます」

「よかったッス。このまま残されたら、一生ここで暮らす羽目になるところだったッス。黒くろ狩かり豹ひよう族ぞくのカヒゥリの名にかけて、恩に着るッスよ」

「えっと、テグスです。橋を渡るまでの短い間ですから、別に恩とかはいいですよ」

「そッスか？　いやー、そう言ってもらえると、気が楽になるッスよ」

　そんなカヒゥリの調子を見たテグスは、一日だけ仲間だったあのスキャウンとは少し違う種類の、軽けい薄はくそうな人という印象を抱いたのだった。







　橋の上を歩くテグスたちの後に、気絶した男性を担いで歩くカヒゥリと、釣竿を手に打刀を腰に差したサムライが続く。

「……って、サムライさんは釣りをしていたんじゃ」

「夕餉の分は獲り終えたので、同行させていただきたく思うに御座りまするよ」

「ここまできたのなら、一人で先に進んだほうが早い気もしますけど？」

「いやはや、某それがしの移動法は少々特殊で御座りまして、少々疲れるので御座りまする」

　そんな話をしているうちに、サムライが無警戒に罠の場所に踏み入った。

「そこ、罠がありますよ！」

　テグスが思わず出した大声と同時に、サムライの足元にある板が下へ開く。

　穴に落ちた──と思いきや、開く前に跳んでいたのか、サムライの姿は空中にあった。

　そしてそのまま、橋の上を飛び跳ねるように移動していく。

「とまあ、こんな調子で、罠が動く前に跳んで移動することが、常で御座りまする」

　罠がない場所に着地して一息つくサムライに、テグスは驚きが一転して呆あきれに変わる。

「通常がそれってことは、特別もあるんですか？」

「より疲れるので御座りまするが、開くまで少々間が御座りまする故ゆえ、一気に駆け抜けるので御座りまするよ」

「おー、それいい考えッスね。背中のお荷物がなければ、やってみたいとこッス」

　気絶した男性を揺らして言うカヒゥリに、テグスは呆れてしまう。

「そんな無謀なことに挑戦したら、また大河に落ちますよ」

「足の速さには自信があるッス。身体強化の魔術使えば、きっといけるはずッス！」

　意気が燃えだした目をしているので、テグスは放っておくことにした。

　すると、構ってもらえなくなったからか、狙いがハウリナに移る。

「まだ得え物ものを使ってるんッスか。他の獣人に、子供だと馬鹿にされるッスよ？」

「いいです。これは、アイボウです。いい思い出が、いっぱいです」

「お、なんッスか、なんッスか、そのいい思い出ってのは」

　狼おおかみ系と豹系とで別系統だが、獣人同士で気が合うのか、ハウリナがカヒゥリと楽しげに話を始める。

　そうして、橋も半ばを過ぎて上への階段が見えてきた頃、カヒゥリの背中にいた男性がうめき声を上げた。

「おっ。デミオハ、起きたッスか？」

「ぐっ……か、カヒゥリか。どうやら、気絶してたようだな。それでここは──!?」

　気絶から回復すると、デミオハと呼ばれた男は、暴れながらカヒゥリの背から下りる。

　そして、橋の少し先へと駆けてから、片手剣を抜いて切っ先を向けてきた。

　尋常じゃない様子に、テグスたちが事情を飲み込めずにいると、カヒゥリだけは予想をしていたように面倒臭そうな態度になる。

「いきなりなんッスか。どうしたんッスか？」

「なぜ俺を、よりにもよって俺だけを助けたんだ、カヒゥリ！」

「なんだ、死にたかったんッスか？　なら橋から飛び降りればいいッス」

「違う！　俺のせいで、俺が罠を見落としたせいで、全員橋から落ちたんだぞ！　なら、俺よりも他の仲間を助けるべきだったろ！」

　その一言で、テグスたちも大まかな事情を察した。

　しかし同じ言葉を受けても、カヒゥリは説得することすら面倒になったようだった。

「はぁ～……あのとき、助けられるのは一人だけだったッス。なら、無事にこの橋を渡るために、罠を見破れるデミオハを助けるのが当然の選択ッスよ」

「お、お前は、自分が助かるためだけに、俺を助けたというのか!?」

「当然じゃないッスか。他の罠を見抜けない人を助けて、帰るときにまた橋から落ちろって言う気ッスか。そっちのほうが正気を疑うッスよ」

　話し合いを聞いていて、テグスはどちらの立場にもなって考えてみる。

　両者の気持ちとも理解できたが、生き残るために、カヒゥリと同じ行動をとるだろうと判断した。

　同じことを考えていたであろう、ハウリナとティッカリは複雑そうな顔をしていて、アンヘイラは答えは決まっているという表情をしてる。

　そんな風に各おの々おのが考えていると、デミオハが急に笑い始めた。

「あはははっ！　罠で仲間を死なせたら、罠の解かい除じよ屋やとしちゃお終いなんだ！　別の探訪者の組に入ったって、このことを噂うわさにでも聞いてみろ、その瞬間にお払い箱だ！」

「そんなこと知ったこっちゃねッス。さっきも言ったッスけど、死にたきゃ勝手に橋から飛び降りて、自殺すればいいんッスよ」

「……いや、せっかく拾った命なんだ。ここにいる奴ら全員倒しちまえば、俺が罠解きに失敗したなんて噂も出てこねぇじゃねぇか」

　自責と後悔で精神が壊れたのか、デミオハは引きつった顔で、片手剣を向けてくる。

　テグスが反射的に斑紋鉈剣に手をかけ、カヒゥリは苛いら立だった表情で一歩踏み出すが、それより前にサムライが進み出た。

「お、おい。なにをする気ッスか!?」

「いえいえ。お仲間を手にかけるのは忍びのう御座りまする故。某が介かい錯しやく仕つかまつろうと、しゃしゃり出ただけに御座りまするよ」

　サムライは釣竿をテグスへ投げると、腰の打刀を抜き放ち両手に構えた。

「へ、へへ。そんな格好のやつに、負けるわけがねぇ。武器も同じ長さだしよお！」

　デミオハが素早く斬りつけてくるが、サムライはまだ動かない。

　しかし、片手剣が顔に当たると思われた直前、水面に浮かんだ像が波は紋もんで揺らぐようにサムライの姿がぶれて見えると、かき消えてしまった。

　すると一瞬後に、動きを止めたデミオハの背後に、振り切った体勢で現れた。

　両者はそのまま立ち尽くし、やがてサムライだけが動き、打刀を振って鞘に収める。

　直後、デミオハの頭が首から外れて転がり、腹部からは血と臓ぞう物もつが流れ出てきた。

「これにて、介錯は終了に御座りまする」












　平坦口調での言葉と死体が倒れる音を耳に入れながらも、テグスは驚きから動けなくなっていた。

　サムライがデミオハをどう斬ったか、動きが全く見えなかったからだ。

「あ、あの、いまのどうやったか教えてもらえますか」

「なに、通り過ぎるときに腹を、後ろへ回ってから首を薙ないだので御座りまする」

　打刀は抜かずに、揃えた両手でゆっくりと再現した動きを見せる。

　演えん舞ぶのように滑なめらかで、どこにも力みのない綺麗な動作に、テグスは剣使いとしての一種の完成形を見た気になった。

「凄い、としか言いようがないですね」

「いやいや、このぐらいできるようにならねば、より下の層では戦えぬで御座りまするよ」

　冗談や謙けん遜そんとも取れる言葉だったが、テグスはなぜか負けた気がした。

　それはサムライの剣技になのか、その言葉になのか、それとも絶対に敵わない相手だと気がついたことになのかは、テグス自身もよく分ってはいない。

　それでも、酷く悔しい気持ちが心にうずまいていることは、確かだった。







　二十層の神像へ、カヒゥリが代表して祝詞を唱える。

「ワレ、この場を離れ、安息の地へと帰き還かんを望む者なり、ッス」

　そうして全員が〝中町〟へ転移した。

「テグスたちも駄目ッスねー。〝中町〟に帰る祝詞を知らないのに、先に進むなんて」

「ああ、うん。そうだね」

「ちょっと、冗談をそうやって流さないで欲しいッス。獣人は寂しがると、体を寄せたくなるんッスよー」

　ぐいぐいと横腹を当て始めるのを、テグスは少し上の空でさせるがままにさせていた。

　すると、ハウリナが少し不機嫌そうに、軽めの蹴りをカヒゥリの尻に放つ。

「うわった!?　ちょっ、なにすんッスか。さっきまで仲良しだったじゃないッスか」

「仲間じゃない人、テグスとベタベタするの、ダメです」

「えぇー。狼系は規律厳しいッスね……」

　少し騒がしい会話を続けながら、食事を取りに食堂へ向かう。

「……なんで、サムライとカヒゥリ、ついてくるです？」

「魚を調理するのが得手な食堂が、たまたま同じであっただけに御座いまするよ。夕餉は別席し、済み次第に宿へ引き上げまする故、お気にならさぬよう」

「白銀証以外の荷物は、河に沈んでしまったッス。素す寒かん貧ぴんなんで奢おごって欲しいッス」

　サムライはともかく、カヒゥリの無遠慮な要求に、ハウリナがテグスを肘ひじでつつく。

　しかし、テグスはぼんやりしていながらも、ちゃんと考える素振りはする。

「んー……いいんじゃないかな。僕らが二十層を突破したお祝い会ってことで」

「おー。テグスは仲間をまとめているだけあって、太っ腹ッスね！」

　馴れ馴れしく首に手を回されても、されるがままで、振り払おうとしない。

　そんなテグスにしては変な反応に、ハウリナとティッカリは心配そうな顔をする。

　食堂について、料理が運ばれても、テグスの調子は変わらず、どこか上の空のままだ。

　たまりかねたように、ハウリナが強めに服を引っ張った。

「えっ、どうかした？」

　それで我に返ったテグスが誤魔化し笑いをすると、ハウリナの頰ほおが膨ふくれた。

「どうかしているの、テグスです。なにかあるなら、話すです」

「そうだよ～。仲間なんだから、いつでも相談に乗るの～」

「テグスらしくないですよ、そんなに塞ふさぎこんでいるのは」

　ティッカリとアンヘイラからも言われ、テグスは恥ずかしくなって頭をかく。

「いや、なんか自分でも、何を気にしているのかよく分からなくて。それをはっきりさせようと、ずっと考えていたんだよ」

「ウソ、ついてないです？」

「噓うそじゃなくて、本当に分からないんだって」

　少し前までは感じていなかった、ナニカが胸の中にある感じがするのだ。

　そしてそれを意識すると、背負子の肩掛け紐ひもの長さが左右で違っているような、片足だけ小石を踏んでいるような、微妙な落ち着かなさが生まれる。

「このナニカがなんなのか、二十一層で自覚してから、ずっと悩んでいるんだ」

　テグスがそう告白すると、ハウリナたちも一緒に考え始めた。

「お腹なか減ってる、じゃないです？」

「地上の季節は冬になっているし、風か邪ぜかもしれないの～」

「新しい武器が欲しくなったのでは、サムライの見事な打刀に触発されて」

「とりあえず、その三つは違うっていうのは分かったよ」

　そうやって考えていると、カヒゥリが笑いながら、テグスの前に木もく杯はいを置いた。

「よし。探訪者の先輩が、その気持ち悪さを解消するための、とっておきの飲み物を頼んできたッス。さ、ぐっといくッス。あ、代金はテグス持ちで、銅どう貨か十枚ッス」

　テグスは胡う散さん臭くさげに木杯を見ながらも、手がかり欲しさに銅貨を手渡す。

　中身はとろみのある液体で、甘い匂いがすることから、果実を絞った飲み物のようだ。

「これを飲んでも解決するとは思えないけど……」

「それ、一気に飲んだほうが、効果が高いッスから。がばっと飲んじゃうッスよ」

　カヒゥリの助言に従い、テグスは中身を全て一気に飲んだ。

　口の中に果物の香りが広がり、甘さが喉を通って、胃の中で急に燃えた気がした。

「ぐはっ!?」

　テグスは思わず自分の腹を見るが、もちろん火など上がっていない。

　しかし、胃が勝手に脈打ち、熱いものが全身を駆け巡っていく気がしてきた。

　様子が変だと気がついたのだろう、ティッカリが杯を取り上げて、中の雫しずくを舐なめとる。

「これ。女性を酔い潰すときに使う、甘いけど酒しゆ精せいが高い果実酒なの～」

「おお、よく知っていたッスね。匂いを嗅いでも、胃に入るまで酒だと気づかないッスから、酒が苦手な子供も飲めてしまう良いお酒ッス」

「なに飲ませてるです！」

「いやいや。テグスみたいな、頭の良さそうな人は、考え過ぎることがあるッスよ。そういったときは、酒で頭を鈍にぶらせてやると、悩みが解決することが多いんッス」

　カヒゥリは鈍るといったが、テグスは酒精で頭がより回っている気がしてきた。

　そのお蔭かげか、漠ばく然ぜんとしていたものが、急に形作られて見えてくる。

「ああ、なるほど。僕は一芸に秀でた人のことが、羨うらやましかったのか……」

　口に出すと、それが感じていたナニカの正体だという、実感があった。

　カヒゥリは、テグスがしきりにうなずく姿を指し、勝ち誇った顔をする。

「ほら、見事悩み解決ッスよ。いやー、酒の力は偉大ッス！」

「カヒゥリは、どうでもいいです。テグスの話がジューヨーです！」

「テグス聞かせてください、なんでそんなことを気にしていたのか」

　ハウリナとアンヘイラに促されて、テグスは思いつくままに喋り始める。

「いやさ。僕って、なにかこれが得意です、っていうのがないんだよね」

　言いながら、少し離れた席で細い二本の棒で、器用に魚を突つつくサムライを指す。

「サムライさんはさ、凄い剣の腕があるじゃない。でも、僕がどう鍛えても、ああはなれないって、直感しちゃったんだよ」

　続けて、酔っていると分かる据すわった目を、ハウリナたちに向ける。

「ハウリナはさ、探訪者になって日が浅いけど、もう僕以上に素早く動けるよね。ティッカリは、出会ったときから力が凄いし。アンヘイラは、矢で上手く急所を射れるし」

　そして最後に、テグスは自分自身を指す。

「じゃあ僕は？　色々できるけど、探せば見つかるぐらいの技能しかないよ？　それをあの手この手を考えて、どうにか誤魔化しているだけーだしー」

　酒精が強く体に回りだしたのか、テグスの視界がゆらゆら揺れ始める。

「僕って、探訪者としてこの先やっていけるのかなー。【大迷宮】を最後まで見てみたいけど、サムライさんみたいに強くないと、下の層じゃ通用しないらしいし……」

　目がぼんやりとしてきたところで、ハウリナに肩を摑まれて前後に揺すられる。

「テグス、しっかりするです！　弱音いうの、テグスらしくないです！」

「ハウリナちゃん、テグスは凄く酔っ払っていて、いまは普通の状態じゃないの～」

「でも分かりますよね、悩んでしまった理由は。多芸の場合は力量の把は握あくが困難ですからね、一芸に長じた者なら比較は容易なのに」

「いやいや、若いのに変に悩みすぎッス。他人と自分比べてどうするんッスか。重要なのは、昨日より今日、今日より明日の自分が、より強くなっていればいいんッス！」

　四人の意見を聞きながら、揺すられた影響で酔いが急速に回り、テグスは急に力が入らなくなり机に額ひたいを打ちつけた。

「テグス、だいじょーぶです!?」

「た、大変なの～。お水、お水をください～」

「酒精が高いものを飲ませたからですよ、酒を飲みなれない人に」

「おっと、失敗失敗ッス。けど、悩みを吐き出したから、起きたら何を悩んでいたか忘れているかもッスよ？」

　テグスはそのまま記憶が途切れ、気がつくとベッドの上で目を開けていた。

　ここが宿屋の中だと気がつき、そして昨日語ったことを思い出す。

　散々悩みの正体が分からず不安がっていたのに、言葉に変えて吐き出した後だと、変に気にし過ぎていたと自覚し、急に気恥ずかしくなった。

　赤くなった顔を隠すように一叩きすると、あの胸にあった不快感はなくなっていた。

　だがその代わりに、酒精のせいなのか、やけに体がだるく感じられたのだった。























　テグスが酒に酔い潰れた次の日。

　全員で朝食を取る前に、テグスは深々と頭を下げた。

「なんか、昨日は迷惑かけちゃったようで、ごめんなさい」

　少しして、恐る恐る頭を上げると、ハウリナたちは安心した顔をしていた。

「ぜんぜん、気にしてなかったです。テグス、フツーに戻ってよかったです」

「あれは、飲んだお酒が悪かったかな～。だから、気にしないでいいの～」

「あの失しつ態たいはお互いに忘れましょう、一夜の悪夢だと思って」

「悩みも消えたようッスし、これからも酒の力に頼るといッス！」

　皆が気にしていないようすに、テグスは胸をなで下ろす。

「……で、サムライさんはいないのに、カヒゥリさんはなんでここにいるの？」

「そりゃあ、釣りに出かけるサムライの姿を見たんで、いるわけがないいッス。そんでアッチは、朝食をご馳ち走そうしてもらいにきているッス」

　恥ずかしげもなく言い放つ姿に、テグスは白い目を向ける。

「あのお酒で悩みが消えたのは事実で、感謝もしてますけど。白はく銀ぎん証しようは残ってたんだし、ギルド本部で預金下ろしてくればいいのに」

「か弱い女一人だけ、冬の地上に放り出そうっていうんッスね。鬼き畜ちくッス！」

「ならそっちは、年下にたかる恥ずかしい女性ですね」

「おおぅ。悩みが消えたら、テグスが辛しん辣らつになったッス」

　冗談の応おう酬しゆうの後で、カヒゥリは不意に真剣な表情になる。

「正マ直ジな話。アッチを、テグスたちの仲間に入れてくれねッスか？」

　突然の提案に、全員が首を傾げる。

「ほら、仲間は全員おっ死ちんだじゃねッスか。なんで、他の人を探さなきゃいけねんッスよ。なら多少でも気が知れている人と組みたい、ってのが人情ってもんしょ？」

「……本当のところは？」

「テグスたちといると、楽しそうだからッス！　って、さっきのも噓うそじゃねッスよ？」

　ハウリナたちが白眼視し始めたので、カヒゥリは慌てて言い加えていた。

　とりあえず、事情は理解したので、テグスたちは顔を突き合わせて相談を始める。

「僕は、来るもの拒まず、去るもの追わず、敵対するもの皆殺し、が信条だから賛成かな。悪い人でもなさそうだし」

「アッチ、悪人じゃないッス。ちょっと冗談好きな、性格の軽い獣じゆう人じんッス！」

「カヒゥリ、嫌いじゃないです。けど、強いか知らないです」

「長年探たん訪ぼう者しやしてきたッス。ハウリナに戦い方を教えてやれるぐらい、強いッスよ！」

「加入に賛成するの～。昨日、一緒にお酒を飲んで、人となりはわかったからね～」

「嬉しいッス。もうバンバンお酒に付き合って──はい、黙るッス」

　いちいち合いの手を入れるので、睨にらんで黙らせて、最後のアンヘイラに視線を移す。

「構わないですよ、人手があったほうが戦いに有利ですし」

　全員が賛成なので、ハウリナと同じく救助したという縁で、新しく仲間に加わることとなった。

「というわけで。カヒゥリ、これからよろしくね」

　テグスが代表して伝えると、カヒゥリは喜びを全身で表してきた。

「良かったッス。仲間になったからには、きちっと働くんで、期待して欲しいッス！」

　これからの活かつ躍やくを言葉だけでなく、目で訴えかけてきた。

　テグスはその意気込みは買いながら、カヒゥリの格好に目をやる。

　武器はなにもなく、革鎧は胸元だけ、服も腰元だけでは頼りないように見えた。

「ならまず、装備品と背しよ負い子こを買わないとね。そんな姿じゃ、戦えないでしょ」

　その提案に、カヒゥリは首を横に振る。

「いやいや。アッチは素手で戦うんで、武器はいらないッスよ。それに、橋から落ちる前から、もともとこの格好でやってきたんで、気にしないで欲しいッス」

「えっ。ずっとそんな装備だったの？」

「もち。これが素手素足で戦う獣人の、正しい服装ッス！」

　テグス、ティッカリ、アンヘイラから真しん偽ぎを問う目を向けられて、ハウリナは左右に首を激しく振っていた。

　なにはともあれ、新しく仲間になったカヒゥリの実力を確かめるため、朝食後に魔物と戦ってもらうことは決定したのだった。







　カヒゥリは本当に武器を使わず、魔物と戦ってみせた。

　だが、単純に素手と素足で戦う、というわけでもないようだった。

「［身体よ頑強であれカルノ・フオルト］。からの、［爪よ尖れアンゴ・アクリギス］ッス！」

　身体強化の魔術を使って蹴りつけたかと思うと、魔術で淡く光る手足の爪を振るって魔物の体を斬り裂く。

「［衝撃よ打ち砕けフラーポ・フラカシタ］で、［拳よ打ち貫けプーグロ・ビーテイアンセ］ッス！」

　震しん撃げきの魔術を込めて掌しよう底ていを打ち、同じ場所に魔術の光をまとう拳こぶしを突き入れる。

　度重なる攻撃で、戦っていた《捩れい角かく羚羊かもしか》が口から血を吐いて倒れた。

「とまあ、こんな感じッスね。いまは分かりやすいように、色々派手に魔術使ったッスけど、魔力の節約で基本はこうやって──首とか脚を捻ひねり折ることが多いッス」

《捩角羚羊》の鹿に似た頭を小脇に抱えると、すぐに首の骨が外れる音がした。

　手早く手馴れた動作に、同じ獣人のハウリナが興味深そうに見ている。

　その姿に、カヒゥリは自じ慢まんげに胸を張った。

「どうッスか。見直したッスか？　希望するなら、ハウリナに教えてもいいッスよ」

「お願いするです！」

　即答されるとは思っていなかったようで、カヒゥリは驚いた顔になった後で、先ほどの戦いについて説明を始めた。

　獣人二人の仲良さそうな姿を見ながら、テグスは自分に応用できないかと考える。

　すると、ティッカリが心配するような顔で、横から肩を突つついてくる。

「また、昨日と同じことになったら駄目だからね～？」

「大丈夫だよ。他の人ができるって羨ましがるより、自分ができることを増やそうって考えるようになったから」

「テグスの持ち味は選択肢の多さですからね、良い判断であると思いますよ」

「お、何の話ッスか。アッチも交ぜて欲しいッス」

　ゆっくり黒棍を動かし蹴りを放つハウリナを残し、カヒゥリが近づいてきた。

　いま話していたことを、大まかに伝えると、カヒゥリはなにかを企たくらむ笑顔になる。

「へぇ。なら、良い武器を得るのが手っ取り早いッスよ。切れない刃物を使うより、切れる刃物を使うほうが、上達が早くなるものッスからね」

「〝中なか町まち〟の鍛冶師が作った剣を使っていて、切れ味に不満を持ったことはないよ？」

　証拠を示すように斑はん紋もん鉈なた剣けんを見せるが、違うと身振りを返された。

「言っているのは、そんなチャチなもんじゃねえッスよ。あっ。鍛冶師の腕が悪いって言いたいわけじゃないんで、そこは勘違いしないでほしいッス」

　剣の品質を話題にしているのに、鍛冶師の腕とは関係ないとは、意味が分からない。

　テグスが困惑していると、カヒゥリは勝ち誇った顔になった。

「ふふん、分からないようッスね。答えは簡単ッス。迷宮には、普通じゃない武器が手に入ることがあるんッスよ」

　もったいぶった言い方をされたが、そこまで言われればテグスにも分かった。

「つまり、宝箱を開けて、神の祝福がついた武器を手に入れようってことだよね。けど、そうそう手に入らないはずだけど？」

　迷宮に長年入って宝箱を漁あさり続けても、入手が稀まれだといわれている。

　実際、マッガズたちに同行したときに宝箱を開けたが、入っていたのは干し肉だ。

　だからこそ神の祝福がある剣──補ほ短たん練れん剣けんを、人目がある場所では使ってこなかった。

　無む闇やみに見せると、奪おうと狙う人が際さい限げんなくやってくるからだ。

　唯一の例外は、ジョンたちを結果的に助けた、十層の準備部屋での逃走劇。

　あれは、五十人の探訪者と戦うかどうかの緊急事態だった上に、五則魔法を連発するスキャウンがいたことから、使用に踏み切ったという理由があった。

　普段は惜おしまずに剣や道具をぽんぽん投げるテグスが、補短練剣を使うときだけは神経を尖らせるほど、神の祝福つきの武器は珍しいものなのだ。

　しかし、それが思い違いだというように、カヒゥリは自身ありげな顔をする。

「長年探訪者やっていると、色々な噂うわさを耳にするッス。中には、開けると絶対に神剣が入っている宝箱がある、なんて噓もあるっすけど。本当の話も流れてくるんッス」

「ちょっと！　つまり、そんな宝箱ないって話じゃないか！」

「いやいや、『宝箱は』ないってだけの話ッス。神の祝福つきの武器が手に入る場所は、ちゃんと存在しているんッスよ」

　テグスは、そんな話を噂でも聞いたことがなかったので、興味が湧わいた。

「それってどこなの？　【中ちゆう迷めい宮きゆう】か【大だい迷めい宮きゆう】の中にあるの？」

「いや、【小しよう迷めい宮きゆう】ッス。もっといえば、【小七迷宮】の中ッス」

　場所を聞いて、テグスの目は点になった。

【小七迷宮】は一本道の迷宮なので、そんな場所があれば必ず目に入るはずなのだ。

　頭の中に思い浮かべて確認してみて、最後の最後に思い出した。

《ティニクス神動像》を倒した先に、怒り顔で禍まが々まがしい武器を持った《技能の神ティニクス》の像があったことを。







　地上の季節は真冬になっているので、〝中町〟で毛皮の外がい套とうを買い、正確な情報を得るためギルド本部へやってきた。

「──って話を、そこのカヒゥリに聞いたんですけど？」

　噂話を掻かい摘つまんでガーフィエッタに伝えると、はっきりとした呆れ顔を返された。

「そういう顔をするってことは、この噂も噓ってことですか？」

「いえ。テグスさんがまた女性を仲間に入れたと、少し呆れただけです。これで、男性一人に女性四人ですか。おモテになられるようで、大変によろしいですね」

「……いや。全員、単純に探訪者仲間なだけですからね？」

「いやん。テグスってば気のない振りで、実はアッチの体を狙って──あっ、もち冗談ッス」

　二人から冷たい目を向けられて、カヒゥリは話を続けるよう身振りする。

「また変わった人を入れましたね。あの格好と言動からすると、獣人の芸人ですか？」

「あれでも強いんですよ。言動は不確かなところがありますけど」

　再び言い合いを始めた横で、カヒゥリはハウリナたちにこっそりと話しかける。

「……テグスとあの職員の人って、いっつもあんな感じなんッスか？」

「いつもどおりです。あれ、仲良しです」

「よくあんなに口が回ると、いつも感心するんだよね～」

「単なる挨あい拶さつ代わりらしいですよ、テグスの弁べんでは」

　そんな情報交換が行われた頃に、ガーフィエッタはようやく本題に入った。

「それで。【小七迷宮】の最後にいる神像の魔物──《ティニクス神しん怒ど像ぞう》についての話ですが、噂は本当ですよ。所持している武器は全て、神剣に準ずるものばかりです」

　予想が当たっていたことに納得しながら、テグスは疑問も浮かんでいた。

「あの神像、僕とハウリナが近づいても動きませんでした？」

「わふっ。近くに立っても、ピクリともしなかったです」

「それはそうですよ。《ティニクス神怒像》は、特殊な条件を満たすと動き出すのです」

　ガーフィエッタは、手袋をした右手の指を、一本ずつ立てていく。

「一つ目は【小七迷宮】を出口から逆行すること。二つ目は順に巡った後で、直接攻撃すること。三つ目は攻撃はせずに、挑戦者用の祝詞のりとを上げることです」

　今度は立てた指を、一つずつ折っていく。

「一つ目はお勧めしません。逃げても出口の直前まで追ってくるので、かなり危険です。二つ目は上手く一撃で壊せれば、戦わずに手の武器が手に入ります。しかし、失敗すれば攻撃した人は確実に殺され、その後は一つ目と同じになります」

「つまり、ガーフィエッタさんとしては、三つ目がお勧めなわけですね？」

　テグスが残った指を見ながら言うと、首を横に振られた。

「三つ目は、他二つよりも少しは良いというぐらいです。広間から出ることがなくなるので、通路まで走れば逃げ切れます」

　全ての指を握ってから、ガーフィエッタは諭さとす口調で、テグスに語りかける。

「知人という立場で助言をします。迷宮の攻略に直接関係ないので、戦うこと自体お勧めしません。武器を得るためだけに多大な危険を冒おかすなど、愚かな選択だと思います」

　その考えに納得しながらも、テグスは少し違ったことを考えた。

「でも、通路まで追ってこなくなるってことは、探訪者が何度でも挑戦してくるよう、《技能の神ティニクス》がその魔物を造った、ってことだと思いますけど？」

「……《ティニクス神怒像》を倒すのも、迷宮攻略の一部だと言いたいのですか」

「不正防止のためだけなら、一つ目と二つ目の条件だけで用は足りてますから」

　ガーフィエッタは、思いつかなかったという顔で考え込むと、肩の力を抜いた。

「真偽はどうあれ、どうするかはテグスさんの自由ですから、その決定を尊重します。《ティニクス神怒像》の武器を売却する際には、当本部をご利用くだされば幸いです」

「あれ、戦うのは勧めないんじゃなかったんですか？」

「それは一個人としてです。本部職員としましては、ギルドの利益が最重要ですので」

　現金な様子に苦笑してから、テグスは《ティニクス神怒像》の情報をもっと求めた。

「【小七迷宮】の《ティニクス神動像》を、より強くした感じだという話ですが、武器は一級品なので防具は厳選しないといけません。腕の良い防具屋を紹介しますので、神剣が防げるものと条件づけて、防具のことを相談してみてください」

「なんか、どっかで言われた台詞せりふのような……」

　手渡された紙を見ると、予想通り白しら樺かば防ぼう具ぐ店てんと店名が書かれていたのだった。







〝中町〟の壁の中に作られた白樺防具店に、エシミオナの珍しい大声が響き渡った。

「はぁ!?　神剣を持つ相手と戦うための防具!?」

　よほど驚いたのか、体の揺れが止まっている。

　テグスが詳しい事情を話していくと、硬こう直ちよくが抜けていき、だんだんと揺れだした。

「あー、それ噂とーして聞いたことがあったーよ。だからさっきーの条件かー……」

　白く長い前髪の奥から、エシミオナは真剣な目でテグスたちの鎧を見る。

「全員、その鎧じゃー一度斬られたらお終いだーね。その盾でーどうにか数回かーな」

「それなら、どんな防具を作れば戦えそうですか？」

「装備品は、上ーを見たら切りのなーい世界だよ。神剣を絶ー対に防ぐなら、竜の鱗を持ってこーいって言うけど、持ってこれーるの？」

　首を横に振ると、やっぱりという顔をされた。

「なら、手に入る素材でーどうにか戦えるようーに、工夫するほうが建設的だよーね。君らはいま、何層まで行けているのかいー？」

「僕らは二十層を突破しているけど、カヒゥリはどこまで？」

「前の仲間となら二十四層が最高ッスけど、一人で行けるわけじゃねッスからね」

「じゃあ、二十層までーの魔物から獲れーる素材で作れる、最高の防具を考えよーか」

　エシミオナは腕組みしながら、右へ左へと大きく揺れ始めた。

「軽鎧なーら二十層《階かい層そう主ぬし》キャサドプトルの革ー、複装鎧なーら熊の魔物──ルゥーノの革を下地にー、上に鎧よろい蜥とか蜴げの魔物──アムサウリアの大だい硬こう鱗りんをくーっ付ける。手てつ甲こうや脛すね当てはー、アムサウリアの大小の硬こう鱗りんだけーでいいーかな。あ、全部ー強化変化後ね」

　それらを人数分確保するよう言われ、続いてティッカリの盾の話に移る。

「そーの盾を使ってーいる理由は？」

「この盾じゃないと、魔物を殴ったときに壊れちゃうの～」

「なら、それ以上にー硬くて、強きよう靭じんな盾を二つーだね。攻撃に使うなら重さーも必要だから、強化変化後の《装そう鉱こう岩いわ亀がめ》の甲こう羅らを四つーと、《長ちよう牙が大おお猪いのしし》の牙が一組欲しーね」

　要求される素材は多いが、テグスは集めきるつもりだ。

「でも、それで作った鎧と盾で、神剣をどれだけ防げるんですか？」

「直撃でーも軽鎧は一度、複装鎧なら四度は大ー丈夫。新しい盾はいまの盾よーり重くなっちゃう代わりーに、傷つくぐらいで済むかーも」

　装備を換えれば戦えそうな目め処どが立って、テグスたちの顔に喜色が浮かぶ。

　しかし長くは続かなかった。

「そうそーう忘れてた。素材は別途ー集めてもらうけど、この店は魔石以外はー製作代に受け取らないことにしていーるよ。量的には、こんなもーの」

　売台の上に取り出した天てん秤びんを置くと、片側に握り拳こぶし大だいの石を二つ置く。

　十一層から十九層にいる魔物四匹を一度に魔石化して、指先ぐらいの大きさが一つ。

　二十層のキャサドプトル三匹で、目玉大の魔石が一つ。

　そう考えると、釣り合う量を集めるには、かなりの数の魔石が必要になると分かる。

　だからか、カヒゥリは自分の胸元を覆う程度の、小さな革かわ鎧よろいを指差した。

「アッチの鎧は、いま着ているものと同じ感じにして欲しいんッス。それで、使う素材の量がちょこっとッスから、少し負けてくれたりしないッスか？」

「駄ー目。鎧を作るーのに端材を使うわけーじゃないし、安くしてあげられないーよ」

　提案はあえなく却下され、カヒゥリはがっくりと肩を落とし、テグスたちが慰なぐさめる。

　入れ替わるようにアンヘイラが、自分の格好を指す。

「追加料金は発生するのですか、鎧を黒色に変えてもらった場合に」

「染めるのー楽だし、黒色なーらオマケしちゃうーね。他の人も色変えしーたい？」

　残りの面々は色にこだわらないと首を横に振り、拳大二つ分で代金が確定した。

　こうして、指定分の素材と魔石が必要になったので、テグスたちは早速この日から、十一層から二十層を巡って集めることにしたのだった。







【大迷宮】十七層に到着したテグスたちは、防具の素材を得るために、魔物を探し回る。

　すると運良く、熊の魔物のルゥーノ、大猿の魔物の《投とう付ふ猩しよう々じよう》、巨大な蜥蜴の魔物のアムサウリア、大陸亀の魔物の《装鉱岩亀》が、一種類ずついる組を発見した。

「この通路の床には罠はないようだから、自由に攻撃していいよ」

　テグスが武器を構え、ハウリナたちもそれに倣ならう。

　しかし、カヒゥリだけは気楽な足取りで、魔物たちに近寄っていった。

「あの猿の素材はいらないんッスよね。なら強化される前に、捻ひねり殺しておくッス」

「ギキギャ────!!」

《投付猩々》が叫び声とともに、地面に落ちていた石を投げつけてきた。

　カヒゥリは鼻歌混じりにそれを避けると、身軽な足取りでさらに近づく。

　他の三匹の魔物たちもそれぞれ攻撃するが、柔らかな身のこなしと足運びで、その全てを避けきってしまった。

　そして、あっさりと手が触れる距離まで《投付猩々》に接近し終え、さらにはその背後に回りこんだ。

「はーい、首の骨が折れる音を聞かせるッスよ」

　カヒゥリが首元に抱きつくように手を回すと、手早く首を極きめて頸けい椎ついを折ってしまう。

　その動きを見ていて、テグスは残念な気持ちになる。

「こういう姿をいつも見せてくれれば、僕らより強いって実感が持てるのに」

　思わず愚ぐ痴ちを言うと、カヒゥリと仲良くなったハウリナが、心外だという顔をする。

「二十一層にいた人です。カヒゥリ強いの、当然です」

「でも、いつもはおちゃらけているから、そうは感じ難にくいんだよね～」

　ティッカリが言ったように、カヒゥリは《投付猩々》を仕留めた後は、遊んでいるかのように側転と跳ちよう躍やく後こう転てんを織り交ぜて戻ってきた。

　そしてテグスの前に立つと、獲物を持って誇らしげにする猫のような態度をする。

　魔物を倒した労ねぎらい半分、調子に乗っている懲らしめ半分で、テグスはカヒゥリの頭皮に爪を立てるように髪を梳すいてやった。

「えー……ハウリナと扱いが違うッス。やり直しを要求するッス！」

「はいはい。魔物たちが強化変化を始めたから、また今度ね」

　テグスのつれない態度にも、カヒゥリはその扱いが嬉しいかのように尻尾を揺らす。

　そうしている間にも、アムサウリアの表皮がいぶし銀色に変わり、《装鉱岩亀》は足と頭を引っ込めて甲羅で回転を始めた。

　ルゥーノは毛皮が茶色からこげ茶に変わり、胸元にあった白い円模様が真っ赤になる。

　そんな強化変化後の魔物たちと、初めて戦うテグスたちは用心しながら構え直す。

　すると、カヒゥリが全員の肩を、気軽な手つきで叩いて回る。

「硬くなりすぎちゃ駄目ッス。緊張はしながらも、ほどよく緩ゆるめるッスよ」

　探訪者として先せん達だつであり年長者らしい助言に、テグスたちの緊張が解ける。

　そのお蔭で、魔物たちが動き出すのに合わせて、行動を開始することができた。

　テグスはアムサウリアへ、ハウリナはルゥーノへ、素早く向かう。

　ティッカリは回転しながら地面を滑ってくる、《装鉱岩亀》の進路上に陣取った。

　アンヘイラとカヒゥリは、三人の補助を狙った体勢に移る。

「［刃よ鋭くなれキリンゴ・アクラオ］！」

「［衝撃よ、打ち砕けフラーポ・フラカシタ］！」

　テグスは鋭えい刃じんの魔術を、ハウリナは震撃の魔術を武器にかける。

　そして、同時に別の魔物を攻撃した。

　テグスの斑紋鉈剣は、強化して硬くなったはずのアムサウリアの皮膚を、多少の抵抗はありながらも突き抜ける。

　ハウリナの黒こく棍こんは、ルゥーノの前脚に当たり、衝撃でその骨を折った。

「ルゥアアアアアアアア！」

「グゴルルルウウゥゥゥ！」

　アムサウリアとルゥーノは痛みに呻うめきながら、反撃を始める。

　そのとき、どちらの目にも、アンヘイラが放った矢が突き刺さった。

　視界の消失と激痛で動きが止まったことを見逃さず、テグスとハウリナはそれぞれの武器を急所へ叩き込んだ。

　早々と二匹を仕留め終え、最後の《装鉱岩亀》とティッカリが対たい峙じする。

「て～～～～や～～～～」

　甲羅を回転させながら地面を滑りきたところで、ティッカリは突撃盾の先を地面に擦こすらせながら、下から上へと渾こん身しんの力で振り抜いた。

　だが、生来の不器用さで直撃を逃したようで、《装鉱岩亀》を壁まで弾き飛ばしただけの結果になる。

「よ～し～。こんどはちゃんと当てるの～」

　ぐるぐると肩を回してから、《装鉱岩亀》が再び地面を滑りきたのに合わせて、ティッカリはもう一度同じように突撃盾を振るった。

　今度は狙い通りの場所に直撃し、《装鉱岩亀》が縦回転で吹っ飛ぶ。

　そして、甲羅の上に岩があるためか、横倒しの状態で回転が止まった。

「亀は、背中よりお腹側の甲羅が柔らかいものなの～。と～～～～や～～～～」

　ティッカリは《装鉱岩亀》が横倒しで晒さらしている腹部の甲羅へ、突撃盾を打ち込む。

　腹部を破砕させられて、《装鉱岩亀》は頭と足を甲羅から出し、苦しげに身をよじる。

　そして、段々とその動きが緩慢になってくると、ほどなくして絶命した。

　戦闘が終了し、全員で防具に必要な素材を集める。

「戦ってみると、強化変化をした後でも、簡単に倒せたね」

「しかし、よくやったもんッス。アッチの活躍が、最初の猿で終わったッスからね」

　テグスとの会話ついでにカヒゥリが褒めると、ハウリナが自慢げに胸を張る。

「わふっ。このちょーしで、素材をらくらく、集めるです！」

　その姿に微笑みを向けてから、ティッカリは小難しそうな顔をする。

「でも、《装鉱岩亀》の甲羅は重たいから、あたしの背負子でも二つが限界かな～」

「では日数をかけて集めるしかないですね、重量がかさむようなら」

　そのアンヘイラの予想を補強するように、ルゥーノとアムサウリアの皮を剝はいでみると、大きさもあってかなりの重量があった。

「こうなると。二十層のキャサドプトルが強化変化した後の皮は、所持重量に限界がきたあとに取りにいけば、無駄がないかな」

「素材を入れた背負子は地面に置けばいいッスし、戦い終われば神像で転移して帰れるッスからね」

　そうと決まればと、テグスたちは素材を剝いだ後の残骸を魔石化して回収すると、次なる獲物を求めて通路を進んでいったのだった。







　順調に魔物を倒して回ると、防具用の素材は数日で全部手に入れることができた。

　功こう績せきの多くは、先輩探訪者らしくこの層の魔物と戦い慣れていた、カヒゥリのものだ。

「実力はあるって分かってたけど、魔物の弱点も知っているなんて、意外と技ぎ巧こう派はなんだね」

「殴ったり関節を極めたりするのに、重要ッスからね。って、意外ってなんッスか！」

　そんな風に容易たやすく素材が集まった代わりに、魔石集めが困難を極めることになる。

　魔物を数匹一緒に魔石化して、出てくるのは指先大の魔石一つだけ。

　なので倒しても倒しても、魔石用の小袋はなかなか膨ふくらまない。

　魔物の素材を魔石に変えようとしても、ギルドの買い取りは現金払いだけ。

〝中町〟の店へ売りに行っても、二十層までの素材は在庫があり余っていると、買い取ってもらえなかった。

　そんなこんなで、時間ばかりかかる魔石集めだが、利点は色々とあった。

「魔物を倒し続けているから、地力が勝手につくんだよね」

「カヒゥリとの連携、上手になってるです。そのぶん、早く倒せるです」

「ふふん。どうッスか、このカヒゥリさまの実力のほどは！」

　そんな地道な魔石集めにも、転機が訪れる。

　テグスが通路で仕組みを動かし、隠された宝箱を見つけると、中に棍こん棒ぼうがあったのだ。

　それを早速、魔石欲しさに〝中町〟の武器屋に売ってみた。

　一つの棍棒が、天秤の石一つ分は賄まかなえる、魔石が詰まった小袋一つに変わった。

「マッガズさんに言われた通り、宝箱に入っていた武器は、高値で売れるんだね」

「アンヘイラちゃんが交渉したら、魔石が最初に提示されたものより増えたの～」

「褒められるようなことではないですよ、前職の手習いが役立っただけで」

　このことに味を占めて、倒した魔物を魔石化しながら、宝箱も探すようになった。

　結果を言えば、鈍器は再び手に入ることはなかった。

　しかし、代わりに入っている干し肉や塩しお漬づけ肉に愛あい好こう者しやがいて、食堂に売ればそれなりの魔石と交換できたので、かなりの時間短縮になった。

　そうして防具を頼んでから一いち巡じゆん月づき経った頃に、全員分の防具が出来上がった。

　すぐにテグスたちは、白樺防具店の中で装備してみる。

「どうーかな、着てみーた感想は？」

　テグスとハウリナの同じ作りの軽鎧は、キャサドプトルの緑みどり斑まだら模様が残る革鎧の前面に、いぶし銀色の板──アムサウリアの大硬鱗が体に合うように張られていた。

　二人が身を捻ひねって動いてみると、防具は柔じゆう軟なんに追従してくる。

「動きやすいです。キャサドプトルの革に、伸しん縮しゆく性せいがあるんですね」

「わふっ。またテグスとおそろいです！　気にいったです！」

「じゃあ、こっちもつけてーみて」

　それぞれに手渡されたのは、アムサウリアの硬こう鱗りん製せいの手甲と、同素材の脛当てだった。

　共に、大きな面積の場所には大硬鱗を、可動部には小硬鱗が使われていた。

　動かしてみるが、腕や脚の動きを邪魔しない。

　そんな二人の姿を見ていて、アンヘイラが自分の軽鎧を見下ろす。

「色が変わると印象が違いますね、二人と同じ鎧のはずですが」

　テグスとハウリナが素材の色そのままに対し、アンヘイラは黒一色になっていた。

　色で統一感は出たが、逆に没個性的な鎧に見える。

　同種の軽鎧の感想を言い合う三人に、カヒゥリが横から話しかけてきた。

「アッチの鎧も素材が同じはずッスけど、形が違うと全く別物ッスね」

　胸元を隠すだけの大きさしかない軽鎧は、長方形の板を胸元に置いただけに見える。

　しかし、ちゃんと下地の革鎧はあり、前の革鎧より動きやすそうだ。

　そして最後に、鎧だけでなく新しい盾を装備して、ティッカリが動きを確かめる。

「鎧は前と同じぐらいだけど、盾はちょっと重たくなったかな～。でも、凄く硬そうな感触なの～」

　ティッカリの複装鎧は上半身全体を覆うものだが、唯一下地にルゥーノの革を使い、全ての場所にアムサウリアの硬鱗を張ってあるからか、分厚く見える。

　その上、胸元は豊満な胸に合わせて、大きく丸く出してあるのに、大鱗を何枚も使用してさらに厚みが増していた。

　そんな総いぶし銀色な鎧のため、金属鎧に見えないこともない。

　では新たな盾はというと、手首側に殴おう打だ用の握りとすぼめた覆いが、肘ひじ側には太い牙きば杭くいが少し飛び出ていて、横棒が異様に太い十字のような変な形をしていた。

「盾の重さーは、《装鉱岩亀》の甲羅を二ーつ高圧着させて、一つの盾を作ったかーらと、肘側に《長牙大猪》の牙でー作った杭くいをつけたからーだね」

「でも、握りは覆いのほうと、杭のほうにもあるけど、この盾ってどう使うの～？」

「片手で、装着部のつけ外しーができるようになってーいて。通常は覆いでー殴って、ここぞーというときに、反転させーて付け直して、杭で殴り打つ感じーだね」

「なら使い方は、ほとんど突撃盾と同じなんだ～。安心したの～」

「殴ってー穿うがつ盾だから、『殴おう穿が盾たて』だーよ。活躍させてやーってね」

　大満足の防具の数々に、テグスたちは口々にお礼をいう。

「有り難うございます」

「いい防具、ありがとうです！」

「殴穿盾、気に入ったの～」

「良い物だと判断します、この黒さは中々ないので」

「はいー。前に装備していーた鎧は予備に預かっておくかーら。鎧のことはー気にせず戦いなさーいよ」

　エシミオナの最後の一言に、テグスたちはうなずき返してから、店を後にした。

　十一層で使用感を確認し、毛皮の外套を羽は織おると、〝中町〟で神像に祝詞を上げる。

「ワレ、この安息の地を離れ、【大迷宮】の一層へと転移を望む者なり」

　転移し、目の前に現れた階段を上り、地上へ出た。

　目指すは【小七迷宮】──神の祝福がこめられた武器を持つ《ティニクス神怒像》だ。







　真冬の〝雑ざつ踏とう区く〟を歩くと、凍死した死体と出くわすことが多い。

　その多くが、暖だんを取ろうと数人が身を寄せ合い、そのまま路上で死んでいた。

　死人ばかり道に転がっているからか、街も凍ってしまったかのように静かだ。

　そんな街中を、テグスたちは毛皮の外套を着て、その上に背負子をつけて歩いていく。

　寒さで盗みを働くどころではないのか、〝雑踏区〟の中にしては平和な道のりだった。

　やがて【小七迷宮】に到着したが、長ちよう蛇だの列があった入り口には、人影一つすらない。

「やっぱり、冬空の下で待機するような人はいないか」

　どことなく寂しい気分を抱きながら、迷宮に入る。

「中も、誰もいないです」

　一本道の通路には、魔物に挑む人も、通行管理をしていた職員もいなくなっていた。

「久しぶりにきたけど、こんな静かなのは始めてなの～」

「アッチも久々ッスけど、冬に【小迷宮】はきたことなかったッスね」

　ティッカリとカヒゥリが、珍しそうに周囲を見ながら、一つ目の広間へ入る。

　人はいなくても仕組みは健在らしく、中央に光と共に《二に角かく甲こう虫ちゆう》が現れ──

「さっさと行きましょう、この迷宮は外と同じ気温のようなので」

　アンヘイラが矢を射うち込んで、さっさと倒してしまった。

　魔石化して、菱ひし形がたの魔石を得ると、次の広間へ向かう。

　その後も、もう敵ではない魔物を倒し、各種の魔石を集めていった。

　六つの魔石を使って〝迷めい宮きゆう主ぬしの間ま〟の扉を開き、《ティニクス神動像》と向かい合う。

「名前は似てても、目的はここの先ッス。さっさと倒しちまうッスよ」

　外套の前を合わせながらカヒゥリが走り出し、飛び蹴り一発で頭を吹っ飛ばして倒す。

「なんだか、一巡年ぐらい前に、ハウリナと一緒に苦戦していたのが噓みたいだね」

「わふっ。いまなら、秒殺です！」

　昔を懐なつかしみながら、《ティニクス神動像》を武器ごと魔石化する。

　出てきた小さい六角柱の赤い魔石を拾い上げ、出口へ続く通路を進んでいく。

　少し経つと、先に少し大きな広間が見えてきた。

　たどり着いて中を見ると、背面を向けて立っている、一いち面めん六ろつ臂ぴの像があった。

「あれが《ティニクス神怒像》だよ」

　なにもしなければ動き出さないと知っているので、テグスたちは広間に入っていく。

　そして前に回って像を見ると、以前と同じく眉み間けんや額ひたいに皺しわを浮かばせ、目尻が吊り上がり、歯を嚙かみ締めながら唇を剝むいた、怒り顔をしていた。

　六つの腕に所持している武器も、テグスとハウリナが前に見たものと同じだった。

　右側──上の手に揺らめく炎を剣にしたような大剣、中の手に穂ほ先さきが毒々しい紫色の長槍、下の手に茨のような棘とげがびっしりついた手甲をはめている。

　左側──上の手は死神の絵姿に出てくるような大おお鎌がま、中の手は鋭い先端を持つ截たち切きり鋏ばさみ、下の手は蓋ふたがある小こ壺つぼを握っている。

　テグスたちはその姿を観察してから、この広間の出口付近に背負子を下ろした。

「さて、挑戦者用の祝詞を上げる前に、ゆっくりと準備しようか」

「しっかり動いて、体温上げるです」

「防具が新しくなって、勝手がちょっと違うから、動きの確認もしておくの～」

「弓は体で温めておきました、冷えていると矢の動きに影響するので」

「しっかし、魔物が目の前にいるのに準備運動するなんて、初めての経験ッスよ」

　テグスたちは毛皮の外套を脱ぐと、寒さで強こわ張ばった体を運動で温めていく。

　装備の調整まで終えると、《ティニクス神怒像》と少し距離を開けて対峙する。

「じゃあいくよ──ワレ、技能神の試練を欲するものなり。いざ尋常に勝負！」

　テグスが祝詞を上げると、広間の左右の奥、その天井に大きな火が現れた。

　中を明るく照らす篝かがり火びに、周囲の空気が段々と暖かくなる。

「挑戦者だから、暖めてくれたのかな？」

「動きやすくなったです」

「アッチの格好は、冬の寒さに弱いんで、暖かくなって助かったッス」

　カヒゥリの冗談に反応したわけではないだろうが、《ティニクス神怒像》が動きだす。

「ドドドドゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ」

　大きな石が擦り合うような声を上げ、六つの腕を大きく広げて、手の武器を見せてきた。

　その威圧的な威容を前に、テグスが斑紋鉈剣を抜き、ハウリナたちも身構える。

　すると、逃げる猶予は与えたとばかりに、《ティニクス神怒像》が一歩を踏み出し、両者は戦闘に突入した。







　まず攻撃を仕掛けたのは、一気に駆け出したカヒゥリだった。

「相手が一匹だけなら、魔術を大盤振る舞いしてやるッス。［身体よ頑強であれカルノ・フオルト］！」

　地面を這はうように走り、《ティニクス神怒像》が長槍を振るってきたのを避け、その右中段の腕を魔術で強化した足で蹴った。

　しかし、よほど硬い素材でできているのか、小揺るぎしただけで終わってしまう。

「なら関節を狙──って、危ねッス!?」

　蹴った足を狙って、截ち切り鋏、波打つ形の大剣、棘つき手甲が同時に振るわれる。

　カヒゥリは柔らかい身のこなしで、素早く足を引いて三つ全てを避けた。

　しかし、さらに大鎌がカヒゥリの腹部狙いで振るわれる。

「どわったっ……て、撤退ッスよ！」

　地面に後ろ向きに倒れ、目前に鎌の刃やいばが通過したのを確認してから、背中で這うようにテグスたちのところまで戻ってきた。

「ガーフィエッタさんが前に評したように、芸人ぽく動かなくていいんだよ？」

「い、いや。いまのは本当に、危ない場面だったんッスよ！」

　涙目で訴えるのを押し止めながら、テグスは《ティニクス神怒像》の動きに注目した。

「一番素早いカヒゥリでも、対応で精一杯になるなら。五人がかりでないと倒せないだろうね」

「つまりは、レンケーです！」

　滑らかな動きで近寄ってくる《ティニクス神怒像》から、距離を取りつつ話し合う。

「六つ腕だけど、武器は五つ。なら、前衛四人が接近戦を挑めば、一人一つ、多くても二つ対応すればいいことになるよね」

「けど、カヒゥリさんは武器ないし、危険じゃないかな～？」

「大丈夫ッスよ。一つだけなら、見て避けられる速さだったッス」

「なら決まりです！」

「では私は援護ですね、四人の邪魔にならないようにしながら」

　作戦が決まり、それぞれが行動を起こす。

「［身体よ頑強であれカルノ・フオルト］」「［身体よ、頑強であれカルノ・フオルト］」「［身体よ頑強であれカルノ・フオルト］ッス！」

　テグス、ハウリナ、カヒゥリが同時に身体強化の魔術をかけてから、走り寄っていく。

　その後ろにやや遅れて、ティッカリが追う。

「たああああああああ！」

「あおおおおおおおん！」

「さっきの、お返しッスよ！」

「て～～～～や～～～～」

　テグスが斑紋鉈剣で斬りかかり、ハウリナが黒棍を振るい、カヒゥリが拳を放ち、ティッカリが右の殴穿盾を突き出した。

《ティニクス神怒像》はその同時攻撃を、波形の大剣、大鎌の刃、長槍の柄、手甲と截ち切り鋏で、受け止める。

　四人がかりの攻撃を防御した衝撃からか、その身動きが止まった。

　しかし、すぐに六腕が力強く動きだし、身体強化をした三人はもとより、力自慢のティッカリすらも押され始める。

「馬鹿力ッスね──付き合ってられねッス！」

　カヒゥリは殴っていた手を引き寄せながら、《ティニクス神怒像》の膝を踵かかとで狙う。

　だが、右中段の腕が素早く動き、長槍の柄でカヒゥリの蹴りは横へ払われてしまった。

　この攻防の間に、ティッカリは押し返しながら、左の殴穿盾で殴りかかる。

「と～～～～や～～～～」

　直撃するかに思えたが、翻ひるがえった槍が立ちふさがるように、間に移動してきた。

　ティッカリは構わずに、その槍ごと殴り飛ばそうとする。

《ティニクス神怒像》は小壺を持つ腕の二の腕で、柄を押さえながら防御する。

　盾と槍の衝突とは思えないほど、重く大きな音が発せられた。

　だが、並みの武器なら粉砕してしまうティッカリの膂力と、高重量かつ高硬度の殴穿盾による攻撃に、その長槍は耐えきってみせた。

「やっぱり、神の祝福つきの槍だけはあって、頑がん丈じようそうだなッ！」

　その光景を見ていたテグスは、斑紋鉈剣の峰を額で押さえて支えると、放した右手で投剣を投げる。

《ティニクス神怒像》は対応できなかったのか、頰に当たった。

　しかし、投剣は少し刺さっただけで弾かれ、どこかへ跳んでいってしまう。

　効果を得られなかったことを惜しみながら、テグスは斑紋鉈剣に手を添え直した。

　再び、状況がこう着しそうになる。

　その瞬間を待っていたかのように、アンヘイラが矢を放った。

　テグスたちの体と武器の間を通り、矢は《ティニクス神怒像》の首に直撃する。

　三角形の鏃やじりが半ばまで埋まって止まり、当たった矢が震える音が聞こえてきた。

「深くは刺さりませんか、その鏃では」

　アンヘイラの口くち惜おしげな声に反応したかのように、《ティニクス神怒像》は顎あご先さきで首に刺さった矢を押して、外してしまう。

　しかし、この攻撃は無駄にはならなかった。

「アンヘイラの矢が刺さるなら、僕らの武器でも当たれば壊せるよ！」

「なら、力くらべは終わりです！　［衝撃よ、打ち砕けフラーポ・フラカシタ］！」

　テグスの声に反応して、ハウリナが震撃の魔術に切り替えた。

　少し離れながら、魔術の光が灯った黒棍を全力で振るい、大鎌を握る手指に当てる。

　硬い素材で作られていても、指という細い部分では耐え切れず、ヒビが全体に走った。

「ドゴゴゴゴガガガガガ」

《ティニクス神怒像》は、痛がるようにうめき声を上げる。

　しかしすぐに、ひび割れた指で大鎌を固く握り、ハウリナへ何度も執しつ拗ように振り始めた。

「わ、危ない、です!?」

　腰を引き、背を仰け反らせ、跳び上がる。

　さらには、黒棍で地面を突いて着地点を変えて着地し、ハウリナは攻撃を避けきった。

　その間に、テグスとティッカリは示し合わせて、《ティニクス神怒像》へ打ちかかる。

「倒し方の見当がついたなら、あとはそこを突く！」

「その腕、あたしの力と殴穿盾に何回耐えられるか、試してあげるの～」

　テグスは斑紋鉈剣で、波形の大剣を握る右上段の腕を狙う。

　ティッカリも殴穿盾を振るい続けて、防御してくる右下段と左中段の腕を、殴る重さと衝撃で破壊しにかかった。

《ティニクス神怒像》は武器で防いでいるが、さばききれずに腕に攻撃が当たる。

　すると、二人に続くように、カヒゥリも攻撃に参加してきた。

「部位破壊は、近接戦闘の獣人の得意分野ッス。［拳よ打ち貫けプーグロ・ビーテイアンセ］！」

　魔術の光をまとわせた両手で、《ティニクス神怒像》の長槍を持つ右中段の手を、素早く乱打する。

　一発の破壊力は弱くても積み重ね、その手と指を段々と破壊し始めた。

　三人の波状攻撃によって、防御している《ティニクス神怒像》の腕に、裂傷やひび割れがいくつも生まれ、大きくなっていく。

　このまま腕を壊せるのではないかと、テグスは期待を抱いた。

　しかし、その傷が深刻になる前に、《ティニクス神怒像》が武器を持つ腕を、無む秩ちつ序じよに振るい始める。

「ドガガガガガドゴゴゴゴゴゴゴ」

　駄だ々だをこねる子供のような動きだが、武器は一級品だ。当たるわけにはいかない。

　テグスたちは大事をとって、距離を取ることにした。

　距離を空けても、《ティニクス神怒像》はその場で武器を振り回し続ける。

　その姿を見て、テグスはふと思い立ち、腰から補短練剣を抜いて突きつけた。

「我が魔力をヴエルス・ミア火口に注ぎ・エン・フラミング──」

　立ち止まっているなら絶好の機会だと、火か閃せんの五則魔法を放とうとする。

　しかし、アンヘイラが慌てて駆け寄り、テグスの腕を摑んだ。

「目的はあの武器なのになにを考えているんですか、五則魔法を使おうとするなんて」

「あ、そうだった。つい、いまなら五則魔法が当たりそうだな、って思っちゃった」

　失念していたことに、テグスが苦笑いすると、アンヘイラが呆れ顔になった。

　そのとき急に、《ティニクス神怒像》の六腕が、武器を振り回すのを止める。

　それを目にしたアンヘイラは、素早く十字鏃の矢を弓に番え、射ち放った。

　一直線に《ティニクス神怒像》の喉へと、矢は回転しながら飛んでいく。

　しかし、距離も離れていた上に、六つの腕が自由だったために、あっさりと武器で打ち払われてしまった。

　矢に続くように、前衛の四人も駆け寄ろうとするが、その前に《ティニクス神怒像》の嚙み締められていた口が開く。

　初めての行動を見て、テグスたちは警戒から、距離を取り直した。

《ティニクス神怒像》は構わずに、指で蓋を外した小壺の中身を、口内へ呷あおり入れる。

　すると、急に言葉を喋り始めた。

「ゴっご、こ、ここ、せよ……心、よ……心、せよ……心せよ……」

　テグスたちは驚いて身構えながら、耳をすませる。

　やがて、《ティニクス神怒像》の声がはっきりと聞こえてきた。

「心せよ。己おのが力の全てを発揮せねば、ここから先待つのは死であることを」

　そう何度か告げた後で、《ティニクス神怒像》は小壺を手放す。

　そして上段と下段の腕が武器を持ち替え始め、上の両手で波形の大剣を握り、下の両手で大鎌を握った。

　さらに変化は続く。

「──［刃よ鋭くなれキリンゴ・アクラオ］──」

《ティニクス神怒像》の口から鋭刃の魔術の呪文が放たれ、全ての武器の刃と手甲の棘に、魔術の光が灯った。

　五つの武器の危険度が上がったのを見て、テグスの頰が思わず引きつる。

「……僕も左右に一本ずつ持った紋もん刃ば小しよう剣けんに、鋭刃の魔術を同時にかけたことがあるけどさ。五つの武器全部にかけられるのは、反則じゃないかな」

「さあ、全力で挑み、試練を討ち果たして見せるがいい」

　テグスの愚ぐ痴ちに、問答無用とばかりに言い返して、さらに手強くなった《ティニクス神怒像》が迫ってきた。







　鋭刃の魔術をかけた、《ティニクス神怒像》の武器は恐ろしいものだった。

　近寄ってきたときに対応したテグスとティッカリから、悲痛な声が上がる。

「くぅッ。斑紋鉈剣で受けたら、刃が欠けた！　［刃よ鋭くなれキリンゴ・アクラオ］！」

　鋭刃の魔術で切れ味も向上している以上に、上段の両手で振るう大剣の威力は凄まじく、テグスは簡単に後ろに弾き飛ばされてしまう。

　さらに、同じ魔術を使っても質の差か、斑紋鉈剣で防ぐたびに刃こぼれが起こる。

「殴穿盾の傷が、どんどん増えていくの～。もう、新品なんだよ～」

　ティッカリの殴穿盾からも、截ち切り鋏と長槍の穂先を受けるたびに、表面を削る音が聞こえてくる。

　防御し続けることしかできない二人を救援するため、アンヘイラが矢を放つ。

《ティニクス神怒像》は攻撃の合間に、長槍を翻してその矢を叩き落としてみせた。

　そのとき、ハウリナが横合いから走り寄ってきた。

「テグス、ティッカリ、助けるです！」

　黒棍を振り上げて殴りかかろうとする。

　しかし、近づく前に《ティニクス神怒像》が大鎌を振るって牽けん制せいしてきた。

　機会を逃したハウリナは、距離を取り直すと、再び跳びかかろうと身構える。

　だが、大鎌の切っ先が向けられているのを見て、警戒して跳び込めなくなっていた。

　ハウリナが歯嚙みしていると、肩をカヒゥリに摑まれる。

「絶好の機会が来るまで、じっと待つのも獣人には重要ッス」

「でも、二人があぶないです！」

「ちゃんと防御できているんで、まだ大丈夫ッスよ。ハウリナも、二人を信じるッス」

　そうやって、ハウリナとカヒゥリが話している間に、《ティニクス神怒像》は新たな行動を始める。

「──［身体よ頑強であれカルノ・フオルト］──」

　魔術を身体強化に切り替えると、その増した力でテグスとティッカリを攻撃し始めた。

《ティニクス神怒像》の一撃の重さが上がり、テグスはよろける。

　力自慢のティッカリでさえ、少し後ろに下がらされてしまう。

「あっちの武器にかかっていた魔術が消えて、こっちの武器の消しよう耗もうはなくなったけど」

「その分、力押ししてきているから、厄介さは変わらないの～」

　どうにか二人は、一撃ごとに崩される体勢を立て直しながら、防御していく。

　そんな攻防の中で、テグスの体勢が大きく崩れ、ティッカリが防御で身を硬くする。

　二人とも身動きが取れない、この瞬間を待っていたかのように、《ティニクス神怒像》は牽制に使っていた大鎌を振るってきた。

　地面を舐めるようにして迫る刃を、テグスとティッカリは跳んでどうにか避ける。

「くぅ──おわっ!?」

「わわわっ、わた～～～!?」

　二人が着地すると、再び波形の大剣と裁ち鋏の攻撃がきた。

　テグスは斑紋鉈剣でどうにか受けたが、ティッカリは複装鎧の胸元に食らってしまう。

「ティッカリ、無事!?」

「だ、大丈夫だったの～。エシミオナさんが保証してくれた通り、鎧で防げたの～」

　怪我がなかったことに、テグスが安心するのも束の間。

　いまの攻防で先ほどの戦法が有効とみたのか、《ティニクス神怒像》は再び大鎌を攻撃に使おうとする。

　だが、その動きを察知したカヒゥリが、前に走り出てきた。

「二度はさせないッスよ！　［身体よ頑強であれカルノ・フオルト］！」

　魔術で強化した足で、地面の際きわを進む大鎌の柄を踏んで止め、地面へと押し付ける。

　それで大鎌が動かせなくなると、ハウリナも《ティニクス神怒像》へ駆け寄ってきた。

「［衝撃よ、打ち砕けフラーポ・フラカシタ］、あおおおおおおおおおおん！」

　震撃の魔術をかけた黒棍を、雄お叫たけびを上げながら振り下ろす。

　その攻撃に同調したテグスも、斬りかかる。

「［刃よ鋭くなれキリンゴ・アクラオ］！」

　二人がかりでの上と横の同時攻撃に、《ティニクス神怒像》は大剣を動かす。

　上からくる黒棍に、波打つような形状の刃を当てて、歪わん曲きよくした部分に引っかけた。

　それから、剣を軽く小さく円運動させて、ハウリナの攻撃を巻き込み、横へ払う。

　次に、その腕の動きを生かしたまま剣身を振るい、横からきた斑紋鉈剣を受け止めた。

「姿を模している《技能の神ティニクス》らしく、技巧派なことでッ！」

　防御された腹いせのように、テグスは斑紋鉈剣を素早く上下に振るって、何回も波形の大剣へ叩きつけ始めた。

　それでなにかに気がついたのか、ティッカリも攻撃に転じだす。

「攻撃されてばっかりだから、反撃なの～。と～～～～や～～～～」

　左右の殴穿盾を振るい、突き出してくる截ち切り鋏と長槍を迎撃していく。

　すると二人の攻撃による衝撃で、《ティニクス神怒像》の腕が軋きしみ始め、軽度にあった破損が段々と深刻化していく。

　それでも《ティニクス神怒像》は防御し続け、截ち切り鋏と長槍を振るい続ける。

　黙って破滅を待つつもりもないのだろう、下段の両腕で大鎌を振ろうとしてきた。

「いやいや、アッチのこと忘れちゃ困るッスよ。まあ、身体強化した足で大鎌の柄を踏み続けているだけなんで、忘れられそうなほど地味なんッスけどね」

　友達に話しかけるような気軽な言葉とは裏腹に、カヒゥリが柄を踏む力は強く、大鎌は少しも動かない。

　すると《ティニクス神怒像》は振ることを諦めたように、大鎌の柄から手甲をつけたほうの手を放した。

　その腕でティッカリを殴ろうとするが、打ちかかってきたハウリナの黒棍を防ぐのに使ってしまう。

「一回でダメなら、たくさんです！　あああおおおおおおおおおん！」

　ハウリナは吠えながら黒棍を振るい続け、《ティニクス神怒像》は手甲で防ぎ続ける。

　そうして四人がかりの攻撃で行動を押さえ込むと、少し離れた場所では、アンヘイラが弓矢を引き絞っていた。

「その状態では防げないでしょう、この十字鏃の矢は」

　自信をみなぎらせた言葉と共に、手が矢羽から離れる。

　短弓で加速された矢は、回転しながら空中を飛んで《ティニクス神怒像》へ。

　そして、その首に抉り込むようにして鏃が入ると、さらに奥へと突き進んでいく。

「ガ、ガドガドドド、ドドドド」

　この一矢で喉が壊れたのか、口から出てくるのは、最初と同じうめき声だけになる。

　それと同時に、魔術で上がっていた力強さも元に戻った。

　好機と見て、テグスは斑紋鉈剣を振るい《ティニクス神怒像》の体に当てる。しかし、深い刃こぼれがある場所から、二つに折れてしまった。

「くっ、限界だったのか」

　三分の一になった斑紋鉈剣を投げつけながら、テグスは紋刃小剣を二つとも引き抜く。

　その隙を突いて、《ティニクス神怒像》が波形の大剣を、勢い良く振ってきた。

「［身体よ頑強であれカルノ・フオルト］──くぅッ!?」

　テグスは身体強化の魔術をかけてから、二本の紋刃小剣で受け止めた。

　重い一撃に耐え、剣に刃こぼれが起きなかったことに、思わず安心してしまう。

　すると不意に、木目が詰まった木が綺麗に割れたような、高く澄んだ音が響いた。

　その音を追うように、《ティニクス神怒像》の足元に、截ち切り鋏と長槍、そして中段両腕の残ざん骸がいが落ちて転がる音がした。

　テグスが確認すると、どうやらティッカリの殴穿盾の連続攻撃に破断が広がり、耐え切れずに折れてしまったようだった。

「ここで、とっておきなの～」

　ティッカリは殴穿盾の留め金を外してから、手首側と肘側を逆さにして着け直す。

「と～～～～や～～～～」

　そして、殴穿盾のもう一つの側面──牙杭による、渾身の一撃を見舞った。

《ティニクス神怒像》は、わき腹を半円形に抉られて、大きく体勢を崩す。

「ひゃっほぅーいー！　この瞬間を待っていたッス！　［身体よ頑強であれカルノ・フオルト］！」

　カヒゥリは身体強化の魔術をかけると、《ティニクス神怒像》に近寄り、下段左腕の手指を両手で分けて摑む。

「腕一本、いただきッス！」

　そのまま急速に横回転し、指、手首、肘、腕の付け根を捻り上げ、その全てを折った。

　持つ手がなくなった大鎌が地面に落ちる。

　残るは上段の両手で持つ波形の大剣と、下段右腕の棘つき手甲だけだ。

　ここが決め所だとテグスは判断し、左右の手にそれぞれ紋刃小剣を握って突とつ貫かんする。

「たああああああ──」

　その途中で、波形の大剣が振り下ろされるが、ハウリナが気合を入れて黒棍で防ぐ。

「あおおおおおおおおん！」

「ハウリナ、ありがとう！」

　目前で止まった波形の大剣を見ながら、テグスはさらに一歩踏み込む。

「ドドドドゴゴゴゴゴゴ」

　うめき声を上げて振るわれた棘つき手甲を、テグスは軽鎧の装甲で受けつつ、紋刃小剣で肘を突き割る。

　殴られた衝撃で、後ろに下がりかけるのを踏ん張って堪えると、肘から先が外れた手甲を胸元で押しながら前へ進んだ。

　そして《ティニクス神怒像》の上段の両肩に、紋刃小剣をそれぞれ突き刺す。

「あ、あれ？　外れなくった!?」

　あまりにも深く突き入れてしまったからか、引き抜けない。

　テグスは諦めて手放すと、《ティニクス神怒像》が放ってきた蹴りを横に避けた。そして後ろへと回り込みながら、後ろ腰から補短練剣を引き抜く。

「これで、決着だッ！」

　薄青い剣身を首関節へと突き刺し、力の限りに捻る。

　首の関節部が破壊された《ティニクス神怒像》は、前のめりに地面に倒れていった。

　外れた頭は地面を転がり止まると、顔全体にヒビが入り崩れていく。

　すると怒り顔の下から、健けん闘とうした挑戦者をたたえているような顔が現れた。

　しかしテグスたちは目もくれず、《ティニクス神怒像》が倒されて篝火が消えた広間の中央に集まると、全員で手を打ち合わせた。

「《ティニクス神怒像》の撃破成功！」

「わふっ！　やったです！」

「かなり際どい戦いだったから、カヒゥリさんが仲間になっててくれてよかったの～」

「色々と活躍していましたものね、地味な印象ながら」

「ふふーん。そうやって褒められると、気分がいいッス！」

　そんな風にひとしきり喜んだ後、早速《ティニクス神怒像》の武器を検分していく。

　散々苦しめられただけあり、そのどれもが一級品であると触れただけで分かる。

　テグスはその武器の中から、波形の大剣を手に取った。

「斑紋鉈剣が折れちゃったし、僕はこの大剣をもらいたいんだけど、いいかな？」

「いいと思うです」

　ハウリナに続き、他の全員も了承してくれたので、テグスは大剣を入手した。

　すると、カヒゥリが思い立ったように、棘つきの手甲を右手にはめる。

「おっ、手指が自由に動かせるッスね。アッチ、これ気にいったんで、欲しいッス」

　熱心に欲している目を見て、テグスたちは苦笑混じりに許可した。

「けど、残りの武器、どうするです？」

「槍も、鋏も、鎌も、あたしたちは使わないの～」

　どうしようかと考えていると、アンヘイラが体を震わせた。

「後にしましょう、篝火が消えて寒くなってきましたし」

　それもそうだと、テグスたちは武器を全て回収すると、《ティニクス神怒像》の体を魔石化する。

　出てきた目玉大の魔石は、《迷宮主》からしか出てこない、赤色のものだった。
















《ティニクス神しん怒ど像ぞう》から手に入れた武器を持って、探たん訪ぼう者しやギルド本部へ入ると、ガーフィエッタが出迎えてくれた。

「おや、テグスさん。手の武器を見るに、《ティニクス神怒像》を倒してきたのですね」

「かなり苦戦して、僕の鎧とティッカリの盾が、かなり傷んじゃいましたけどね」

　ガーフィエッタのいつも通りな口調に、テグスも軽口で返しつつ、大おお鎌がま、截たち切きり鋏ばさみ、長なが槍やりの買い取りを頼んだ。

「神しん剣けんに準ずる武器なのに、売ってしまわれるとは。さてはテグスさん、鑑かん定てい水すい晶しようをお使いになられていませんね？」

　そう言えばそうだったと、テグスは自分の濁にごった鑑定水晶で、調べてみることにした。

　その前に、ガーフィエッタが白く透き通る水晶を差し出してきた。

「これって、新品の鑑定水晶ですよね。くれるんですか？」

「それは鉱石掘りの人たちが、仕事の話を聞いてくれたお礼にと、若い少年と獣じゆう人じんの少女がいる探訪者あて──つまりはテグスさんたちへ贈られた物ですよ」

「もしかして、前に会った鉱石掘りの人から!?　ってことは、あのときの白い水晶を加工してくれたんだ。でもいいのかな、新品の鑑定水晶は金貨一枚の価値があるのに」

　お礼にしては高価な物に気後れしたが、テグスはありがたく受け取ることにした。

　そして早速、自分の後ろ腰にある補ほ短たん練れん剣けんに使ってみた。





『銘：技ぎ能のう神しんの補短練剣

　効：技能神の祝福がつき、所持する者の技能習得を促進し、練度の成長を補助する』






　入手してから一年以上経って、全ての情報をこうして読むことができた。

　感かん慨がい深い思いを抱きつつも、《ティニクス神怒像》の武器を全て鑑定してみた。





『銘：技能神罰の炎えん浄じよう大たい剣けん

　効：技能神が所蔵する穢わい心しんを悟さとらす剣身を備えた剣。与える傷は火の痛みを伴う』

『銘：技能神罰の悔かい悛しゆん毒どく槍そう

　効：技能神が所蔵する悔悛を促うながす穂先を備えた槍。発熱を伴う毒を与える』

『銘：技能神罰の断だん斬ざん截せつ鋏きよう

　効：技能神が所蔵する断罪を表す鋏。直角以内に刃が入るものを全て切り裂く』

『銘：技能神罰の捨しや命めい大おお鎌がま

　効：技能神が所蔵する死命を伝える刃を備えた鎌。与える傷は活力を奪う』

『銘：技能神罰の慟どう棘きよく手てつ甲こう

　効：技能神が所蔵する悪心を正す棘を備えた手甲。与える傷は治ち癒ゆに時間を要す』






　出てきた内容をテグスが全員に伝えると、ティッカリから驚きの声が上がった。

「凄い効果なの～。あ、でも戦いで怪我していたら、酷いことになっていたかな～？」

　その何気ない言葉に、《ティニクス神怒像》との戦いは実感以上に危険だったと、テグスは遅ればせながらに気づかされた。

　さらにもう一つ、気になったことがあった。

「あの、ガーフィエッタさん。全ての武器に、神の祝福の記述がないんですけど？」

　テグスの疑問に、ガーフィエッタは当たり前のようにうなずいた。

「ええ、当然です。その武器は、神剣に『準じる』武器ですので。そもそも、神の祝福がある武器が戦って手に入るのならば、もっと持っている人がいていいはずでしょう」

　二つ目の神剣を手に入れたと思っていたテグスは、失意から肩を落とす。

　その横でカヒゥリがなにを思ってか、截ち切り鋏を取り、手甲の棘を切りだした。

「おお！　凄い切れ味ッスよ、コレ。ははっ、面白いぐらいに棘が切れるッス！」

　手甲は金属製なのに、截ち切り鋏は鑑定結果通りに、いとも容易たやすく切り飛ばしていく。

　それを見て、アンヘイラが珍しく大声を上げる。

「なにを馬鹿なことをしているんですか、貴重な武器を自分で破損させるなんて！」

「この棘、自分に刺さったら危ないじゃないッスか。なら取っちまうほうが安全ッス」

　全ての棘を切り取って、表面が滑らかになった手甲に、カヒゥリはご満まん悦えつの様子だ。

　逆に、武器好きなアンヘイラは、無む残ざんな手甲の姿に呆ぼう然ぜんとしている。

　二人のそんな姿を見て、テグス、ハウリナ、ティッカリは大笑いしてしまう。

　その後の話し合いで、悔悛毒槍と断斬截鋏と捨命大鎌は、凄い効果があろうと使わないので、ギルドに買い取ってもらうことに決まった。

「神剣ではなくとも希き少しような武器ではありますので、換金総額に驚かれると思いますよ」

　予言めいたガーフィエッタの言葉通り、テグスたちは十枚の金貨に驚いてしまった。

　全員が初めて目にした金貨は、頭割りの規定に従い、武器を選んだテグスとカヒゥリは取り分なし。ハウリナたち三人で山分けする。

「けど、一枚あまったです」

「三人だと必ずあまりますね、銀貨や銅貨に細分化して分けても」

「ならもう、ぱーっと使っちゃったほうがいいと思うの～」

　ティッカリのこの提案で、金貨一枚分の打ち上げを開き、英気を養うことに決まった。

「金貨は普通の食堂では使えませんよ。仕方ないので、お勧めの店をお教えします」

　というガーフィエッタの紹介で、〝中ちゆう心しん街がい〟の一角にある格式高そうな料理店へ。

　中に入り、出迎えの給仕に人数を伝え、予算である金貨一枚を手渡す。

「うわー。なんか、僕らが鎧を着て座っているのが、変に感じるね」

「でも、ガーフィエッタ。この格好のままでいいって、言ってたです」

　案内された円えん卓たくがある個室で、テグスたちがおろおろしながら待っていると、数人の給仕が大皿料理を何枚も持って入ってきた。

　冬の季節なのに新鮮で色とりどりの野菜が使われていて、スープからは出だ汁しと香こう辛しん料りようの香りがしてくる。

　そして鉄板に載せられた塊かたまり肉にくからは、じゅうじゅうと音が聞こえてきた。

　給仕に酒を飲むかと尋ねられ、ティッカリとカヒゥリだけがうなずく。すぐに二人の前に硝子ガラス杯が置かれ、その中に琥こ珀はく色の液体が注がれた。

「あとの料理は食べ進めていただく都度に、最高の状態でお出しいたします。それでは、ごゆるりとお寛くつろぎください」

　給仕の一人がそう告げると、他の給仕たちと共に個室から出ていってしまう。

　しかし、テグスたちは彼らではなく、並べられた料理に目が釘くぎ付づけになっていた。

「……こんな美味しそうな料理を食べられるなんて、いままで思ったことなかったよ」

　テグスの呟きに引きずられて、ハウリナたちも彼女たちの過去を思い出したようだ。

「わふっ。すごい料理食べるの、奴ど隷れいにされたとき、思わなかったです！」

「あたしも少し前まではお金がなくて、お酒かパンのどっちを取るか迷っていたの～」

「私も数すう巡じゆん月づき前は考えもしませんでしたね、人狩りを辞めて探訪者になるだなんて」

　しんみりとするテグスたちに、カヒゥリが闊かつ達たつな声を上げる。

「なにみんな辛気臭くなってるッスか。激戦を終えた打ち上げなんッスから、飲んで食べるッスよ！」

　最近、仲間を全て失ったとは思えないその姿に、先輩の探訪者としての生き様が、テグスには感じられた気がした。

「そうだね、カヒゥリの言うとおりだ。みんな、目一杯、美味しい料理を食べよう！」

「わふっ！」「食べるの～」「食べましょう」「食べるッス！」

　テグスの宣言に全員が同時に応えると、思い思いに料理を食べ始めた。

　衝撃を受けるほど美味しい料理を、ハウリナたちと食べながら、テグスは成人の探訪者になってからのことを思い返し始めた。

　ハウリナを助けて一緒に行動するようになり、一人でいたティッカリを勧誘し、不思議な縁えんでアンヘイラとカヒゥリが仲間になったこと。

　加えて、レアデールやガーフィエッタをはじめとする世話になった人たちや、悪い獣人のバルマンや女騎士のベックリアなどの戦った相手のことも。

　そんな数々の出来事に、たくさんの未知を経験してきたのだと感慨深くなる。

　そして、こんな短い間に予想外の出来事がたくさん起こったのだから、これからも多くの心こころ躍おどる初体験が待っているだろう。

　そんな確信をテグスは抱く。

　すると、ハウリナたちが不思議そうな顔を向けてきた。

「わふっ？　テグス、手が止まっているです」

「ぼんやりしちゃだめだよ～。取り分けてあげるから、取り皿をだすの～」

「堪たん能のうしなければ損ですよ、金貨一枚分の料理の数々を」

「まだまだ料理は出てくるみたいなんッスから、遠えん慮りよはなしッス！」

　彼女たちから料理を受け取りつつ、テグスは自分自身の変化に目を向ける。

　仮かり証しようのときは単独だったのに、いまではハウリナたちという四人もの仲間ができた。

　しかも酔っていたとはいえ、弱音を言ってしまった相手だ。

　仮証時代には、こんな仲間ができるとは思いもしなかった。

　いまでは戦いも、自分一人ではなくハウリナたちの特徴を生かしたものになっている。

　そんな変化の中には、自覚していないものもあるだろうと、テグスは自己分析する。

　だが、それらの変化は嫌ではなく、むしろ喜ばしいことだと思っていた。

　さらには、そんな得がたい仲間と共に、今後も過ごせたらいいとも感じる。

　そして、テグスはハウリナたちの笑顔を見ながら、彼女たちと共に【大だい迷めい宮きゆう】の奥底まで見に行くという目標を、改めて心に定めた。

「でも、先のことを考えるより、いまは目の前にある未知の料理を楽しまないとね」

　ティッカリが取り分けてくれた皿にある料理を、テグスは口の中へ運んだ。

　舌に広がる絶妙な味に、驚きと感心を抱きながら、思わず頰が緩んでしまう。

　そのとき、新たに運ばれてきた料理の数々に、ハウリナたちから声が上がった。

「わふっ！　つぎの料理がきたです！　こっちも美味しそうです！」

「今度は葡ぶ萄どう酒しゆがきたの～。とてもいい香りがするの～」

「すぐにお腹が膨れてしまいそうですね、私は少しずつしか食べていないのに」

「こうなりゃもう、食い倒れや二日酔いなんか気にしないで、精一杯楽しむッス！」

　そう、まだまだ金貨一枚分の打ち上げは、まだ始まったばかり。

　テグスたちが散々飲み食いして、やがて膨れたお腹を抱えて大満足の悲鳴を上げるまで、この宴は続けられるのだった。









あとがき






　皆さま、初めまして。もしくは、お久しぶりです。本書を手に取っていただき、ありがとうございます。皆さまのお蔭で、こうして『テグスの迷めい宮きゆう探たん訪ぼう録ろく』の三巻を無事にお届けすることが出来ました。予想外のことに驚いております！

　二巻に続き、あとがきが一頁だけなので、三巻の内容に移らせて頂きます。

　本書は、テグスとハウリナ、そしてティッカリが、迷宮都市の〝中ちゆう心しん街がい〟に入り、とうとう【大だい迷めい宮きゆう】に挑み始めた頃までのお話です。

　その中で、新キャラと出会い、別れ、『連れ回し』という迷惑行為に関わります。

　そんな『小説家になろう』様に投稿した七十四話から百二十一話までを、再び大幅に加筆修正、新シーンや新キャラを入れてお贈りしています。お買い得ですよ！

　宣伝が終わり行数もなくなってきたので、ここで謝しや辞じを。編集担当の宿しゆく谷たに舞ま衣い子こ様、イラスト担当の閏うるう月げつ戈か様、数々の手助けに感謝の念に絶えません、ありがとうございました。

　そして、本書をご購入していただいた方々へ、ありがとうございました。

　再びお会いできることを願いつつ。中ちゆう文も字じでした。
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